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　序章




　カセリア・ジャミルは先ほどからいくどとなく欠伸あくびを嚙かみ殺していた。

　洞どう窟くつ内に、神官たちの唱となえる祈いのりの声が反はん響きようしている。戦いの前におこなう儀ぎ式しきだ。呼び集められたアリオンの将士たちは皆一様に目を閉じ、その手を腰こしの前で組みあわせていなければならない。

　洞窟は、海へつながる地下水路の入り口でもあり、カセリアたちの足を濡ぬらす位置にまで波が来ている。松明たいまつの灯あかりをほの赤く反射する海面に、黄金の戦船が数々揺ゆれていた。

　戦いくさの勝利を祈き願がんするのみならず、航行の安全を祈る儀式でもある。船の材質に使われている黄金や鉄、さらには木に宿るという精せい霊れいの名を、神官たちは律りち儀ぎにひとつひとつ読みあげては、長い文句を唱えつづけている。

（まだまだ長引きそうだな）

　カセリアはもう何度目になるかわからない欠伸の発作を必死で抑おさえた。

（アリオンの精霊なんぞ、砂粒ひとつに宿るものにいたるまで戦い好きな性格に決まってる。彼らを本当に喜ばせたいなら、さっさと意気あがる戦士たちを船に乗せて、敵兵を屠ほふり、その真まっ赤かな血を滴したたらせる心臓を捧ささげればいいだけの話だろうに）

　カセリアは、今年で二十二になる。

　色白で長身瘦そう軀く。顔立ちにも気品があって、一見、アリオンの宮きゆう廷ていで楽器を奏かなで、詩歌を吟ぎんじていたほうがよほど様になりそうな青年だ。実際、カセリアにはそうした面もあったものの、彼を心の底から駆かり立ててやまぬもの、それは絢けん爛らん豪ごう華かな宮廷生活とはまったく逆の、銃じゆう声せい飛び交い、鋼鉄が互いの命を喰くらいあう戦場にこそあった。

　アリオンは戦いくさに事欠かぬ国家である。ここ二十年の歴史を紐ひも解とけば、戦いに関する記述のない部分を探すほうが難しいくらいであるから、そういう意味においては、戦を──殺さつ戮りくと破は壊かいを──愛する現国王の長男カセリアは、まさしくアリオンの申し子ともいえよう。

　退たい屈くつこの上もない儀ぎ式しきも、その向こうに歓かん喜きの瞬しゆん間かんがあると思えばこそ、耐たえ忍しのぶことができた。

　とはいえ、集中は乱れがちである。カセリアは途中からちらちらと薄うす目めを開けていた。

　錨いかりを下ろした黄金の戦船の前に、同じ数の巫み女こたちが並んでいる。神官と声を揃そろえて祈いのりの文句を唱となえているのだが、身につけている筒つつ型がたの服は布が薄い上に、全員儀式の前に海水を浴びているものだから、肌色がほんのり透すけて見えていた。

　カセリアと部下たちはその背後にいる。だからカセリアは思う存分、前方にずらっと横並びした巫女たちの尻しりを鑑かん賞しようすることができた。

（右の尻は、小こ振ぶりだが、形がいいな。左は盛りあがっていて頰ほおずりしたいくらいだが、ちょっと重たげか。バランスがいいのは真ん中の尻だ。しかしあざが目立つのが気になる。では……）

「気に入った品でもあるかね」

　こそっと耳打ちしてきた者がある。カセリアは一瞬目をみはったが、すぐに瞼まぶたを落として、

「ランス、儀式の最中に言葉をかけるとは何事であるか。精せい霊れいを侮ぶ辱じよくするにもほどがあるぞ」小声で返した。「精霊たちの怒いかりを買うことになろう。戦船は航海途中にことごとく嵐あらしに見み舞まわれて、風は敵方からのみ吹き、われらの敷しいた陣じんには炎ほのおが燃もえさかることになるであろう。ああ、恐おそろしい。さあ、さっさと目を閉じて、精霊をなだめる呪じゆ文もんを心のなかで唱えるのだ」

「精霊たちが怒る？　結構なことさ。戦がもっと面おも白しろくなるぞ」

　左の目に眼帯をした男──ランス・マズポッターは含み笑いをした。年ねん齢れいはカセリアより三十は上である。だからか、主君たるカセリア王子に対してもやや乱暴な言こと葉ば遣づかいをした。

　ばかりか、

「しかしエンデのお家騒そう動どうに乗じて軍を動かそうとは、おまえも馬ば鹿かげたことをしたな」

　おまえ呼ばわりする始末である。

　カセリア・ジャミルはかつて『アリオンの小しよう覇は王おう』などと呼ばれていた。いまや諸国に伝え聞こえる、彼の迅じん速そくかつ果断なる用兵術を指してのものではない。そもそもカセリアがそう呼ばれていたのは初うい陣じん以前のことであるし、さらにいうなら、いずれ国主になるであろう若君に周囲が親しみを込こめてつけた仇あだ名なでもない。

　少しでも気に入らないことがあれば、怒ど鳴なる、泣なく、乱暴を振ふるう。それだけならばまだ「勇ゆう猛もうの素質がある」と微ほほ笑えましいくらいだが、彼の場合は度を越こしていた。「あの家臣は道を譲ゆずらなかった」だの「おれに挨あい拶さつをしなかった」だのと父親にいいつけては、こともあろうに死罪を要求した。カセリアにとって幸か不幸か、彼の父、すなわち現アリオン国王はことのほか長男に甘あまかったのである。

　王とて、さすがに息子のいいつけどおり家臣を死刑に処することまではなかったものの、わざわざ謁えつ見けんの間に重臣たちを呼びつけ、息子の前で謝罪を要求させていた。

　だからこその『小しよう覇は王おう』であり、この仇名は実にカセリアが十三の歳としになるまで呼ばれつづけた。

　カセリアが十三のころ──というと、ちょうどアリオンが北方のアトールを陥かん落らくさせたときと同時期であり、また、『アトールの独どく眼がん竜りゆう』と呼ばれたランス・マズポッターがジャミル王家に召めし抱かかえられたときでもある。

「なんのことやら。おれは、父上のご命令に従うまでのこと」

「いまさらすっとぼけるな。今回のこと、決して国王は乗り気ではなかった。なにしろディティアーヌ王女の一件があったばかり。国王にしてみればそろそろ外部に目を向けるのはやめて、内部の治世に力を集中させたいところであったろう」

　アリオン王子と、かつてそのアリオンに国を滅ほろぼされながら、いまやアリオンの高名な将軍たちと同じ位置に名をつらねる老武人はひそひそ声を交わしあう。

「義を見てせざるは勇なきなり」カセリアはしたり顔でいった。「エンデは、われらがアリオンと同じく魔ま道どう王朝の系けい譜ふを継ついだ国家だぞ。地理的に離はなれていても、いずれは同じ旗の下に集つどう運命、宿命がある。その機をみすみす見み逃のがすのも愚ぐの骨こつ頂ちよう」

「ほう？」

「それに、大陸中央部の三国関係は現在危ういそうだ。エンデとガーベラは槍やりを交えたばかりだし、またそのときの戦いくさでエンデに加か担たんしたメフィウスも、いまは愚おろかな内乱に揺ゆれている」

「なるほど、どこかで聞いた話だ。どこでだと思う。おれの口からだ」

　アトールの独眼竜は声も立てず笑った。齢よわい五十を過ぎたりとはいえ、鎖くさり帷子かたびらに包まれたたくましい体たい軀くは目に見えぬ精気を放って、味方といえど容よう易いには近づけぬほどの威い容ようを誇ほこっている。それに比すると、カセリアなどはいかにも細身で、女性のようにさえ見えた。

「だからこそ、ランスには賛成してもらえると思っていたんだが」

「御ご託たくを並べるのはいい加減やめろ。いつもの悪い癖くせが出ただけだろう」

「悪い癖？」

「由来、多感であったおまえがここ数年で驚おどろくほど大人おとなになったと余よ人じんはいう。だが、本質はあのときと──おれと出会ったとき、おれの面つら構がまえが気に喰くわぬと蹴けりつけ、それにおれが平手打ちで返すと、父にいいつけて首を刎はねてやると泣なき喚わめいたあのときと──なんら変わりはせぬ。ディティアーヌ王女の一件が起こったとき、おまえは地方へ女に会いにいっていたために戦いくさに参加できなかった」

「──」

「幼子と同じだよ。さほど欲しいと思ったものでなくとも、それを手に入れる機会をみすみす逸いつしたと知ると、俄が然ぜん欲望が強くなる。おまえとて長い遠えん征せいを終えたばかりの身だ。ディティアーヌの件がなければこれほど近いうちに戦に出かけたいなどとは思いもせず、いまごろは、それこそ女の尻しりを追いかける日々を過ごしていたろうに。無論、ジェレミイ公子からの要よう請せいなどは一いつ蹴しゆうしていたはずだ」

　ランスが繰くりかえす『ディティアーヌの件』とは、カセリア自身も参加した、神しん聖せいディティアーヌ国への遠征そのものを指しているのではない。

　戦いは熾し烈れつを極めたが、そもそもの国力のちがいから、アリオンは次第次第に敵国を追い詰つめた。教会の首長と国主とを兼かねるディティアーヌの王は、何度か和議の書状を出して戦の終結を図ったが、アリオンは聞く耳を持たず、むしろ相手が弱気になったと見て、敵内部からの切り崩くずしを狙ねらいはじめた。

　結果、ディティアーヌ王は自らの首をアリオンに差し出して降こう伏ふくの意思を示すことで、家臣や民の命を救うことを決めた。

　無論、領民たちは大いに嘆なげき悲しんだ。将や家臣たちも同様であったが、王の死を無む駄だにせぬためにも、彼らはアリオンに帰属する覚悟を決めた。

　その交こう渉しようをおこなうため、アリオン遠征軍の右う翼よくを担になっていたランディウス将軍が部隊とともにディティアーヌの王城に詰めることとなった。王に男児はいなかったので交渉相手は若き二人ふたりの王女。彼らは連日のように、城を明けわたす時期やら、王族の処しよ遇ぐう、武装解除の条件などを諸もろ々もろ話しあった。

　交渉そのものは平へい穏おんに進んだが、三日と経たたぬうちに、ランディウスの様子がなにやら変わってきた。

　ディティアーヌ国の王女姉妹は、美び貌ぼうをもって四し隣りんに名前が伝え聞こえるほどのものである。

　ランディウスは──すでに妻子があり、その愛妻家ぶりは宮きゆう廷ていでもとみに有名で、それにまつわる微ほほ笑えましいエピソードがいくつも語られるほどの男でありながら──、十八になる姉のほうの王女に目がくらんだのだ。

　強引に自分のものにしようとし、同どう衾きんを迫せまったところ、王女が寝しん台だいに忍しのばせていた剣けんに喉のどを突つかれて死亡。王女自身も、父のあとを追うように自らの喉に剣を突き立てて自決した。

　これに憤いきどおったのはディティアーヌ領の将兵たちである。

「いかに敗戦国といえど、アリオンの獣けものじみた所業は見過ごせぬ」

「奴やつらに妻を犯され、友を殺されたくないならば、皆みなもう一度剣を持て。野や蛮ばん人じんどもをわが国から追い出すのだ！」

　多くの将たちが声を揃そろえ、ディティアーヌ領で一いつ斉せい蜂ほう起きした。

　さらにこの蜂起には、なぜか城に詰つめていたアリオンの兵たち──すなわち、王女に殺されたランディウス将軍の部下たち──も一部加わって、ディティアーヌの人々とともに肩かたを並べて槍やりを振ふりあげている。

　蜂起そのものは一週間と長引かず、アリオン国王が迅じん速そくに派は遣けんした軍勢によって鎮ちん圧あつされたのだが、先ほどランスが口にしたように、当時カセリアは『遠えん征せいの垢あかをこそぎ落とすため』などと称しようして地方に出かけており、この鎮圧戦に参加できなかった。

「ランスは、鎮圧軍に加わってたんだろう？　あの噂うわさはまことか」

　カセリアが声をひそめて聞いた。目が少年じみた輝かがやきを放っている。ランスは勿もつ体たいをつけるように頷うなずいた。

「まことだ。亡くなった王女の妹、これも十六の身でありながら、姉に劣おとらず非常に﨟ろうたけた美女であったとか。謀む反ほんに加わったアリオン兵たちは、この妹に説とき伏ふせられたのだ。いちばん手て柄がらをあげた男を、ディティアーヌの王として取り立てる、すなわちわたしの寝しん所じよに押おし入り、この肌はだに口づけし、太ふと腿ももを愛めでる権利を与えよう、と。わたしは英えい傑けつの耳に愛を囁ささやき、背中に爪つめを立てて、そしてお望みならば、無ぶ頼らいの輩やからに凌りよう辱じよくされる奴ど隷れいがごとき役割も演じてみせよう、と」

「姉妹の肖しよう像ぞう画がは、おれも見ている」

　カセリアは歯は嚙がみせんばかりになって、

「ディティアーヌもわがアリオンの領土になったからには、会える機会はいつでもあるはずだと、楽しみを先延ばしにしていたのがよくなかった。いずれ二人ふたりの首に鎖くさりを巻まいて、尻しりを並べてみたかったのに」心底から慨がい嘆たんの表情になっていう。「ただし、ランディウスみたいに力ずくでやらせるんじゃない。女を攻こう略りやくするのは、城を落とすのにも匹ひつ敵てきすること。準備を固めて、情報を集め、防ぼう壁へき、防ぼう塁るいをひとつひとつ突とつ破ぱした上で、誇ほこり高き王女たちが自分の意思でおれの足もとにひざまずくよう、一からしつらえてみたかった」

「女は城だとな。それも、おれの受け売りのようだが」

　ランスは鼻はなで笑う。いまだ儀ぎ式しきはつづき、神官たちもいよいよ興きように乗ってか、呪じゆ文もんにも一種の節ふしめいたものが生まれはじめていた。

（ああなると、また長い）

　カセリアは小声で囁いたあと、

「して？」

　と、ランスに聞いた。薄うすく髭ひげを散らした口もとに笑えみが浮うかんでいる。

「して、とは？」

「わが敬けい愛あいする剣けんの師、軍学の師、そして女性の師よ。あれこれと耳に痛い言葉を聞かせていただくのも結構だが、わが右みぎ腕うでランス・マズポッターどのは、今回の戦いくさに参加していただけるや、否いなや」

「ここにいる以上、致いたし方ない。特に、右腕と王子はおっしゃってくださったが、王子は剣けんを振ふるう際、まさしく右側に隙すきが生じる。文字どおり、王子の右腕の位置に立って、敵の蛮ばん剣けんを退ける役目を担になうといたしましょうぞ」

「おれはもう子供じゃないぞ」

　からかいの笑顔から一転、本気で気分を害した風にカセリアはいった。

　その声があまりに大きかったもので、興きようの乗っていた神官たちのうち、ひとりがぎょっとしたように振り返り、また巫み女こたちのあいだから小さく悲鳴があがった。

　いかにアリオン王子カセリア・ジャミルが周囲から恐おそれられているかを如によ実じつに示す一場面であったが、カセリアにとって、ランスとはどこまでも特別な存在であるらしい。すぐに表情をもとに戻もどすと、

「ここ数年、小こ競ぜりあいていどしか経験していないエンデの兵に、果たしておれの右腕に斬きりつけるほどの腕前の者があるかどうか。さっきは三国関係が危ういから好機、ともいったが、どうせなら騎き士しの国ガーベラから、そして剣けん奴どの国メフィウスからも、ぜひ腕利きの者を集めて、おれに挑いどみかかってきてほしいものだよ」

　そういって笑った。

　幼子のごとき無む邪じや気きな笑顔だ。

　ただし、カセリア・ジャミルはその笑顔で人を斬りつけることのできる男だ。

　少なくとも、アリオン領内にいるほとんどの人間はそう認識している。

（いいや）

　と、その認識をはっきり否定できる人間など、あるいはこの場にいるランス・マズポッターただひとりだったかもしれない。

（この男は、殺さつ人じん鬼きではない。ただの子供だ。子供ゆえに、たやすく他者のものを壊こわすこともできれば、たやすく傷つきもするのだ）

　ランス・マズポッター。

　数多くの武ぶ勲くんを立てて、数多くの女性と浮うき名なを流し、もうこの世に残す未練などはそう多くない男である。その男が、現世にしがみついてでも最後まで見届けたいと願うもの、それこそが、カセリア・ジャミルという子供じみたこの青年が、いずれ大陸全土に招き入れるであろう大火のごとき災わざわいであり、やがては大陸の覇は権けんを掌しよう握あくするであろうその瞬しゆん間かんであった。










　一章　鳴動







　　　　１




　エンデの最さい北ほく端たんに位置する都市ダイランは、高い防ぼう壁へきに守られている。

　北方の騎き馬ば民族の侵しん攻こうに対するためだ。

　多くの氏族にわかれる騎馬民族は、通常、エンデの北において気ままな生活を送っているが、時に南沿岸で海かい賊ぞく行こう為いを働き、時にエンデの領土へ土足で踏ふみ込こもうとする。一、二年動きがないこともあれば、ひと月に二度ほど攻せめあがってきたこともあり、その動向はなかなかに計り知れない。

　いまや、エンデ次期大公の座を約束された身であるエリック・ル・ドーリアも、このダイランを守る防壁の外側でいくたびも彼らと戦った。代々ダイランを治めるプルートス家に幼少時代から預けられていたエリックは、荒あら々あらしいこの土地において剣けんを、銃じゆうを、死力を尽つくした戦いと、そして合戦ののちに返り血を浴びた仲間たちと火をかこんで手て柄がら話ばなしを語りあうこの上もない楽しさを覚えたのである。

　そういう土地柄である以上、このダイラン、きらびやかに身を包んで、他者を表立っては傷つけず、それでいて致ち死し量りようの毒を含ふくんだ言葉の応おう酬しゆうをこそ好む、いわば貴族的な風習を尊とうとぶエンデ人の特とく徴ちようとはあきらかに類を異にする。

　たとえばエンデ公国の首都サフィアは、『水の都』として世界各地にその名を知られるほどに芸術的な価値を認められた都市だ。が、ダイランは先ほど述べたように、無骨で、無ぶ粋すいなまでに高い防壁に四方をかこまれ、往おう来らいをいく人々の服装も実に質素。サフィアでは男女かかわらず思い思いに長くのばした髪かみを複ふく雑ざつな形に編あみ込む習慣があるが、ここでは髪型の種類さえ乏とぼしい。

　平たくいえば田舎いなかであり、サフィアに詰つめる貴族たちのなかには、ダイランを『辺境』だとか『蛮ばん族ぞくの土地』などと陰かげ口ぐちを叩たたく者も数多い。

　なにしろダイランの街なかを歩けば、どこにいても武芸の鍛たん錬れんをしている男たちの掛かけ声ごえが聞こえてくるし、家々の軒のき下したでは女たちが洗せん濯たくやらごぼうの皮かわ剝むきなどをしている姿を頻ひん繁ぱんに見かける。

　と、男たちが汗を散らしながら槍やりを突つきあげる腕うでをふと止めた。女たちも洗濯物を踏み敷しいている白い足を止め、若い娘むすめなどは居住まいを大急ぎで正した。

「エリックさま」

　往来から数々かけられる歓かん呼この声に、エリックは笑顔で応じた。

　ダイランをこそ己の故こ郷きよう、と公言してやまぬ第二公子だ。その人ひと柄がらはエンデの重じゆう鎮ちん貴族というよりもプルートス家の武人にほど近く、また、過日、ダイランを襲おそった野生の竜りゆうを退治したことで、人々にはこの上もなく愛されている。

　そんなエリックが次期大公に選ばれたという報は、この、質しつ実じつ剛ごう健けんを信しん条じようとする土つち臭くさい田舎いなか町まちにおいてさえ、三日三晩、飲めや歌えのお祭り騒さわぎを巻まき起こすほどに、人々を歓かん喜きさせていた。

　それからわずか十日足らず。次期大公自身が当のダイランを訪れたのだから、民たちの喜びも格別なものだ。ただし、エリックは『故郷』に錦にしきを飾るために凱がい旋せんしたわけではない。そこのところはダイランの民も十分承しよう知ちしていて、必要以上に羽目を外はずすことはなかった。

　なにしろ戦いくさが近い。

　それも、騎き馬ば民族の侵しん攻こうとはわけがちがう。東の大国アリオンから軍勢が派は遣けんされてくるというのだから、これは浮うかれるどころか、ダイラン、ひいてはエンデ公国そのものが迎むかえた未み曾ぞ有うの危機とさえいっていい。

　アリオンはすでにエンデの北、ゾンガーの港町に飛空船を停泊させている。ほとんどが物資のみを積んだ先せん遣けん隊たいのようで、カセリア・ジャミル率いる二千の本隊は、現在海上にあるようだ。

　いまやエンデ全体が来きたるべき戦いの準備に明け暮くれている。エリックがダイランに赴おもむいたのも、北のゾンガーからアリオンの兵馬が進発してきたときに備えてのものだったが、ずっとこの地に留とどまっているわけにもいかなかった。

　昔は、いざ戦となれば、それのみに集中していればよかった。騎馬民族との戦も、ガーベラへの侵攻を目もく論ろんだときも、彼が頭を悩なやませるのは部隊の編へん成せいであり、糧りよう食しよくの確保、そして武具の点検や味方の士気にかかわる諸もろ々もろのことであった。

　しかしエリックも次期大公の身分だ。直接剣けんを交える準備以外に、やらねばならぬことが山とある。戦場のみならず、エンデ一国を広く見わたし、さらには周辺諸国にまで目を光らせていなければならない。

　また、父である大公の崩ほう御ぎよにともなって正式に次期領主に指名された身であるとはいえ、正直、まだ地じ盤ばんが固まっているとはいいがたい。もともとサフィアよりもこのダイランにいることの多かったエリックであるから、国の中ちゆう枢すうを担になう重鎮たちとは少なからず距きよ離りを感じている。

　自然、サフィアと往復せざるを得ない。一昨日おとといにはダイランに着いたエリックであったが、近いうちにまたサフィアへ戻もどる予定であった。

（カセリアめ、どこまで本気でエンデを取りにかかるつもりか）

　敵の本心、その意図がいまだ読めぬ。

　エリックの兄ジェレミイが「魔ま道どう王朝の血ち筋すじがいまこそまとまるべきだ」などと泣なきついたことで、エンデ侵攻の大義を得たりとはいえ、アリオンが国を挙げてこの事態を歓かん迎げいしたわけではない、ということはすでに情報を得ている。というより、どうやらこの戦いくさ、アリオン第一王子カセリア・ジャミルのみが乗り気であるらしい。

（ただ単に一戦交えることで、アリオンの影えい響きよう力りよくをこの大陸中央部に示すつもりか、それともカセリアを先せん遣けん隊たいとして、やはりアリオン全軍が動いてくるか）

　人目があるうちは闊かつ達たつな笑顔を絶やさぬエリックであっても、夜が深まり、ひとり寝しん台だいにつくころには眉み間けんにくっきりと皺しわを寄よせている。

　その原因のひとつには、頼たのみの綱つなとしていた北沿岸諸国からの返答が遅おくれているというものもある。急ぎの飛空船で来らい援えんを要よう請せいしたのが十日ほども前になるが、いまだ確たる返事がない。

（アリオンが先に手まわししていたか、それともおれと同じく、アリオンの真意が読めずにいるか）

　ガーベラ、メフィウスも同様だ。こちらはこちらで二国間に問題が生じたらしいのが間かん諜ちようからの情報でわかっている。エンデへの救援どころか、この二国のあいだで戦いが起こっても不思議ではない状じよう況きようであるという。

　最悪の場合、エンデ一国のみ、それも、まだ国主にもなっていないエリックひとりの指し揮きで、カセリア率いる軍勢に立ち向かうしかなかった。

（敵は洋上にある二千。アリオンの港にそれ以上の動きはないようだし、陸路から増援が来ることもあるまい）

　エンデとアリオンのあいだにはリャリドという国が領土を横たわらせている。軍事的には小国であるものの、アリオンもここへ来てエンデ以外に敵を増やそうとは思わないはずだ。

「ならば」

　覚悟だけは決めておいたほうがいい。

　エリックは枕まくらもとに剣けんを引き寄せると、鞘さやを抱きしめるようにして眠った。それが、ここ十日ほどの慣例である。

　翌朝。

　早い時刻に、エリックはぱっちりと目を覚まし、プルートス家の居きよ館かんを出た。厩うまやの近くにある井戸に向かい、顔を洗う。厩番の老兵が眠そうな顔をしていたが、エリックの顔を見ると驚おどろいたように直立した。エリックが子供のころからの顔かお馴な染じみだ。それに笑いかけてやって、どうということはない世間話をした。

　と、

「公子さま」

　声が投げかけられた。武人のものではない。

　振ふり返ると、幼い姉妹がいる。

「ティルに、リーン」

　姉妹の名を呼んだエリックの口もとがほころんだ。

　二人ふたりは深々とお辞じ儀ぎした。貴人に対しての深い一礼はエンデの風習だが、二人ともまだ齢よわい十にもならないから、大人おとなの真ま似ねを大おお仰ぎようにやる。妹のほうなどはほとんど地面と平行になるまで背を曲げていた。

　プルートス家の現当主ケイネス・プルートス、その長男ダロキンの娘むすめ姉妹だ。ダイランで長い時間を過ごしたエリックにとって、ケイネスはもうひとりの父ともいうべき人である。ゆえに、この二人の幼い姉妹もほとんど自分の姪めいのように思っていた。

「公子さま、お早いお目覚めでいらっしゃいます」
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　姉のほうのティルが丁てい寧ねいな言こと葉ば遣づかいでいうと、

「公子さまとお呼びしてはいけないんだよ。もう大公さまにおなりあそばせたのだから」

　妹のリーンが指し摘てきする。

　この姉妹、なぜだか、妹のほうがしきりと大人ぶる。いつもリーンからまちがいを指摘されては、姉のほうが大きな目にうっすら涙なみだを浮うかべて抗こう議ぎする、というような関係だった。

　エリックは思わず微ほほ笑えんだ。

「どちらもまちがいではないさ。おれはまだ公子の身分であるし、しかし次期大公の重責を担になわされた身でもある」

「そうでしょう、ほら、リーン。わたしだって、まちがいじゃないんだわ」

「ティルはいっつも大人に味方されるんだから」

「公子さまの前で喧けん嘩かなどしたくないの。ほら、あっちで遊んでらっしゃい。わたしのお人形、特別に貸してあげるから」

「あれは二人ふたりのものだよ！」

　妹のリーンが笑いながら駆かけ去っていった。大人おとなぶるといっても、まだ七つだ。足取りは常に軽く、そして楽しげだった。

　残されたティルのほうはもう一度エリックにお辞じ儀ぎしながらも、

「公子さま、このダイランも、戦場になるのでしょうか」

　神しん妙みような顔つきになって問うてきた。幼いながらもプルートス家の娘むすめだ。戦いくさが間近だということ、そしてその戦が常ならぬ厳しく、激しいものになるだろうということを機き敏びんに勘かんづいていたにちがいない。

　エリックも表情を改めた。子供相手といってもごまかしのできない男だ。

「そうはさせぬつもりでいる。が、優すぐれた武人というのは、あらゆる状じよう況きようを想定して気構え、身構えしているものだ。ダイランの男たちは皆みなそうだ。いざというとき、ティルも妹を守ってやらねばな」

「はい」

　ティルは素直に顎あごを引いた。

　その日の夕ゆう暮ぐれ。

　ゾンガーに派は遣けんしていた斥せつ候こう兵へいから、新たな報告がもたらされた。

「カセリア王子率いるアリオン軍勢が、明後日あさつてにはゾンガーの港へ到着するであろうということです」

（いよいよか）

　エリックが気を引き締しめるのとともに、ダイランも一気に緊きん迫ぱくした。

（まずは大義を得るため、使者を出してくるか。それとも血に飢うえたカセリアのこと、有無もいわせず進しん撃げきしてくるか）

　焦あせりを募つのらせ、ただ待つのは性分にあわない。こちらから討うって出たい気持ちにさえ駆かられたエリックではあったが、

「まずはどっしりと腰こしを据すえなされ、エリックさま」

　ダイラン領主ケイネス・プルートスは泰たい然ぜんとしていった。

「大事にまなじりを決し、小事には笑う。一国の主と一軍の将とはまた別物です。ここはいったんサフィアへお戻もどりになられるくらいの余よ裕ゆうをお見せしたほうがよい」

「しかし、ケイネスどの」

「サフィアにいらっしゃるお歴々が、エリックさまのお顔を忘れてしまわぬうちに」ケイネスは低く笑った。「まずは慣れておくことです。お互いが主従の関係にあるということに」

　確かに、首都を長いこと留守にしているのはエリックにも不安がある。宮きゆう殿でんに残る重臣たちのなかには、かねてより兄ジェレミイ公子を支持していた者たちも少なくない。よからぬ空気を生み出さぬためにも、そしていざ戦いくさを前にして、メフィウス、ガーベラ二国の情報をもう一度集める意味でも、いったんはサフィアへ顔を出しておく必要に駆かられた。

　防ぼう衛えい軍ぐんの指し揮きをケイネスに一任し、エリックは飛空船へ飛び乗った。

　サフィアへ辿たどり着いた直後、さらなる知らせが待っていた。

「アリオンの第二陣じんだと？」

　思わずエリックが口にしたとおりの内容である。

　東から、アリオンの第二陣が陸路を横断中だというのだ。その征せい途とを遮さえぎる形でリャリド国があるはずだが、リャリドは街道上の関をすべて開放し、兵数三千にもなるアリオン部隊に素通りを許しているらしい。

「アリオンの圧力に屈くつしたか」

　──従わねば、この軍勢でリャリドごとき小国など焼きはらってくれる。

　そのような脅おどしでもかけたものか。

　が、まさか、アリオンがこうも乱暴な形で外交圧力を強めるとは思わなかった──、というのがエリックの正直な感想だった。

　いかな強国とはいえ、周辺国にそのような居い丈たけ高だかな態度で出るというのは危険がともなう。下へ手たに危機感を煽あおってしまうことで、対アリオンの包ほう囲い網もうを周囲につくらせかねず、また軍事的のみならず、交易にも支障が生じるからだ。

（ならば）

　カセリア・ジャミルは本気か。

　エリックは胴どう着ぎの下にじっと冷たい汗を意識した。

　さらなる後続もあり得る話である。

　が、いまのところはあわせて五千ほど。防ぼう衛えいにのみつとめるのであれば、決して退けるのに難しい数ではない。

　エリックも若かった。アリオンの真意がどこにあるのであれ、今度の発ほつ端たんはエリックの兄ジェレミイにある。父の大公が崩ほう御ぎよした際、後こう継けい者しやの座を弟に奪うばわれたからと、魔ま道どう王朝の旗を持ち逃にげして、古くからの縁がある大国に泣なきついて軍勢の派は遣けんを促うながした。

　すなわち見方を変えればこれはエンデの内ない紛ふんに過ぎない。エリックにしてみれば、エンデ一国のみでこの数を打ち払い、沈ちん黙もくを決め込んだ沿岸諸国や、ガーベラ、メフィウスに「新しきエンデここにあり」というところを見せたい気持ちもあった。

　いや、この場合は外国勢に、というよりも、いまだエリックの手しゆ腕わんを疑問視しているであろう家臣たちに対しての気持ちがもっとも強かったにちがいない。




　そのころ。

　エンデより国境を隔へだてて西に、エリックと同じ種類の苦く悩のうを抱いだいた若者がいた。

　国を担になうべく奮ふるい立った立場も同様なら、相手の真意を測れず、取るべき態度に迷まよっていた点も共通する。

　若者の名は、ギル・メフィウス。

　もはや改まって説明するまでもない。その素性は、元剣けん闘とう士しオルバである。

　ネダインという都市を奪うばったばかりの彼のもとへ、皇帝からじきじきに勅ちよく使しが訪れた。

「皇太子ギル・メフィウスをソロンへ招く」

　という意味の書状を携たずさえて。




　　　　２




　オルバはその直前、皇帝からの勅使より先に、別の客を迎むかえていた。

　それも、珍ちん客きやくといえた。

　昨日きのうの夜半ごろにネダインへやってきた一団がある。いずれも歳とし若わかい男たちだ。身なりはいかにもみすぼらしいが、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとしており、話す口調も荒あら々あらしい。さては日ごろ街道周辺を荒あらしている山さん賊ぞくどもが、皇太子の勝ち戦いくさに乗ろうとして、傭よう兵へいに鞍くら替がえしにきたのではないかと門番兵は推察したが、

「いますぐ皇太子殿下に会わせてくれ」

　とリーダー格の若者が飄ひよう々ひようととんでもないことをいう。埃ほこりと砂に薄うす汚よごれた顔をして、「おれは殿下の顔見知りだ」といい張るのである。

「なんでおまえのような奴やつが殿下と知りあいなものか。傭兵志願者ならこの通りをまっすぐいって、突つき当たりを……」

「わからねえ奴だな。すぐに会わせろといっているんだ。あとで殿下に大目玉を喰くったって、知らねえからな」

　門番は閉口したが、たとえば港町ビラクに元近衛このえ兵へいアルナックが訪ねてきた際にそうだったように、オルバは兵卒ひとりひとりにいたるまで、

「どんな細かいことでもいい。気がついたことがあったら上官に報告しろ」

　と徹てつ底ていしている。ここネダインでもすでに心構えは説といてあった。とはいえ、ギル・メフィウスがやってきてからまだ日が浅い。結局、その報告が届いたのは翌日になってからであった。

　オルバが朝食を済ませた直後のこと。

　若者たちのリーダーが名乗った名前を耳にして、彼はふと考え込んだ。警けい備び隊たいの隊長が、

「今け朝さも、早くから館やかたの前まで押おしかけてきているようです。追い返しますか」

　そういうのを、

「いや、面おも白しろそうだ。会おう」

　と許可した。

　しかも、二人ふたりきりで会う、といった。人々は驚おどろいたが、ギルの浮うかべた悪戯いたずらっぽい笑えみを目にして、

（なにかの気まぐれであろうか）

　と考えた。皇太子ギル・メフィウスをもはや『うつけ』呼ばわりする人間など少なくともここネダインにはいないが、『変わり者』であるという評価は常についてまわるのがギルという人間だ。

　いまやギルの身辺警けい護ごを一手に担になっているといっていいパーシルひとりが反対したが、オルバにとあることを耳打ちされると、すぐに自分の意見を引っ込めた。

　そして、数分後には、人ひと払ばらいを命じた部屋のなかに若者が通されていた。

「ようよう、すっかりお偉えらくなりやがって」

　いかにも粗そ暴ぼうなその若者は、入ってくるなり、そんな第一声をあげた。

「昔なじみにひと目会う、ってだけなのにずいぶんいろいろ面倒なものなんだな。まあ、仕方ねえか。いまや、おまえはメフィウス皇太子その人だからな」

　鋭するどい目つきに、特とく徴ちよう的てきな鷲わし鼻ばな。確かに『昔なじみ』である。水みず涸がれ谷の少年オルバにとっては。

　オルバのほうはひと声も発しないうちに、彼は部屋のソファに勝手に腰こしかけながら、ひとりで興こう奮ふん気ぎ味みにしゃべりつづけている。

「遅おくれて、悪かったな。噂うわさはもちろんずっと前から知ってたんだ。メフィウス皇太子が、グール皇帝に反旗を翻ひるがえしている、ってのは。もちろんその皇太子がおまえだってのもわかった。一度死んだと聞かされたときも、どうせおまえのことだ、うまく身をくらませたにちがいない、って最初からわかっていたからな」

「…………」

「さすがはオルバだ、影かげ武む者しやなんかにゃ飽あき足らず、ついに国取りに動き出しやがった、とおれも興奮させられたのさ。だから人数をまとめてすぐに駆かけつけたかったが、ビラクの警備兵にはおれたちの顔を知っている奴やつもいるかもしれねえ。あの近辺じゃ派手にやったからな。どうするか、って考えてたら、あっという間にネダイン陥かん落らくだ。もうこの機会しかねえ、ってんで、百人ばかりまとめて村を飛び出してきた」

　若者の名は、ダグ。

　オルバよりひとつ年上だが、少年時代は喧けん嘩かに明け暮くれた相手だ。メフィウス将軍オーバリー・ビランによって故こ郷きようを襲おそわれるという過去をオルバと共有している。六年の歳さい月げつを隔へだてて、二人はその故郷で再会していた。

　片や、メフィウス皇太子の影武者として。

　そしてもう片方はメフィウスに復ふく讐しゆうを誓ちかう山さん賊ぞくの首領格として。

　互たがいの利害と目的が一いつ致ちした両者は、その村にオーバリー・ビランと彼の部隊を誘さそい込こむと、罠わなにかけて兵たちを殺害し、オーバリー本人を縄なわにかけた。

　それからまたどれくらいの時が経たったのか。

　ダグは、快活な顔をしてオルバの眼前にいる。と、

「なにをしに来た？」

　とオルバははじめて口を開いた。「なに？」とダグは一いつ瞬しゆん目を丸くしたが、すぐににっと歯を剝むき出して笑い、

「面おも白しれえじゃねえかよ、オルバ。殺しても飽あき足らないと思っていた貴族や将軍たちが、いずれは全員おまえの家臣になる。おまえの命令を聞いて、おまえのために命を捧ささげる。あの水みず涸がれ谷の喧けん嘩か小こ僧ぞうが、メフィウスの皇帝さまになるんだぜ。こんな面白い話、ほかにはねえ。おれにも一枚嚙かませろよ。おまえの正体を知っている協力者は、いざというとき役に立つぜ。もちろん表向きはおまえの忠実な部下として仕つかえてやる。へっ、まさかオルバ、おまえを皇太子殿下、あるいは皇帝さま、ってお呼びしなくちゃならねえとはな。でも……」

「誰だ？」

　とオルバは重ねて聞いた。今度こそダグが言葉に詰つまるのを無感情に見つめながら、

「おまえ自身も、そしておまえが口にしているオルバという名前も。さっきから誰のことをいっている？」

「わ、わかってる。わかってるさ。人前でおまえをオルバなんて呼びやしねえよ。さっきからいっているだろう、表向きは──」

「ああ、思い出した」オルバはにこりともせずに、「誰かと思えば、あのときの山さん賊ぞくどもか。それで？　オーバリーを討うつときにおまえたちの力を借りたのは事実だが、それで褒ほう賞しようでもたかりに来たのか？　欲しいのは金か、女か。好きなものをいってみろ」

「な、なんだと」

　ダグは一気に気け色しきばんで、ソファから立ちあがると、オルバに詰め寄った。

「たかりに来たか、だと？　ふざけるな。おい、調子に乗るんじゃねえぜ、オルバ」

「そんな名前は知らんといっている」

　全身火の玉のような勢いのダグに対して、あくまでオルバは冷れい徹てつにいいはなった。ばかりか、腰こしの剣けんに手をかけると、

「いますぐここを出ていき、そして二度とおれの前に姿をあらわすな。下げ郎ろうめが、もしこの命令に歯向かえば、おまえばかりか、おまえの家族、おまえの親しい者すべてが火のなかに投じられると知れ。わかったか」

　ダグの身が瞬間凍こおりついたのは、その脅おどしの言葉よりも、鞘さやばしった剣のきらめきよりも、間近にしてなお、なんのあたたかい感情もうかがい知れぬまなざしに原因があった。それはまったくの他人を見る目と同じであり、さらには、あきらかに身分ちがいの若者を、取るに足らぬ者と上から見くだしている目であった。

　オルバは手を叩たたき、ドアの外で唯ゆい一いつ警けい護ごを許していたパーシルを招き入れた。

「つれて出ていけ」とオルバは命じた。「あと、警備兵に顔を覚えさせておけ。近辺にふたたび顔を見せるようなことがあれば、構わん、容よう赦しやなく斬きり捨てさせろ」

「は」

　と応じたパーシルに腕うでを取られ、ダグは強引に退出させられた。強引に、とはいったが、抗あらがう様子はほとんどない。ダグは最後にもう一度オルバの顔を見ようとしたが、すでに相手の興味は机の上の書類に移っていた。

　ドアが閉じた。

　ひとり残されたオルバはしばし、身じろぎもしなかったが、

（ダグか）

　と胸きよう中ちゆうでつぶやいた。

　夢を見たのかもしれない。

　ダグが立身出世の夢を見た──というのでなく、いまのオルバ自身が。

　これから先、もう一歩たりとも後ろに戻もどれぬ綱つなわたりに挑いどむその前に、懐なつかしい顔が、故こ郷きようのあたたかい風とともに目の前にあらわれた。

　そこで、酒でも振ふる舞まって、笑い声をあげながら思い出話に花を咲さかせることもできたろう。あるいは、「おまえが来てくれたら百人力だ」と肩かたを叩たたき、その肩を並べて、ともに同じ綱をわたっていくこともできたろう。

　しかしオルバはそのどちらもしなかった。ダグとその一党はオルバの素性を知っている。命運にかかわる存在ともいえる。最後の選せん択たく肢しとして、人知れず討うち取ることさえ胸むねをかすめた。

　が──、

（ダグか、知らない名だな）

　オルバはすっとぼけた。

　知らないからこそ無む下げに追い返したのだし、知らないからこそその存在を気に病むこともない。

（ただの、夢だ）

　オルバは腰こしの剣けんをいったん机の上におくと、小さく──ごく小さく、ため息をついた。




　オルバはここのところネダイン各所に兵を配し、また彼自身周辺を出歩いて、防ぼう衛えいの布ふ陣じんをさせていた。

　いつまた皇帝から征せい伐ばつ軍ぐんが派は遣けんされるかわからぬ状じよう況きようであったからだが、アプター、ビラクのときとは様子が異なっていた。どちらの都市も、これから大きな戦いくさに巻まき込こまれるかもしれぬといった不安が民人たちの顔に一いち抹まつの影かげを投げかけていた。しかしネダインの場合は、横暴を尽つくしていたアビゴール家から解放された直後であるから、民も兵も、これからどんな敵が来ても退けてみせる、という気き概がいに満ちていたのである。

　そんな折おりに、皇帝からの勅ちよく使しが訪れた。

　それも、皇太子を騙かたる偽にせ者ものの首を差し出せ、といった類たぐいの命令を押おしつけるのではなく、現在ネダインにいる『ギル・メフィウス』をあくまでも皇太子として認めた上で、帝都ソロンに招き入れるという。

　陣じん営えいは動どう揺ようした。

　先ほど述べたように、皇帝が差し向けた一万にならんとする軍勢相手にならば、ネダインに集つどった皇太子側の兵、そして民たちは一いつ致ち団結してこれに当たろうとしたかもしれない。

　が、皇帝はあきらかに自分のほうから『折れた』。皇太子側の勢いをもはやとどめられぬと見た皇帝の弱気のようでもあったが、それは陣営の勝利を確信させるというより、これ以上の無む益えきな戦いを回かい避ひできるかもしれないという希望をもたらしていた。

　──同じメフィウス人同士がこれ以上血を流してあい争うこともない。

　そういう考えがちらりとでものぞけば、平和への期待は、戦いくさに臨まんとしていた意気をたやすく侵しん食しよくしていって、自然、人々の意見も割れる。

　当然、それらの意見のなかには、

「罠わなだ」

　と、ローグ・サイアンがいままさに口にしたようなものもある。

　ネダインの館やかた。

　かつてジェイラス・アビゴールが執しつ務む室しつとして使っていた長方形の室内に、オルバをはじめ、皇太子側の主だった将士たちが顔を揃そろえている。

「陛下が突とつ然ぜんお心変わりしたとも思えぬ。これは、こちらの動揺を誘さそい招く罠にまちがいあるまい」

「まさしく」同意を示したのがオーダイン・ロルゴ。「実際、これを知った兵や民の気持ちは揺ゆらいでおります。陛下はビラクのときのように皇太子さまを暗殺されるつもりではないかという者もあれば、内乱が回かい避ひできるならば、皇太子さまがじかに陛下にお会いして説得されるべきではないかという声もある」

「誘いに乗ったが最後、殿下の身み柄がらは捕とらえられ、釈しやく明めい、弁明の機会すら与えられずに処刑されてしまいましょう。当然、われらも偽者を担かつぎあげた反逆者として討うたれてしまう」

「いまの陛下ならばやりかねん」

「さりとて」

　とここで柔やわらかな口調ながら、皆みなの威い勢せいを遮さえぎったのがフォルカー・バラン。

「ここで陛下のお誘いを理由もなく一いつ蹴しゆうしたのでは、皇太子さまの大義が失われましょう」

　むっとローグが押し黙だまる。

　いま指し摘てきされたようなこと、考えぬでもなかったのだろう。当然、オルバもフォルカーと同じ憂ゆう慮りよを抱いだいていた。

　皇帝はこれまで、こちらを偽にせ者ものと断じて兵を派は遣けんしてきた。いわばそれが『忠言に耳を貸さぬ為い政せい者しや』としてのグールを討うつ、ギル皇太子の大義となっていた。だがこちらを皇太子として認めて、正式に招いてきた以上、フォルカーのいうように天下を納得させ得るだけの理由もないままに断れば、ギルのほうこそ国を荒あらす逆ぎやく賊ぞくになりかねない。また当然グール側の狙ねらいもそこにあるだろう。

　サラマンド・フォーゲルを一時放置していたときと同じ理由である。

　ローグにもオーダインにもそのことはわかっている。というよりも、それらの意味を含ふくめた上での『罠わな』だということだ。

「いずれにせよ、ソロンでの謁えつ見けんはあまりに危険。殿下にそのような危険はおかせられませぬ」

「こちらからも使者を出すべきか」

「ソロンとネダイン、ともに距きよ離りを同じく隔へだてた場所にて会談できれば」

「いや、それはいかにも現実的ではない」

　議論は終結の気配を見せない。

　オルバはいったんこの場を解散した。結局、自分の意見はほとんど述べなかった。が、ローグをはじめ、皇太子に仕つかえると決めた者たちも、この新しき主君の気質に慣れてきている。なにもしゃべらない、態度をあきらかにしないときほど、ギル・メフィウスは考えに没ぼつ頭とうしている。そして同時に、まったくの無表情、無関心でいるように見えながらも、その実、きちんと部下たちの意見も耳に入れているのだ。

　だから皆みな、不平不満の色を面おもてに出すことなく、直立してギルを見送る。

　しかしひそやかなる未来への不安、懸け念ねんの色までは完全に隠かくしとおせずにいた。




　オルバは館やかたの外へと出た。

　ぴったり寄より添そうように背後についているのはパーシルだ。会議中にも顔を出していたが、オルバ同様、自分の意見を述べることはなかった。あくまでもギルを護ご衛えいすることのみが目的である。

　それをうるさそうに振ふり払はらうのがいつものオルバだが、なにしろビラクでのことがある。身辺に気を配っていたパーシルがそばにいなければ、オルバは暗殺者の刃にかかって息絶えていただろう。

　だから、うっとうしそうな態度こそ見せるものの、オルバは正面切ってパーシルに「去れ」とはいえない。

　と、そのパーシルが突とつ然ぜんオルバを押おしのける勢いで前へと進み出た。

「何事だ」

　と吠ほえたのは、これも突とつ然ぜん、前方から三人の兵士が駆かけ込こんできたからである。年とし恰かつ好こうはばらばらだったが、しかし装具からしてネダインの館やかたに仕つかえる兵だと見えた。彼らはいっせいにひざまずくと、

「殿下、ご無礼をお許しください」白髪しらが頭あたまの兵が、息せき切った様子で口火を切った。「皆みなが噂うわさしております。殿下は、われら兵卒や民人のため、すなわち戦火を避さけるため、ソロンへいかれるおつもりなのではないかと」

「い、いけば、皇帝陛下に殺されてしまいます」

　若い兵が青ざめた顔でつづけば、壮そう年ねんの兵が、

「どうか、このままネダインをお治めください。われら一同、殿下の槍やりとなり盾たてとなって命を捧ささげ、お守りする覚悟でありますれば」

　決死の形ぎよう相そうで叫さけぶ。

　いまにもオルバの靴くつにすがりついてきそうな彼らの手を、パーシルが文字どおり一いつ蹴しゆうした。

「無礼者めが、退さがれ。おまえらごとき雑ぞう兵ひようが口を出すことか」

「まあ待て、パーシル」

　オルバはやんわりとぶ厚い肩かたを摑つかんだ。兵たちには笑えみを与えて、

「皆がこの国の未来を案じている証あかしだろう。おれは父上とはちがう。皆が忌き憚たんもなく意見を述べあうことのできる国をつくりたいのだ」

「は」

　とパーシルが引く。オルバはつづけて兵たちに、

「おれも、むざむざ命を差し出すつもりなどはない。案ずるな」

　と直接声をかけた。兵たちは頭をこれ以上もなく垂たれている。それぞれ覚悟はあったろう、老ろう域いきの兵などは涙なみだぐんでいる。

　その後、オルバとパーシルはネダインをかこむ防ぼう壁へきの上へと足を運んだ。そこかしこに見張りの兵が立っているが、オルバたちからは遠い。青ざめた空の下、ゆるやかな風を面おもてに浴びながら、

「無理して芝しば居いするな」

　オルバはじろっとパーシルににらみをくれた。

「おれまで巻まき込こみやがって。顔が赤くなるかと思った」

「皆が不安がっている。皇太子の態度が磐ばん石じやくなものでなければ、内側に敵を生み出しかねん」

　パーシルは、下しも々じもの気持ちも汲くめぬ荒あら武む者しやの役割をあえて引き受けたことをいっている。

「おまえには似あわない」オルバは首を左右に振ふった。「必要なら、もっと適役を探すさ。おまえは剣けん闘とう士しあがりの近衛このえ兵へいだ。むしろ民や兵たちにとって味方になってもらわなければ困る」

「ふん」

　パーシルはあいまいな頷うなずき方をして、それから、

「まずかったか？」

　と真顔で聞いてきた。直後、オルバが首を後ろにねじ向けたのは笑いを堪こらえたからだ。剣けん士しとして、そして戦いくさの指し揮きを執とるとなれば有能な男だろうが、元来、器用な性質ではない。それを、

（似ているな）

　と感じたのだ。誰だれにかは、いうまでもない。

　防ぼう壁へきからおりて、ネダイン各地を検分する。

　午後になる前に、各方面から伝令の使者が来た。アプター、ビラク、そしてソロン方面からの定例報告だ。取り立てて新しい情報はなかった。ただ、ソロンから伝え聞くところによると、エンデの北方、ゾンガーの港町にカセリア・ジャミルの軍勢が近いうちに到来するという噂うわさがあった。

　エンデは、大公を亡くしたばかりだ。そののち大公の位を預かるのは第二公子エリックになる予定だという。この情報を耳にしたとき、さしものオルバも驚おどろきを隠かくせなかった。

（あの男か）

　ガーベラ領土において戦った相手だ。そしてその後、ガーベラ王子ゼノンとともに顔をあわせた。

（若い）

　と自分の身もわきまえずにそんなこととて思う。が、戦国乱世、二十代の若武者が次の日には領主を名乗っていてもおかしくない時代ではある。

（果たしてあの男、エンデ一国の軍勢を率いてアリオンに対し得るか否いなか）

　ソロンからの情報にはつづきがあり、どうやらそのエンデ公子エリックはメフィウスやガーベラにも援えん軍ぐんを乞こう使者を走らせたという。グール皇帝がそれに応こたえる動きはいまのところない。当然といえば至し極ごく当然、メフィウスは国を二分する内乱の只ただ中なかにある。他国を助ける余よ裕ゆうなどはない。

　しかし、アリオンがらみで気になる情報はまだあった。

　どうやら、アリオンは海上のみならず、陸路からもダイランに迫せまりつつあるらしい。同じ知らせを耳にしたエリックが驚きを隠せなかったのと同様に、オルバも内心唸うなった。

　目を閉じると、ざっざ、ざっざ、と大勢の軍ぐん靴かの奏かなでるひびきが、東からの風に伝わって聞こえてくるかのようだ。無論それは一過性のものではあり得ない。

（大きな戦いくさになる）

　そんな予感がある。

　もしもエンデの土地が一部でも削けずり取られれば、そこを橋きよう頭とう堡ほとしてアリオンは本格的に大陸中央部に進出してくるだろう。周辺諸国とていつまでも他ひ人と事ごとと決めつけてよいはずはなかった。

　とはいえ、メフィウス、ガーベラは十年戦争の傷も癒いえきらぬ。国を挙げての戦いくさがどこまでできるものやら。

（エリックには、なんとしてもアリオンとの初戦に勝ってもらわねばならない）

　各方面からの情報を頭のなかでまとめながら、オルバは思う。無論そのための力になれるとあれば、自分から馬を駆かってエンデへ救きゆう援えんにいくことも考えられた。だが──そう、だが、まずはメフィウスである。

　ビラクを取ったあとのように、また長いにらみあいをつづけるわけにもいかない。内乱が長引けば民が疲ひ弊へいする。国が弱体化すれば、ますます強大な肉にく食しよく獣じゆうめいたアリオンには太た刀ち打うちできなくなるであろう。結果、国は吞のまれ、いまあい争っている皇帝やら皇太子など、その肩かた書がきすら意味もない存在になる。

　と、無言のうちにもあれこれと思考を重ねていたオルバに、ビラク方面から来た使者が、

「ゴーウェンどのより預かってまいりました」

　と書状を手わたしてきた。

　かの老武人はビラクに残して、主に新兵たちからなる部隊を取りまとめさせている。

　ゴーウェンとつきあいは長いが、こうして書を受け取るのははじめてだ。正直、字の読み書きができること自体知らなかった。開いてみると、自分に劣おとらず筆てがまずい。思わず苦にが笑わらいが浮うかんだが、内容に目を通すと、すぐに真顔に戻もどらされた。

「どうした」変わらず、隣となりに寄より添そっていたパーシルが聞く。「ビラクでなにか動きが」

「いや。──ライラのことだ」

　パーシルにも無関係の名前ではない。彼はどことなく慎しん重ちようそうに頷うなずいた。

　ガーベラ王女ビリーナの侍じ女じよとして仕つかえていたはずの彼女は、ある夜、皇おう子じギルを塔とうの一角に誘さそい出すと、短たん剣けんと毒を用いての暗殺を謀はかった。その際、多くの仲間たちをも手引きしている。先述したとおりに、パーシルがあらかじめ皇子やライラの身辺に注意を払はらっていなければ、オルバはいまごろ冷たい軀むくろとなって横たわっていたことであろう。

　だがそのライラ、自ら皇太子を暗殺の罠わなにかけておきながら、土ど壇たん場ばになるとその身を投げ打ってオルバを凶きよう刃じんから守ろうとしたのである。

（ライラ）

　以前、オルバも耳にした名前であった。結婚式の当日、オルバがなりかわる以前の皇太子──すなわち、真実のメフィウス皇太子──に初夜権の行使を迫せまられたという娘。よもやこういう形で実際に顔をあわすとは思わなかった。

　さらにいうなら、オルバが彼女とはじめて会ったのは西方の村である。メフィウス人である彼女がなぜそこにいて、なぜ王女の侍女として働くようになったのか。

　不可解な点が多すぎた。

　なにより、彼女の知る皇太子に関する情報が、自分にとって致ち命めい的てきなものになるかもしれない、ということをオルバは本能的に察知した。

　やむを得ず、オルバはライラを塔とうの一室に軟なん禁きんすることにした。暗殺の首しゆ謀ぼう者しやとして処刑する道もあったが、一時はガーベラ王女の侍じ女じよであった身でもある。彼女から詳くわしい話を聞いてみたいという思いもあった。

　が、ライラの抱かかえる事情が危険なものであるという思いはゴーウェンとて共通して抱いだいているものらしい。書状には、

「事情が事情ゆえ少数で監かん視ししているが、それが手に負えぬと判断したならば」

　と、ライラの処刑すらほのめかしている。その内容の凄すさまじさに、一いつ瞬しゆんオルバは言葉を失った。古い知りあいの、ちがう一面を見た思いもした。しかしゴーウェンとて当然本意ではあるまい。いうならば、これはオルバ本人が背負った覚かく悟ごと同種のものだ。

（周囲を欺あざむいてまで、一国を背負う）

　ということはつまり、その秘ひ密みつを守るためならばあらゆる手段を取ることも辞さない覚悟が必要になるということだ。

　オルバは、奴ど隷れい監かん督とく官かんのころからなにかと自分を気にかけていたふうの老武人の姿を脳のう裏りに思い描いた。

　ホゥ・ランと養よう子し縁えん組ぐみをさせてからは、どことなく『父』の雰ふん囲い気きがにじみ出ているようであり、オルバとシークはよくそれを話題にしては笑っていた。

　その『娘むすめ』とさして歳としの変わらない女性を、いざとあれば口くち封ふうじのために殺すという。

　オルバが──その素性も知れぬ元奴隷風ふ情ぜいが──皇太子として身分を偽いつわっていることから生じるひずみは、こんなところにも影えい響きようを与えている。

　オルバは書状を破やぶり捨てると、またふたたび防ぼう壁へきの上へと戻もどった。

　パーシルも無言のままについてくる。
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　陽ひが沈しずみかけている。

　防壁の内外には田園が広がっていた。ネダインはさほど地ち味みの肥こえている土地ではなかったが、住民たちの努力と工夫によっていくらか改かい善ぜんされており、たとえばこの土地で採とれるブドウはメフィウス領内において品質で一、二を争うほどのワインを生み出している。

　田園周辺を、槍やりと剣けんとで武装した見張りの兵が列をなして巡じゆん回かいしているのが見て取れた。すばやく情報を送れるように、あちこちに飛ひ空くう艇ていが配してある。この防壁の四よ隅すみにも艇が鎮ちん座ざしていた。

　ふと、オルバの視線が東のほうへと動いた。しばし薄うす紅くれない色いろに染そまった空の向こうへ目を凝こらしていたが、

「いつぶりになるのか」

　思わず口を衝ついて出た言葉に、オルバ自身、己の心をはじめて見み透すかしたような気分になった。パーシルが意味を問おうとするより早く、

「そうか、おまえも無関係ではなかったな。ザット・クォークが謀む反ほんを起こしたあのとき以来だ。それを阻そ止しして、おまえとともにアプターへ発たって以来になる」

「ソロンのことをいっているのか」

　パーシルがいった。

　その鋭するどい目つきでオルバを見み据すえながら、

「ソロンがいつぶりになるか──だと？　まさか皇帝の招きに応じるつもりじゃなかろうな」

「おまえも軍議は耳にしていたはずだ。このまま身動きせずにいたら、おれは大義を損そこない、アリオンに好き勝手させてしまう。アプター、ビラク、そしてここネダインも、いずれはおれを見限るだろう。結果的に自分で破は滅めつを呼び込むようなものだ。それに」

「それに？」

「アリオンのことは、メフィウスにとってももちろん脅きよう威いだが──、同時に、またとない『好機』のようにも思えるのさ」

　いまのオルバは、そのアリオンによって尻しりに火をつけられ、むざむざ有利な状じよう況きようを崩くずしてまでも動かざるを得ない状況に追い詰つめられたともいえる。だというのに『好機』だといい張った。パーシルにその思いはわからない。わからないが、

「命を差し出すつもりはない、と口にしたばかりだろう」

　彼は彼で譲ゆずれぬ一線がある。

「殺されにいくつもりはない」

「同じことだ。ビラクで暗殺されかかったのを忘れたか。皇帝の息がかかっていたのは明白だ」

「公に招いておいて、いまさら暗殺という手段は取らないさ」

「馬ば鹿かげている」パーシルは細かい傷だらけの顔にむしろ笑えみを浮うかべた。「いまのメフィウス皇帝が常識ではかれるものか。であればこそ、ローグ将軍やフォルカー将軍といった方々がおまえについてきているのであろう」

「ああ。だが、なにか、わかる気がするのさ」

「わかる？」

「グールがなにを考え、おれを招くといったかを」

　皇帝はここへ来て手詰まりのような感を味わっているはずだ。メフィウス一の交易都市を奪うばわれ、それを実力で奪い返そうとすれば、敗北した上に、その直後忠臣シモンが命を失って、またそれをきっかけに家臣たちの足並みも乱れはじめた。皇帝が派は遣けんを決めたはずのネダインへの増ぞう援えんはいっこうにおこなわれず、結果、そのネダインまでもが皇太子側の手にわたってしまった。では最後の手段──、とばかりに暗殺を謀はかればこれまた失敗し、その噂うわさがソロンにおいてまで囁ささやかれる現状であるから同じ手も使えない。

　それぞれが抱かかえる戦力という意味では、いまだ皇帝が有利であろう。しかしそれをたやすく跳はね返しかねない『風』がメフィウス一帯に吹ふきわたっている。

　それは、アプター、ビラク、ネダインを連続して取ってきたオルバ本人が起こしたものであり、その行軍についてきたローグ、オーダイン、フォルカーといった面々が支えてきたものであり、そしてメフィウスの領内に踏ふみ込こんできた侵しん入にゆう者しやサラマンドを追い返した王女ビリーナが守ったものである。

　アプターで皇太子として立つと決めたときより、

（どれほどの『風』を、『波』を起こせるか）

　ということを、いわばそれのみをオルバは胸むねに志こころざしてきた。

　そしてそのときに想定していた目標を、ひとまずはなし遂とげることができたといっていい。

　皇帝がギルとの会見を望んだのも、そうした影えい響きようが無視できぬほどのものになっていると思えばこそ、

（こうなった以上、直接会って、家臣たちの前で力の差を見せつけるべきだ）

　と考えたからではあるまいか。

　いわば、これは決けつ闘とうである。

「わかるだと？」パーシルは半なかばあきれたようにいった。「おまえに、なにがわかる。皇族に生まれついたわけでなし、グールが実の父というわけでなし。そもそも、おまえはグール本人とそれほど面識があるわけでもなかろう」

　オルバはあえて言葉を返さなかった。

　パーシルの指し摘てきしたとおり、オルバとグールとでは生まれ育った環かん境きようが天と地ほども異なる。その思いも、未来への展望もまた同じていど異なればこそ、こうして剣けんを交えているのも事実だ。

　だというのに、

（もしおれがグールの立場なら、同じことを考えただろう）

　とオルバには思えるのである。

　部隊を動かすもならず、人知れず誅ちゆうしてしまうもならず。刻一刻と『風』は敵側に吹いて、しかもアリオンという強大な外敵が迫せまりつつあるこの状じよう況きようにあれば、自分とて直接対決を望むだろう、と。

　自らの座を脅おびやかす新参者をおのが領りよう域いきへと招き寄よせた上で、居い並ならぶ家臣たちを前に、積みあげてきた実績と経験を笠かさに着て完かん膚ぷなきまでやり込めるであろう、と。

（最後の賭かけだ）

　という思いもある。

　大きく時節を動かそうというとき、個人の思い、力量だけではどうにもならぬことがある。あとは、自らが起こした『波』に身をゆだねるしかない。

　先述したように、グールからの勅ちよく使しも、自分が動かしてきた『時』が結実した証あかしである。その結末をこの目で見届けるときが来た。

「馬ば鹿かげている」とパーシルは繰くりかえした。「いままでグールの専せん横おうを黙だまって見過ごしてきた家臣たちが、いまになって義に目覚めてくれるとでも？　おまえがかつて死ぬほど憎にくんできた貴族たちが、いまになって皇帝から自分を守ってくれるとでも？　おまえらしくもない、甘あまえた考えだ」

「かもしれねえ」

　オルバは短くいってから、くすりと笑った。剣けん闘とう士しのころの自分でパーシルに接するのが久しぶりだと思ったからだ。

「だがよ、パーシル。国を担になうのは人だ。人の感傷に命を、未来をゆだねるのはそんなに馬鹿げているかね」

「おれにはそうとしかいえん」

「手ぶらでいくわけじゃないさ。もしおれに万一のことがあっても、メフィウスと西方の戦いくさを避さけ、さらに皇帝を追い込むことのできる、そうした材料くらいは用意している」

　奇き妙みようにさばさばした顔でオルバはいった。気負いが抜ぬけ落ちたその様子はまったくの歳とし相そう応おうで、

（いっちょ、かましてやろう）

　となにかとてつもない悪戯いたずらを思いついた少年のようでもある。それがかえってパーシルを苛いら立だたせてか、

「万一のことだと」歴戦の剣士は声を荒あららげた。「おまえに万一のことがあったときは、おれたち全員の破は滅めつを意味する。おまえを信じてついてきた将軍や兵らももちろん、その家族とてふたたび危険にさらされるのだぞ」

「わかっている。その上での賭かけだ。どのみち、このまま帝都とにらみあっているわけにはいかない。さっきもいったが、ここで引いては大義も失われ、アリオンを好きにさせてしまうことになる。おれはタウーリアを守るために皇帝と戦う道を選んだ。今度はメフィウスを守るためにソロンへいかねばならない。同じことさ」

「同じではない。ほかに、道はあるはずだ」

「パーシル、これは皇帝を倒たおせば終わり、って戦いじゃねえんだ。そのあとを見み据すえるなら、どうしても──」

「危険すぎる。誰だれにとってもな。だからおれは、おまえをこのままいかせるわけにはいかん。それでも『どうしても』といい張るならば」

　厳しい表情はそのままに、パーシルの手は腰こしの剣にのびていた。

　意図は明白だ。

　オルバはしかしそれに応じる動きを見せない。半なかばからかうように、

「それでどうする。おれを斬きるか。おれが死ねばすべての破は滅めつだといったのはおまえだぞ」

「ああ、殺しはしない。しかし勝手な振ふる舞まいができぬよう、その腕うでを、足を斬り飛ばすことくらいはできる」パーシルはいった。「その上で、貴様の舌を引っこ抜いてやろう。これ以上余計なことをしゃべらぬようにな」

「──」
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　苛か烈れつな宣告を耳にして、オルバもからかいの表情を引っ込こめた。生きてさえいればいい、とパーシルはいうのである。メフィウス皇太子としての姿かたち、そして命さえあるのならば、彼を信じてついてきた人々の御み旗はたにはなり得る、と。

　半身まで剣けんを抜ぬきつつ、パーシルは、

「どうした。抜かんのか。おれの屍しかばねを踏ふみ越こえてまでいく覚かく悟ごはないのか」

「パーシル」

　やんわりとオルバは呼びかけた。そっと腕をのばし、丸太のように節ふしくれだったパーシルの腕に触ふれる。かつては『鉄てつ腕わん』とまで称しようされた無敗の剣けん闘とう士しであった。

「おれはいく」囁ささやきかけるようにオルバはいった。「おまえこそ、おれの屍を踏みつけてでも守りたいものがあるなら、このまま背中から斬りかかるがいい。おれは逆らわない」

　そういいきると、そのままパーシルへと背を向けた。

　一歩、二歩と歩みを進める。

　背後に感じる気配は熱風のごときものがある。次の瞬しゆん間かんには鋼鉄と化して、オルバの頭上に降りかかるかもしれない。

（そう、最後の賭かけだ）

　さらに足を運びながら、オルバは思う。

　遠くで、若い男女が流は行やり歌を歌っているらしい声が聞こえてきた。

（ここまで『時』を動かし、それでなにも変わらぬようなら）

　メフィウスは、自分とともに滅ほろぶべき運命にある──。

　そうまで決めつけることで、オルバは自らの覚かく悟ごと行動を促うながした。

　オルバは階段に足をかけた。気配は変わらず、凄すさまじい勢いで人型の炎ほのおを吹ふきつけてきながら、しかし結局、パーシルがその場を動くことはなかった。




　陽ひが完全に落ちきる前に、オルバはパーシルと別れ、フェドムのもとを訪ねた。彼は先日、ネダインへ辿たどり着いたばかりだ。ビラク領主ではあるが、ネダインで──より帝都に近い位置で──情報を集めようとこの男も必死である。

「インドルフから書状が来たぞ」自分の成果を誇ほこる口ぶりでフェドムはいった。「いよいよ、動くべきときが近いとこの男も覚悟しているようだ。以前、わたしがいったとおりになる。インドルフまでもが軍勢を動かして帝都の背後を脅おびやかせば、その他の諸しよ侯こうも自分の立場をあきらかにせざるを得なくなるからな」

　フェドム・オーリンの目は爛らん々らんとしている。長きにわたって胸むねに吞のんできた願望、それが果たせる目前とあって、寝ねていてもうつつにあるようであり、起きていても夢の只ただ中なかにあるような心境であろう。実際、ほとんど眠ねむっていないらしいのは表情からも知れる。

　そんなフェドムであるから、

「おれは明日あしたにでもここを出発して、帝都へいこうと思う」

　とオルバから聞かされると、最初はぽかんとなり、それからさも面おも白しろい冗じよう談だんだとばかりに哄こう笑しようした。

　が、次第次第にオルバが本気らしいと知ると、今度は顔を真まっ赤かにして激げつ昂こうした。その勢いたるや、鋼鉄の剣けんを抜ぬき払はらってでもオルバを止めようとしたパーシルに負けず劣おとらず、いまにもオルバの首に太い腕うでをのばして絞しめ殺そうとせんばかりであった。

「こ、今度という今度は」フェドムはぜいぜいと息を喘あえがせながら叫さけんだ。「貴様の思うがままにさせるわけにはいかんぞ。事ここにいたってなにをいうかと思えば。大たい願がん成じよう就じゆを前に、どうかしてしまったのではあるまいな。ええい、なにをいっても聞かぬ。貴様をここに縛しばりつけてでもいかせるわけにはいかん！」

「まあ、落ちついて」

（どうかしそうなのはおまえのほうだろう）

　と思ったが、オルバもさすがにそれは口に出さず、

「あんたにも悪い話じゃないと思うんだがね」

「な、なに」

「あんたが心配しているのは、おれがのこのこ帝都まで赴おもむいた挙あげ句く、そこで正体を暴かれ、殺されてしまうことだろう」

「当たり前だ。いまになって、おまえが剣けん闘とう士しである過去を知られ、あまつさえ命を奪うばわれようものなら、いままで決死の思いで積み重ねてきたすべてがふいになるのだぞ！」

「どうかね」オルバは自分の髪かみを搔かきあげた。「そこまでなにもかも台無しになるような、そんな大層な話かね」

「なんだと、貴様、いまさら自分の立場も考えず……」

「たとえおれが死んだとしても、皇太子側にはあんたがいる。フェドム・オーリン、あんたがね」

「な、なに？」

　目を白黒させたビラク領主に向かい、オルバは、

「アプター、ビラク、ネダイン──。おれが死んだとて、いきなりこれらの勢力が皇帝側に覆くつがえるわけじゃない。かえって、皇太子の弔とむらい合戦だ、とあんたがひと声あげれば、いままで以上に兵が集まるだろうし、ソロンのなかにも内応者が生まれてくれる可能性がある。そう、皇太子亡きあとは、三つの都市も、集まった兵もすべてあんたのものだということさ」

「…………」

「全軍団に号令を発し、いよいよソロンを奪だつ取しゆすれば、不義の皇帝を討うち果たしてメフィウスを救った英えい雄ゆうは、誰だれあろう、フェドム・オーリン。そういうことになる」

　フェドムは唾つばを飲み込んだ。あまりに多量であったために飲みそこなったか、いったん激しく咳せき込こんだ。涙なみだ目めになりながらも、

「ば、馬ば鹿かな。もしおまえが帝都で正体を暴かれれば、それでおしまいだ。奴ど隷れいなどの弔い合戦に、誰だれが馳はせ参じてくれるものか」

「言い逃のがれはいくらでもできる。『皇帝は自分の脅きよう威いになった皇太子をおとしめ、謀ぼう殺さつするために、その背中に烙らく印いんを押おしつけて正体を偽いつわらせた』だとか。あとはフェドム、あんたが普ふ段だん自じ慢まんにしている手しゆ腕わんという奴やつだよ。いかに真に迫せまった言葉と態度で皆みなを納得させ、ついてこさせるか。皇帝の悪あく辣らつ非ひ道どうぶりはおれが殺される以前よりさらに強調されて、かえって行動を起こしやすくなるかもしれない。それを無理だというあんたじゃないだろう？」

　フェドムの息は依い然ぜん荒あらかった。ただし先ほどまでとはやや興こう奮ふんの理由が異なるようにも見える。彼は間近にオルバの顔を眺ながめて、

「『おれが殺される以前より』だと？……おまえはまるで、自分の命などどうでもよいことのように語るのだな」

「もともと、あんたに拾ひろわれた身だ。あんたがあのとき、テンゴに跨またがって大急ぎでタルカス商会にあらわれなければ──、皇太子の代わりに奴ど隷れいを使うなんて大それたことをちらりとでも考えていなければ──、おれはいまだに剣けん闘とう士しとして毎日鋼鉄を振ふるって、汗みずく、血みどろで戦っていたろう。いや、ひょっとしたら二年近くつづいていたおれの悪運もぽっきり尽つきて、いまごろは剣闘場の砂に血を吸わせていたかもしれない」

「…………」

「なあ、ここでぐだぐだしていたら、敵どころか味方からも疑われるぞ。それよりは行動を起こしたほうがいい。そうだろう？　フェドムさまよ」

　オルバは愛すべき男を正面から見やった。そう、実際のところ、オルバはこのフェドム・オーリンという男を愛していた。

　自身が述べたとおりに、もしこの男がいなければいまの自分がいないのは当然のこととして、

（もしこの男が実際よりずっと賢かしこい人間か、実際よりちょっとでも分別の利かない人間だったら）

　こんな大それた計画などはあっという間に瓦が解かいして、それこそいまごろは、オルバとフェドム、二人ふたりしてソロンの路上で生首を並べて、槍やりの穂ほ先さきに飾られていただろう。

　無論、こんなことをあげつらえばきりがない。

　もしあのとき予想が少しでも外はずれていれば、もしあのときあの人に会っていなければ、もしあのとき剣けんを握にぎる手が汗で滑すべっていれば。

　知らず、いく万にも開けていた道のうち、ただひとつを選び取った果てにいまの自分がある。

　オルバはそんな自覚を胸むねにした。




　その夜、オルバはネダインの館やかたにローグ、オーダイン、フォルカーを呼び寄よせた。

　パーシルに語ったのとほぼ同じことを、倍近い時間をかけて説といた。

　暁ぎよう光こう翼よく団だん将軍ローグは烈れつ火かのごとく反対した。銀ぎん斧ぷ団だん将軍オーダインは苦く渋じゆうの顔を見せ、黒くろ鉄がねの剣つるぎ団だん将軍フォルカーは終始無言であった。

「で、殿下。そればかりは、そればかりはなりませぬ」

　ローグ・サイアンは何度も繰くりかえした。パーシルやフェドムのときと同様だ。無論、オルバとて彼らが黙だまって自分を見送ってくれるだろうなどと思っていたわけではない。しばし老将軍の猛もう烈れつな説得を耳にしたのち、

「ローグ」

　オルバはそっと呼びかけた。

「われわれの戦いにおいて、失ってはならぬものがひとつだけあるとしたなら、それはなんだと思う」

「それは……」ローグ・サイアンはいったん声を詰つまらせながらも、「われわれが掲かかげた御み旗はたでございます」

「そう、そしてそれは、おれ自身のことではない」

　オルバはいいきった。

「おれではなく、おれを衝つき動かしている大義そのものだ。その大義を人心に疑われるようなことがあれば、それはもう敗北と同じこと。おれたちは戦わずしてグール・メフィウスにあざ笑われて、偽にせ者ものの皇太子だと自ら烙らく印いんを押おし、謀む反ほん者ものとしての汚お名めいを歴史に残すことになろう」

　将たちはそれでも無論、自ら進んで皇太子を帝都へ向かわせようなどとは思わなかった。

　しかし三人ともに、同じく皇太子のソロンいきに反対していたパーシルやフェドムとは決定的に異なるものがある。

　そう、メフィウスの勇将たちはいずれも、目の前に立つ男の真実の名を知らない。皇族正統の血を受け継つぐ、ギル・メフィウスその人だと信じている。

　であるなら、パーシルやフェドムが抱いだいていたような、

（もしも正体を暴かれたら）

　という危き惧ぐなどは最初から抱きようもないのである。

「もはや同どう胞ほうに剣けんを振ふりあげるべきときではない。そんなことはいままで散々やってきた。あとは、こちらの覚かく悟ごを示すのみだ。ローグ、おれを腰こし抜ぬけの臆おく病びよう者ものにさせるな。おれを、時勢も読めずにただ蛮ばん勇ゆうを誇こ示じしつづけるような愚おろか者ものにさせるな、おれを同国人の血を流しつづける大罪人にさせるな。いや、後世の歴史家がなにをいおうとも構うまい、しかしいま、いま、おれたちは、人心、民心を失うわけにはいかないのだ」

　ローグはその目に涙なみだすら光らせていた。彼とて、もちろん時流は読めていたろう。これまでも、皇太子が直接ソロンへ赴おもむく以外に、状じよう況きようを好転させるなにかがないものかと必死の思いで頭を振り絞しぼっていたにちがいない。

　しかし、新しい計画も、作戦も、そしてギル・メフィウス当人が語る以上の言葉を──すなわち自身をも納得させるだけの『大義』を──、彼は見つけられなかった。

　最後には、断だん腸ちようの思いで首を縦たてに振らざるを得なくなった。

　がっくりと垂たれた白髪しらが頭あたまを、オルバはあえて無表情に見守りつつ、席を立った。

「ローグ、オーダイン、フォルカーはこのままネダインに残り、レイモン・ピースラウとともに防備を固めよ。ユライアには地上戦力としてウォルトの部隊をつけ、ビラクにて船団をまとめさせておく」

　将たちも立ちあがって、『皇太子』の眼前で踵かかとを揃そろえた。










　二章　メフィウス帝都にて
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　皇帝がギル・メフィウスを帝都に招いたらしい、と聞いて、民人たちの反応も二つに割れていた。

「陛下はいよいよギル殿下をお認めになられたのだ」

「いいや、帝都へ来たところを捕は縛ばくして、処刑されてしまわれるおつもりだろう」

　ひそやかに、あるいは声高に議論が取り交わされている。

　どちらを明確に支持するという声は少ない。

　民にとって、最大の関心事は、

（いつまで内乱がつづくのか）

　という点に尽つきる。すなわちいつまで戦火におびえ、高い税金を徴ちよう収しゆうされて、男手を兵隊に取られねばならないのか──ということである。

　無論、彼らのなかにも意見はある。上の人間の事情がどうあれ、ともかく国が平らかに治まるのであれば現体制のままで構わない、という考えもあろうし、周囲を十分に納得させるだけの大義も掲かかげられぬまま隣りん国ごくに押おし入ったり、家臣やその家族を処刑しようとしたりするいまの皇帝では、たとえこの内乱が終わったとて、騒そう乱らんの気配を常に吞のんだような状態がつづいてしまうだろう、と危き惧ぐする者も多い。

　錯さく綜そうする情報のなかには、ビリーナ王女に関するものもあった。港町ビラクにおいてゴーウェンらが率先して噂うわさを流布させたためである。王女が領内に侵しん入にゆうしたサラマンドを捕縛したというその噂によって、対ガーベラ感情の著いちじるしい悪化こそ避さけられていたものの、当の王女自身はガーベラへつれ戻もどされたとも聞く。

　ちなみに事件の首しゆ謀ぼう者しやであるサラマンドのほうは、現在ソロンの地ち下か牢ろうに捕とらえられてあるというが、ごく限られた人間しか所在は知らない。いま現在も生きているかどうかすら怪あやしまれるほどだが、彼はガーベラとの駆かけ引きにおいて重要なコマにもなり得る存在だ。おそらくは皇帝の命令によって生かされているだろうと噂されている。

　ともあれ、多た岐きにわたる情報は混こん沌とんとする一方であり、皇帝のお膝ひざ元もとともいえるソロンにおいてさえ、民人たちはここのところ不安を隠かくしきれずにいたのである。

　ただひとり、

「ガーベラの姫ひめ御ごも、ようやくいまになって自身の立場を理解したのでしょう」

　王女の身み柄がらがガーベラに戻された、と耳にしてほくそ笑えんだのは皇后メリッサである。

　侍じ女じよたちが新しい服を皇后に着せている最中だった。服にあわせて、装飾品やら髪かみ型がたやら、これまた新しく用意せねばならぬため、あれこれ忙いそがしく立ち働いている。その最中に出たのが当のビリーナ王女の話題だ。

「誰だれがどのように事実を捻ねじ曲げたとて、かつての皇太子殿下はもうこの世に存在しないのです。婚約者となるべき方もいないのに、ビリーナ王女もこの国に居い所どころはないでしょう。もとより、どうにも我わが侭まま放題で、メフィウスの厳しい宮きゆう廷てい生活に馴な染じめぬ方であったようですし、お互たがいがおさまるべきところにおさまったというべきでしょうね」

　メリッサは誰に対しても人当たりが柔やわらかい。皇后という地位を得てからも同じであった。

　が、

「その、皇太子殿下のことですが」

　皇后の背後に立って鏡を掲げていた侍女のひとりが声をひそめた。

「陛下がソロンにお招きになられた、という噂うわさは本当でしょうか。もし事実なら、やはり皇太子殿下は生きておられ、その上で陛下と戦ってこられたということに……」

「皇太子などいない」

　語気も鋭するどく、あたかも切り込むようにメリッサはいった。侍女ははっと身を硬こう直ちよくさせ、あわや鏡を手落としそうになる。青ざめたその顔を鏡面越しに見み据すえながら、ふたたびメリッサはにこりとした。

「……そう申したばかりでしょう？」

「は、ははっ」

「陛下もお考えあってのこと。末まつ端たんの者がみだりに騒さわいで、君意を煩わずらわせてはなりませぬ」

　実のところ、皇太子を名乗る人物があらわれ、メフィウス領内を荒あらしはじめた──という先ごろからの情報に、誰よりも敏びん感かんに反応していたのがメリッサその人である。

　しかし、ガーベラ王女が故こ郷きように身み柄がらを移されたころからだろうか、もはやそのことへの関心はきれいさっぱり失ってしまったようだ。いまや偽にせの皇太子など最初から存在しなかったも同然の態度だった。

　陽ひ暮ぐれ前に、メリッサは竜りゆう神しん教きよう神殿へ足を運んだ。信心深い彼女は日もおかず神殿へと参さん詣けいしている。以前、神殿建立式典の際に皇帝が家臣全員に配った頭ず巾きんつきのマントを羽は織おったまま、入り口で護ご衛えいの兵と別れると、ひとり、神殿内部へと通された。

　出で迎むかえたのは長老衆がひとり。長いこと湯も浴びておらぬような不ふ潔けつな姿をしていたが、メリッサは眉まゆひとつ動かすことなく、最大限の敬けい意いをもって接した。

「邪じや魔ま者ものを無事に排はい除じよすることができたようで、まずはなにより」

「これで、『見立て』は変わりましょうか」

「ご安心めされよ。メフィウスはよりよき方向へと動いておる。そなたが、グール皇帝をわれらと引きあわせたあの瞬しゆん間かんより、着実に『運命の地』としての地じ盤ばんを固めつつある。そう、まさしく皇后さまご自身が、メフィウスの導き手であられるのだ」

　メリッサは頭ず巾きんの下で、あたかも恋こい心ごころを親しい友人に指し摘てきされた少女のごとく、恥はじらうように微ほほ笑えんだ。

「では、件くだんのことも」

「おお、王女に同行していた例の近衛このえ兵へい。タニスと申したかな。これも、運命の導き手である。そしてその尊とうとい使命を無事果たした。その天命は地上においてはもはや尽つき、あとは約束の地にてわれらを待つことになろう」

　メリッサは軽く顎あごを引いた。満足げな様子だったが、ふとその眉まゆに憂ゆう慮りよをにじませ、

「卒そつ爾じながら、ここのところかの方を神殿でもお見受けいたしません。本日も、お礼を兼かねてご挨あい拶さつのひとつでも、と思い、足を運んだのですが」

「うむ」老師は、周囲にほかの人物などいないというのにやや声を落とした。「かの方も『いまのお姿』となってから半世紀以上が経過しておる。長く馴な染じめばそのぶん魔素エーテルの巡めぐりもよくなるが、かの方とて当然定命の掟おきてを負われた身、長く時を経へれば、あれこれと支し障しようをきたすこともある」

「ご無事なのでありましょうか」

「大事ない。あの方は常に苦しみを抱かかえておられる。われら凡ぼん愚ぐの身よりはるかに広く宇う内だいを見わたされ、あまたの運命の導き手となられておるのだ。一秒ごとに身を切る痛みに耐たえ忍しのんでおられるも同然」

「は」

　皇后は深々と一礼し、神殿を辞した。

　その夜、メリッサは娘むすめ二人ふたりと食事をする予定であった。

　しかしいざ広々とした貴人専用の食堂へ赴おもむいてみると、次女フローラの姿があるばかりで、長女イネーリは顔を見せていない。

　侍じ女じよたちに聞くと、ここのところ、あれこれ用事をつくっては外出しているという。出席予定があったはずのパーティーやら、絵画展やら音楽会など、他国使節の挨拶を受けるはずの催もよおしものなども欠席しがちであるという。

「年とし頃ごろの娘とはいえ、困ったもの」

　メリッサは慨がい嘆たんしてみせた。

　給仕役の女性たちが、女性二人ではとても食しきれない量の料理をテーブルに並べていく。

「その点、フローラは大人おとなしくいうことを聞いてくれるから助かっているわ。今日のお勉強はどうだったの？」

　にこやかに語りかけられたフローラは、落ちつかぬ様子であれこれと答えた。

　その後、沈ちん黙もくがつづいた。

　さすがにもの憂うく思ったものか、メリッサは話題を変えて、

「イネーリがいっていたわ。あなたが、まだ昔の本を大事に持っている、って」

「お姉ねえさまが？」

　フローラは、ほんのわずか微ほほ笑えみを覗のぞかせた。そんな些さ細さいなことを姉が覚えてくれていたのがうれしかったのだろうが、

「あれは確か、もともとイネーリが陛下よりいただいたものではなかったかしら。大事にするのよ」

　メリッサがそういうと、なぜかフローラははっとしたように顔をあげ、

「──はい」

　と消え入りそうな声で答えると、あとはまた硬かたい殻からに閉じこもってしまった。




　ほぼ同じころ。

　件くだんのイネーリ・メフィウスは宮殿の敷しき地ち内にいた。葉を茂しげらせた木々が散歩道を仕切っている中庭だ。南側に小規模の武器庫がある。陽ひが沈しずんだというのに、当然、皇おう女じよが立ち入るのにふさわしい場所ではない。

　くすんだ色の外出着は彼女にしては地味な代物である。傍かたわらに控ひかえているのは若い兵士。

　兵士といっても、武装は腰こしに差した小しよう剣けんのみであり、さらにそれを外がい套とうで覆おおい隠かくしている。本来、この庭には衛えい兵へいの類たぐいは入れぬことになっているためだろう。禁を破やぶっているという自覚があってか、若いその顔は青ざめていた。

「あまりに危険すぎます、皇女さま」しきりに左右を見わたしながら繰くりかえしている。「わたしひとりきりでは、いざというときにお守りできるかどうか心もとありません。なにしろ、相手はまともではないのです。われわれがなにを問いただそうと、意味のわからないことをぶつぶついうばかりで……」

「そうおびえるものでなくてよ」

　武器庫の前で、イネーリは薄うすく笑った。若い兵士のマントに軽く手を触ふれてやる。それだけで若者の顔が血の色に染そまった。帝都警けい備び隊たいの一兵士だ。以前、イネーリのひそかな命令を受けた彼ら警備隊は、ある男の探たん索さくに当たっていた。その者を見つけたという報が届くと、

「すぐに会いたい」

　という旨むねをイネーリは告げた。

　ただし皇女が警備隊の詰つめ所しよに顔を出せばさすがに目立つので、宮殿への出入りが許されている中隊長に命じて、昼間のうちに男の身み柄がらを武器庫に移させておいた。

　これから、まさにその男に会おうとするところである。イネーリはその際、警けい護ご用になぜかただひとりの若者を指名した。兵士といってもまだ二十になるかならずといった年とし頃ごろで、顔立ちにはあどけなさが残っている。肩かたの上で軽くカールした髪にもイネーリの指はのびた。

「こうして間近にすると、まるでエンデの王おう侯こう貴族のような顔立ちをしているのね」
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「お、皇おう女じよさま」

「あなたを信しん頼らいしているわ、王子さま。イネーリのか弱い身を守ってくださいましね」

「そ、それは無論」

　三つほども年上の男性を有う頂ちよう天てんにさせつつ、イネーリは鍵かぎを取り出して武器庫の扉とびらを開いた。いいつけどおり、衛えい兵へいは扉の外で待機することになる。

　と、皇女の掲かかげるランタンの光から、まるで逃にげるようにさっと内部で動いた影かげがある。あたかも野生の獣けものかなにかと思われる動きだったが、見ると、ひとりの人間。

　顔はおろか、全身に包帯を巻まいている。ぱっと見では人種の区別もつかないほどだ。

　両の足首は奴ど隷れいがやられるように鎖くさりでつながれていて、侵しん入にゆう者しやを見あげる目におびただしい怯おびえの色があった。

「怖こわがらないで」イネーリは甘あまい声で囁ささやいた。「あなたをずっと捜さがしていたのよ。さあ、ここではなにも怖いことなど起こりっこないわ。あなたの名前をどうかわたしに教えてちょうだい」

　ほとんど地面に這はいつくばって逃げようとしかけていた男と目線をあわすため、しゃがみ込みさえする。

　若い衛兵は顔に緊きん張ちようをたたえながらその様子を外からうかがっていたが、誰だれも近づけてはならぬという厳命を受けている。すぐに武器庫の外へと注意を戻もどした。その間、

「あ、あ、あ」男は喘あえぐようにいった。「お、おれは、ベイン。黒くろ兜かぶと団だん、ひ、百人長のベイン」

　黒くろ兜かぶと団だん。

　すでにいまはなき戦士団の名である。団長オーバリー・ビランが一時皇太子暗殺の濡ぬれ衣ぎぬを着せられていたため、黒兜団は解散となり、彼の陰いん謀ぼうに加か担たんしていなかったと見える三百人ほどの兵たちはそれぞれ別の団に所属させられていた。

　そして──百人長ベイン。もともと風ふう采さいがあがらず、華はな々ばなしい戦果とは無む縁えんの人物であるから、果たしてソロンの何人が覚えているか心もとないほどだが、この名は、皇太子ギルに因いん縁ねんがある。そう、イネーリが執しゆう着ちやくしてやまず、いまやメフィウスを二分するまでにいたった『反逆者』の男と深い縁えにしがあるのだ。

　イネーリ・メフィウスはしゃがみ込こんだまま、

「そう……ベイン。その、栄光ある黒兜団の勇士ベインが、なぜこんなところにいるの？　なぜ、檻おりから逃にげてきた獣けもののように人を恐おそれ、這はいつくばって、街の残飯をあさるような真ま似ねをしなければならなかったの？　すべて教えてちょうだい。今日きようこのときから、あなたが人間らしい尊そん厳げんと営みを取り戻もどすために」

　ベインは、聖せい女じよのごとく語りかけてくるメフィウス皇おう女じよの姿になにを見たのか。荒あら々あらしい呼吸を繰くりかえし、まさしくイネーリがいうがごとく人を恐れる家か畜ちく同然に尻しり込ごみしながらも、たどたどしい語り口で、彼は語りはじめた。




　あれは、アプターで二度にわたっておこなわれたタウーリアとの戦いくさの直後であった。

　アークス・バズガンとのあいだに講和がなり、しばし平和な時間が流れていたアプターであったが、間もなくして、百人長ベインは突とつ然ぜんギル・メフィウスに呼び出しを受けた。

　夜よ闇やみのなか、二人ふたりして馬をひたすらに駆かけさせた。目的地も、またその意図もまったく知らされなかった。

　そして向かった先で、二人は近きん隣りんを騒さわがせていた山さん賊ぞくどもに捕ほ縛ばくされた。あろうことか、二人がちょうど馬を降りた村が彼らのアジトであったのだ。

　別々の場所に閉じ込められた二人であったが、ギルは見張りの隙すきを衝ついて脱出した振ふりをして、ベインを救出した。そして、

「おれは目立ちすぎる。もし自分がいなくなったと気づけば、奴やつらは死にものぐるいで追ってこよう」

　という理由でベインだけが解放され、その上で助けをつれて戻もどってくるように命じられた。

　必死の思いでアプター砦とりでへ逃げ帰ったベインは、上官である黒兜団将軍オーバリー・ビランにこのことを伝えた。

　ギルは、オーバリーが手て柄がらをひとり占じめにしようと、それこそ「目立たぬため」わずかな手勢のみで村へやってくることも計算済みだったのだろう。

　黒兜団は村で待ち伏ぶせにあった。村の奥おくへと足を踏ふみ入れるなり、火矢が頭上で飛び交い、辺あたりはあっという間に昼の明るさに包まれた。

　地面に刻こく印いんされた影かげがいっそう浮うき立って見えた瞬しゆん間かん。

　その影がわっとばかりに四散した。次の瞬間には山さん賊ぞくどもの姿となって、剣けんや斧おのを手に襲おそいかかってきた。

　一回、二回、と剣を弾はじいたのをベインは覚えている。だが戦せん闘とうの記き憶おくはそこまでだ。形勢不利と見て、逃にげようとしたところを、後ろから斧の一いち撃げきを受けた。

　ベインは昏こん倒とうしたが、鉄てつ兜かぶとをかぶっていたのが幸いした。

　意識を失っていたのは十分にもならなかったろう。目を覚ましたとき、辺り一面が火の海であった。

　ベインは声なき悲鳴を放って、力の限り逃とう走そうした。顔を、腕うでを、足を焼かれて、そのうちに息もできなくなり、光差さぬ海中を泳いでいくがごとき絶ぜつ望ぼうにとらわれながらも、彼は走りつづけた。

　そして倒たおれこんだ茂しげみのなかで、ベインは見た。

　皇太子とオーバリー将軍とが、互たがいに振ふりかざした剣を挟はさんで対たい峙じしている。火花を散らしながら二振りの剣が激げき突とつしあうそのときになって、ベインはようやく気づいた。

　これが、最初から仕組まれていた計画であったことに。すなわち、ギル・メフィウスが──あるいは皇太子の姿をした何者かが──黒くろ兜かぶと団だんを葬ほうむるためにしかけた罠わなであったということに。

　見る間に将軍は追い詰つめられていき、やがて皇おう子じの振るう雷いかずちのごとき剣の前についには打ち倒された。

　意識が朦もう朧ろうとかすむなか、しかしベインはその光景ばかりは見み逃のがさなかった。皇子の衣服は火がついて焼け焦こげていた。背中の筋肉が汗を光らせて躍やく動どうしていた。その中央に、まぎれもなく奴ど隷れいの刻印が押おされていたのである。

　その後、山賊たちは黒兜団の兵たちを火のなかに投じはじめた。死体を二人、三人がかりで炎ほのおに投げ入れるたび、口々に何事かわめき、高く笑う彼らが、ベインの目には悪あつ鬼きの群れがごとく見えた。

　ベインはふたたび意識を失った。

　目覚めたときには、周しゆう辺へんに人影はなく、ただ黒い煙けむりが数すう条じよう、地面から立ちのぼるばかりで、そこに村落があったという証あかしさえほとんど残されていなかった。

　全身にひどい火傷やけどを負いながらも、ベインは身に降りかかる恐きよう怖ふから逃れるようにふらふらと歩きはじめた。村々で盗ぬすみを繰くりかえし、西へ西へと、目には見えないもののけに追われるがごとく逃とう亡ぼうをつづけて、ついにいき倒れたところを、ローン・ジェイスなる男に拾ひろわれたのだった。




（刻印）

　イネーリは息を吞のんだ。いつしか立ちあがって、ベインを頭上から見おろしている。

（奴ど隷れいの──烙らく印いん）

　彼は確かにそういった。すべてを話し終えたこの哀あわれな男は、恐きよう怖ふに塗ぬりかためられた記き憶おくを辿たどっているうちに、当時の感情をもまざまざと思い起こしたものか、涙なみだと涎よだれを節せつ操そうもなく垂たれ流しながら全身をわななかせている。

　正気を失った男の戯たわ言ごとだとも思えた。

　だが、このときイネーリの内側には、

（それが、真実であってほしい）

　という奇き妙みような感情が働いていた。

　現在皇太子を名乗る男が偽にせ者ものであるという確信をイネーリは抱いだいていた。が、その正体が何者であるかまではつかめずにいた。顔が酷こく似じしていることから、あるいは何事か理由があってその存在と正体を闇やみに葬ほうむられた、皇族の血に連つらなる何者かということも考えられた。

　しかし、奴隷であるという。メフィウスにおいて家か畜ちくがごとき扱あつかいを受ける、もっとも卑いやしき人種であるという。

　そのほうがいっそイネーリには都合がよかった。その出自が卑しければ卑しいほどに、当然皇太子の抱かかえる秘ひ密みつは大きくなる。暴いたときの衝しよう撃げきも大きくなる。

（あの男。……そうか。奴隷、奴隷なのか）

　イネーリは身み震ぶるいした。

（小こ娘むすめ）

　いま彼女の脳のう裏りにひらめいたのは、皇太子ギルの仮面をまとった何者かが、イネーリとすれちがいざまに放ったひと声である。

（おまえのようなガキになにがわかる。それ以上抜ぬかすようなら、その首、絞しめあげてくれるぞ。わかったな、小娘）

　あれは、奴隷の言葉であったのか。最下層で泥どろをすするように生き、主人の命令がひと声あれば命さえあっさり断たれてしまうような奴隷が、皇帝グール・メフィウスの義理の娘にかけた言葉であったのか。

　イネーリは身体からだに火がつけられたと錯さつ覚かくするほどに熱い、これまでにないほどの怒いかりを感じた。と同時に、その肉体を駆かけ巡めぐった熱には、一種異様なまでの心地ここちよさもが含ふくまれていた。

　怒りとおののきとにめまいが生じ、一いつ瞬しゆんよろめきかかった皇おう女じよは、壁かべに手をついて、自分の激情が身体から引くのを待った。

　そしてふと目を転じると、頭を抱える哀れな男がいまだ震えていた。

　もはや用済みだ。

　イネーリにとって用がないばかりか、メフィウスの未来においてさえ邪じや魔まになるしかない存在だった。

　皇おう女じよはふたたびその場にしゃがみ込こんだ。わななく背中と肩かたにそっと手をのばし、抱だきすくめてやった。

　びくりとベインの全身が波打った。

「大だい丈じよう夫ぶ。恐おそれないで。……大丈夫よ」

　イネーリは耳もとで囁ささやきつづける。意識して、胸むねの隆りゆう起きを男の肩に押おしつけた。

　ベインの、常から恐きよう怖ふにおののくかのようにみはられていた目に、名状しがたい光が浮うかんだ。

　若い娘むすめの柔やわ肌はだが密みつ着ちやくしている。愛を囁きかけるがごとくに、熱い息がなんともいえぬ芳ほう香こうとともに漂ただよってくる。身体からだを熱に支配され、激情に駆かられたのは、今度はベインのほうであった。

　獣けものじみた声とともに、ベインの身体がイネーリに覆おおいかぶさってきた。

　少女の悲鳴があがった。

　はっ──、と外で待機していた衛えい兵へいがあわてて扉とびらの隙すき間まからなかを窺うかがう。黒い影かげが蠢うごめいていた。その下から、ほっそりとした手足が、まばゆいほどの白い光こう沢たくを放ちながらもがいている。

　とっさに状じよう況きようを判断した衛兵は、ベインに負けず劣おとらず頭に血をのぼらせながら剣けんを引き抜ぬき、なかへと駆け込んだ。

　民衆の住まう区画を担当する警けい備び隊たいの兵士である。逃にげた泥どろ棒ぼうや奴ど隷れいを追ったり、酔よっ払ぱらいが剣けんを振ふりまわしているのを力ずくで制止したりしたことくらいはある。

　気づけば、男は頭から血を流して倒たおれていた。衛兵が荒あら々あらしい呼吸をするなかにも、

「まだ、息があるわ」

　イネーリの声がぽつりと聞こえた。そちらを見やりかけて、若い兵士はあわてて視線をそらした。服が裂さけて、白い素す肌はだが──ことに、豊かな乳ち房ぶさが片方すっかり露あらわになっている。

　それから、皇女のいわんとしていることにも気づいた。ベインは頭から血を流し、その場に声もなく倒れ伏ふしていたものの、かすかに背中を痙けい攣れんさせている。

　衛兵はふたたび激しい怒いかりに捕とらわれた。この野や卑ひな男が、皇女の服を裂き、素肌に顔を埋うずめていたかと思うと、生かしてはならぬと思えた。

「やりなさい」

　イネーリ本人の声が、理性の垣かき根ねを飛び越こえて彼を衝つき動かした。奇き妙みように軽い剣を振りあげ、叩たたき落とす。

　ベインはもはや声さえあげず、完全に身動きを止めた。

「よく、やりました」

　衛兵の傍かたわらにイネーリが歩み寄る。返り血を浴びているその手を取った。

「お、皇女」

「メフィウスの未来を救った英えい傑けつに、褒ほう美びを取らせましょう」

　イネーリの手が導いた先に、熱く、やわらかな感かん触しよくがある。

　若者の思考を真っ白い汚お泥でいに引きずり込こみながら、イネーリはほくそ笑えんだ。

（わたしひとりでいい）

（皇おう子じの正体を知る者など、わたしひとりでいい。いずれこの国を治めるであろう男の急所を握にぎる人物などは）

　いま取った行動が、母親であるメリッサ・メフィウスのものと酷こく似じしていることなど、母娘は無論互たがいに知るよしもない。そしてその目的が大きく喰くいちがっていたことも。

　イネーリは若い衛えい兵へいに命じて、ベインを、奴ど隷れいの死体を処分する焼しよう却きやく炉ろへと運ばせた。

　翌朝からのイネーリの行動は目め覚ざましかった。

　いままでつながりを持ってきた貴族たち、そして皇太子に関する情報を集めるためにここのところ急接近してきた人々、それらの人脈を用いて、数多くの重臣たちとも顔をあわせる機会を設けた。

　イネーリはメフィウス国内では『皇おう女じよ』という肩かた書がきを持って敬うやまわれている。そう、あくまで国内においては──と限定的であった。正式には皇族の血を継ついでおらぬ彼女は、家臣への褒ほう美びや、外国との交こう渉しよう道具には有ゆう益えきであっても、いうなればそれ以上の存在ではない。

　だからこその焦あせりもあった。いまのメフィウスの混乱は、その中ちゆう枢すうにイネーリが喰い込める唯ゆい一いつにして最大の好機だといってよかったのである。




　　　　２




　ギル・メフィウスの姿をひと目見ようと、街道沿いは大勢の人々で押おしあいへしあいしていた。

　帝都ソロン防ぼう衛えい軍ぐん五百がわざわざネダイン近辺まで出で迎むかえのために動いたのを、

「急ぎの旅でもない。父上には悪いが、のんびりいかせてもらう」

　と飛空船や馬車への搭とう乗じようを断ったためである。

　五百の防衛隊はやむなくギル皇太子一行を前後から挟はさむ形で防備しようとしたが、

「おれの前をいくな。無礼者め、後ろにかたまっていろ」

　などとギルが吠ほえたので、本来皇子を出迎えてすぐにソロンに戻もどる予定だった防衛兵たちは、さながら皇太子率いる近衛このえ師し団だんであるかのように後ろからぞろぞろ引っついて歩く羽目になった。

　ちなみに、皇子本人がネダインから同行させてきた数は、あわせて五十にもならない。

　先頭をいくのは皇太子ギル・メフィウス。白馬に揺ゆられるその傍かたわらには、対照的なまでに黒々とした毛並みの汗馬を乗りこなした仮面の剣けん闘とう士しオルバ。その背後には剣闘大会準優勝者のパーシルがつづき、同じく剣闘士出身の近衛兵三十名ほどが行進していく。

　皇おう子じギルが動いた──。

　その報は瞬またたく間まに帝朝全土を駆かけ巡めぐり、各地から貴族、将兵たちがあわててソロンへの旅路についた。すなわち、いまこの瞬しゆん間かん、ギルのみならず、メフィウス帝朝に名を連つらねる主だった者たちすべてが、四方より帝都を目指して、あるいは馬で街道をいき、あるいは船で空を進んでいたのである。

「急ぎの『旅』ではない」

　とギルは繰くりかえした。

　しかし穿うがった見方をするなら、その『旅』は、『死出の旅』といえぬこともない。

　いき着く先は、冷たい牢ろう獄ごくであるかもしれぬ。四し肢しの自由を奪うばう鉄てつ鎖さが、拷ごう問もんのためのおぞましい器具が、彼の血を一いつ滴てき残らず絞しぼり取らんと待ち受けているかもしれぬ。

　だというのに、馬に揺ゆられるギルはあくまでのんびりしたものであった。街道沿いに植えられた木々に実がなっているのを見つけては、供の者に取りにいかせて馬上でかじったり、無む邪じや気きな子供たちが英えい雄ゆうをたたえるように軍隊式の敬けい礼れいをするのにいちいち礼を返したり、宿を取るために立ち寄った村では、村の名士たちを招いては小さい宴うたげを開かせた。

　ギルは、皇帝グールに反旗を翻ひるがえし、部下を従えて同じメフィウス兵を討うった男である。本来ならば、憎ぞう悪おの対象となってもおかしくはなかったろう。

　皇帝グールは確かに独どく裁さい政治を敷しき、恐きよう怖ふ政治の形を取りはじめてはいるが、まだその影えい響きようは民には大きくない。したがって、悪あく辣らつなる愚ぐ君くんをいまこそ討つべし──と民衆のあいだに機運が高まることもなかったからだ。

　だがギルは、ソロンやアプターにおいて英雄的活かつ躍やくをしたことで知られている。決して少なからぬ人々が、彼を、次代の英雄、あるいは次なる統治者として目していたのも事実。

　民衆は、だからこそ、グールとギルのこれ以上の衝しよう突とつを見てはいられなかった。大勢詰つめかけた人々がギルの姿をひと目見ようと背せ伸のびし、子供は親にせがんで肩かた車ぐるましてもらって、そして女たちが華はなやいだ声せい援えんを送るのも、

（皇太子さまはご英断をなされた）

（われらのため、戦いくさを避さけてくださったのだ）

　という思いがあったからだ。

　馬上にあって民衆を見つめるギル──オルバにも、そうした感情の波は伝わっている。ちなみに、すぐ傍かたわらで馬を進めるもうひとりのオルバは、『オルバの影かげ武む者しや』というべき近衛このえ兵へいカインが変装した姿だ。彼は久しぶりの役目を嬉き々きとしてこなしていた。皇太子に仕つかえる英雄ということであちこちから声をかけられては、誇ほこらしげに手を掲かかげている。そうした歓かん迎げいぶりを見守るオルバには、

（これで、正しかった）

　と思える。

　東にあって、雷らい鳴めい轟とどろかせる暗雲を天に頂いただき、国の統治を磐ばん石じやくなものにしようとする皇帝グール。西から来たりて、さらに東へ伸のびでようとする新しき英えい雄ゆうギル・メフィウス。二つの命の奔ほん流りゆうがぶつかりあうとき、そこに無数の屍しかばねが転がり、地上を覆おおい尽つくすほどの血のりがあふれてもおかしくない。

　オルバはあえてそれを回かい避ひしたかった。アリオンのこともある、自分の大義が失われるという恐おそれもある。だが、オルバの決断の大元には、

（おれが『次』を見み据すえるならば、グールと同じやり方をしていたのでは、誰だれもついてはこない）

　という思考がある。

　つまるところ、

（この衝しよう突とつののちには）

　オルバは頭に冠を頂き、メフィウス帝朝の軍兵すべてと民人たちを従える未来を迎むかえる覚かく悟ごがある、ということだった。




　町の様子がにわかに騒さわがしくなったことは、『彼』も気づいていた。

　室内は暗い。

　窓まどを閉ざすぶ厚いカーテンを開けさえすれば、ソロンの様子を一望できるはずだったが、『彼』は椅い子すから立ちあがりかけて、結局はやめてしまった。

　もともと、歩こうにも片方の足はいまだいうことを聞かず、左右の手の指も無事に動かせるのは三、四本がせいぜい。

　禿とく頭とうで、大おお柄がらな体たい軀くをした『彼』の名は、オーバリー・ビラン。

　もとは黒くろ兜かぶと団だん将軍の座についていた。メフィウス十二将に名を連つらねるほどの男であり、その役職に見あった働きもしてきた。

　が、いまやその肩かた書がきが失われたばかりか、果たしてふたたび手に剣けんを取って戦えるかどうかも怪あやしいほどの手傷を負った。それも、メフィウスに仇あだなす敵との戦いで被こうむった傷ならば、オーバリーとて胸むねを張って、名めい誉よの負傷といい張ることができたろうに、彼を傷つけたのは、ほかならぬ──。

（……）

　何事か考えかけ、オーバリーは急いでかぶりを振ふった。

　カーテンの向こうからは光ひと筋差し込まない。

　彼の身辺は静かだった。身の周りの世話をする侍じ従じゆうが数名つけられているばかりで、ほかに訪ねる者は無に等しい。

　彼が生活しているこの場も、もともとの住居ではなかった。十二将のころに暮くらしていた邸てい宅たくは、オーバリーが皇太子暗殺の罪を着せられて監かん禁きんされていた時期に、火事を起こして燃えている。

　原因は不明。

　まるで何者かに呪のろわれているかのごとく不運つづきのオーバリーであったが、彼は静かに、ごくごく静かに日々を暮くらしている。日がな一日、部屋のなかで黙もく然ねんと過ごす。もとより、この建物からの外出は許されていない。周辺は武装した兵士で常に見張られている。だからといって、部屋の出入りまでも禁じられたわけではないのだが、彼は本を読むでも、侍じ従じゆうたちと親しく声を交わすでもなく、ただ運ばれてきた食事を口にして、陽ひが沈しずめば眠ねむる。生活空間のすべてをこの一室のみで済ましていた。

　その日も、多少外が騒さわがしいだけで、オーバリーにはなんら変化のない一日だった。

　昼が過ぎたころあい、

「オーバリーさま、よろしいでしょうか」

　侍従たちが入ってきて、ベッドのシーツを取り替かえはじめた。

　それを、オーバリーは座したままなんの関心もなさげに見つめている。生しよう涯がいをまっとうした孤こ独どくな老人の姿にも似ていて、過日、グール皇帝より、

「その勇ゆう猛もうなること四し隣りんのどの将にも劣おとらぬ武辺者」

　とたたえられた経歴が噓うそのようである。

「聞かれましたか」

　作業をしながら侍従が何気なく口を開いた。相手の反応がないのはわかりきっている。ただ、あたかも部屋に巣くった暗くら闇やみと同化したかのような、この奇き妙みような住人と沈ちん黙もくを共有するのを嫌きらったまでだったが、

「いよいよ皇太子殿下がソロンへおいでになるというのです。いったい、陛下とどのようなお言葉を交わされるものやら──」

　ふと振ふり向いてみると、オーバリーはその薄うすい唇くちびるにかすかな笑えみを浮うかべていた。

（おや）

　と侍従が思ったことには、その肉厚の肩かたが震ふるえている。いや、肩ばかりか、腕うでも足も、頰ほおも、小刻みに打ち震えていた。

「将軍！」

　侍従は思わずかつての役職で叫さけんでいた。

　オーバリー・ビランの下半身には染しみが広がって、椅い子すからぽたぽたと滴しずくを落としている。

　かつての黒くろ兜かぶと団だん団長は、それでもまだ微ほほ笑えんでいた。全身を震わせながら笑みを持続し、その上で彼は失禁したのであった。




　ギル・メフィウスがソロン入りした。

　報告を受け取ったとき、グール・メフィウスは、

「待たせておけ」

　と短く命じた。

　あらかじめ用意されてあった、ソロン中央部にほど近い屋や敷しきに逗とう留りゆうさせた。

　その後、三日間もギル・メフィウスは待たされた。

　あえてもったいをつけることで、ギルに十分な恐きよう怖ふと焦しよう燥そう感かんを味わわせようというのか、あるいは各地から諸しよ侯こうが訪れるのをひとり残らず待とうというつもりであったのか、これも貴族たちのみならず、民衆のあいだでも議論がわかれるところであった。

　皇帝と皇太子。

　ビラク、ネダインを巡めぐって血みどろの戦いを繰くりひろげていた父と子である。この両者が直接あいまみえたときなにが起こるものか。歴史的一いつ瞬しゆんになり得るかもしれぬ場面をひと目目もく撃げきしようと、遠路はるばる帝都を訪れる者もあれば、容よう易いならざる事態になるかもしれぬとばかりに、ソロンから離はなれていく者も多数ある。

　皇帝があえて三日、その瞬間を先延ばしにしたことで、いまやソロン中にいい知れぬ緊きん迫ぱく感かんが漂ただよっていた。

　その間、ギルはなにをしていたかというと、特に耳じ目もくに触ふれるような事こと柄がらはいっさいしなかった。皇太子にしても久しぶりのソロンである。アプター砦とりでを防ぼう衛えいする任を担になってここ帝都を発たったのは、どれくらい前になるのか。一度はソロンを素通りしてガーベラ国の救きゆう援えんに向かい、そしてまた皇帝を横目にするような素そ振ぶりでアプターへ戻もどったこともある。胸きよう中ちゆうによぎる思いは様々であろう。

　また、貴族たちや、ソロン市民のなかには、

（陛下は、会見などするつもりもなく、皇太子を招き入れた上で騙だまし討うちするおつもりではないか）

　と考える者も少なからずいたし、ギル本人も同じ危き惧ぐを抱いだいていたとて不思議ではなかったが、あくまでギル・メフィウスは静観を決め込んでいた。

　そして三日目の朝。

　グール・メフィウスは専用の書しよ斎さいにて訪問者と顔をあわせていた。

　褐かつ色しよくの肌はだに、布切れ一枚を簡素に巻まきつけただけの老人。いうまでもなく、竜りゆう神しん教きようの長老衆がひとりである。

「かの方が陛下をお招きでございます。午後、神殿をお訪ねいただきたい」

「ほう？」

　グールは面おも白しろくもなさそうな顔をして、棚たなから取り出した本を繰っている。

「いよいよ神殿から出られぬほど足あし腰こしを弱らせたか。もっと前に見み舞まいの使者でも出すべきであったかな」

「……かの方は、運命図の修正に血道をあげておられます。それは、われらなどには想像もできぬほどの苦痛をともなうもの」

「そうであったか」

「ギル・メフィウスの件などは午前中に片づきましょう。その後、陛下とじきじきにお声を交わしたいとの仰おおせです」

「わかった、わかった」

　グールは皺しわ深ぶかい首をまわしながら返答した。

　その後、謁えつ見けんの間に向かう準備をととのえた。マントを羽は織おって、水すい晶しようつきの杖つえを片手に持つ。と、直前になって懐ふところを探さぐった皇帝は、突とつ然ぜん宮きゆう廷てい警けい護ごの任に当たる近衛このえ士し官かんを呼び出した。

「お呼びでしょうか、陛下」

「銃じゆうを出せ」

「は？」

　戸と惑まどいながらも、皇帝の命令に従う。近衛士官が携たずさえる拳けん銃じゆうは、その任を預かった際に皇帝自身から直接手て渡わたされるものだ。グールは年季の入った銃をひと目見て、

「これをおまえに渡したのはいつになる」

「は。……二十年近く前にはなりましょうか」

「旧式のままだな。希望があれば取り替かえられたはずだ」

「陛下からじきじきに賜たまわったものでございますれば」

　見れば、その士官も四十後半。

　グールはそれ以上なにをいうでもなく、奇き妙みようなことをはじめた。拳銃から弾だん層そうをスライドさせると、そこから一発の弾丸のみを取り出したのである。

　士官はなにもいわない。

　かつては冗じよう談だん好きの若者だった。グールともくだらぬことで笑いあったことさえあった。

（陛下、さすが竜りゆう神しんの御み裔すえでございます。銃弾の一発を胃袋におおさめになられますか）

　そんな上う手まくもない冗じよう句くが聞こえてきそうだ。しかし沈ちん黙もくが支配するなか、グールは懐からやはり旧式の拳銃を取り出すと、そのなかに一発を込こめた。

「よいぞ」

　と皇帝は銃を返してから、近衛士官を御ご前ぜんから追い払はらった。

　あとは、護ご衛えいのための近衛兵数名に前後を挟はさまれながら、謁見の間への道を辿たどる。

　かつかつと足音が高い天井にこだました。

　アーチ状をしたその天井にはゆらゆらと青い光が揺ゆれている。通路の左右に人工の池があって、高い窓まどから差し込む陽光を反射しているためだ。

　池には、メフィウス建国の神話に登場する竜と人の石像が左右にひとつずつ鎮ちん座ざしている。

　皇帝が謁見の間につながる道を歩むとき、必ずや目にする光景である。すなわち、これまでグールが三十年以上も親しんだ光景である。

　やがて道が尽つきると、金と赤色で粉ふん飾しよくされた扉とびらが目の前に立ちはだかった。

　触ふれ係がかりの声とともに入場する。

　すでに、常ならぬ人数が広間に集まっていた。各主要砦とりでの将軍、領りよう袖しゆうも顔を揃そろえている。皆みな、いっせいに頭こうべを垂たれた。

　どの顔にも今日きようこの日がメフィウスの未来を占うらなうものになるであろうという覚かく悟ごが覗のぞいている。だというのに、どよめき、ざわめきの類たぐいはいっさいない。あくまでその場を支配しているのは沈ちん黙もくの掟おきてのみ。

（どうやら）

　と人々はそのなかでもひそやかに視線を交わしあった。

（どうやら、陛下は本当に殿下を御ご前ぜんに招き入れるおつもりだ）

（有無もいわせず投とう獄ごくされてしまうのでは、という不安もあったが……）

（いよいよ、はじまるのだな）

　グール・メフィウスが玉座についた。長きにわたって国を統治してきた老人は、一時、玉座の壇だん一面に張られた大理石のかすかな模様を目で辿たどるふうに目線を落としていた。やがて目をあげる。その双そう眸ぼうからあふれ出る不可視の光線に射い抜ぬかれて心を読まれまいとするかのように、廷てい臣しんたちは逆に揃って視線を伏ふせた。

　沈黙はつづく。

　皇帝の隣となりには皇后メリッサ。しわぶきひとつ発するのにためらわれるほど張り詰つめた場内にあって、ただひとり、どこか退たい屈くつげである。下らぬ余よ興きようがいつまでも延々とつづいているときとそっくりの顔をしていた。

　メリッサのさらに隣にはイネーリ、フローラの姉妹もいる。皇后メリッサはともかく、娘むすめ二人の同席が許されたのも、姉のイネーリ自らが皇帝に嘆たん願がんしたためである。そのイネーリは背筋をぴんとのばし、目をことさらにみはって、これから起こるいっさいを見み逃のがすまいとしているようであり、妹のほうは逆に首をすくめて、この、得も知れぬ雰ふん囲い気きに耐たえがたい様子であった。

　そして。

　青銅のラッパが吹ふき鳴らされた。

「ギル・メフィウス皇太子殿下──おなり」

　皇帝の入場時と同じく、触れ係が澄すんだ声でその名を呼んだ。

　玉座からまっすぐに伸のびた先にある大きな扉が、儀ぎ仗じよう兵へい二人の手で左右に重々しく開かれる。

　人々は、山の端はしから猛もう烈れつな勢いで射さし染そめてきた曙しよ光こうに当てられたかのように、目を細め、扉の向こうから歩み出てきた若者を透すかし見た。

　白い絹の短衣に、短めのマント。腰こしには儀礼用の長ちよう剣けんを佩はいている。

　若者の姿が目に触れるなり、一帯を支配していた、ほとんど神しん聖せい的てきともいえる沈黙の掟が、一挙に瓦が解かいした。

（おお）

　誰だれかが呻うめき声ごえに近い音を喉のどから発する。

（見よ）

（あれは、まさしく──）

（ま、まさしく、皇太子殿下その人だ）

（ギル・メフィウス殿下は生きていらっしゃったのだ！）

　人々の姿が、ゾンガーの断だん崖がいに打ちつけては返す波のごとく揺ゆれた。

　長大なる人のうねりを左右にしながら、ギル・メフィウスは足を進める。どのようなざわめきも、どのような感情も、彼にとってはただ路ろ傍ぼうの石ころと同じがごとく、まったく意に介かいすることなく玉座の前へと進み出ると、階段を隔へだてた先でさっと膝ひざをついた。

　軽やかになびいたマントの裾すそが背に届くのを待ってから、

「お久しゅうございます」

　ギル・メフィウスは第一声を放った。

「グール・メフィウス皇帝陛下──わが父君よ。皇太子ギル・メフィウス、陛下のお招きにあずかり、こうしてここに参上つかまつりましてございます」
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　ギルが膝をついて声をあげたその瞬しゆん間かん。

　異様な感情がこの広間に吹ふきわたった。

　多種多様に入り乱れてはいたが、それをひと言でまとめるとするなら、ただ、『感動』であったろう。

　いよいよこのときが来た、と身を緊きん迫ぱくさせるものがあるなかで、同時に、死の淵ふちからよみがえってまで皇帝に立ち向かった若武者が、いま目の前にいる──という、英えい雄ゆう伝記のひと幕を見ているような思いもがこみあげてきた。

　さらに、ひと月と経たたぬ過去、同じ場所に膝をついた人物の姿を思い浮うかべる者たちも多数いた。

　それもやはり若い、というより幼いとさえいえる年ねん齢れいの少女。家臣たちの誰だれもが恐おそれる皇帝グールを前にして、その少女はかすかに身を震ふるわせながらも、最初から最後まで己の主張を貫つらぬいたのである。

　記き憶おくにある少女の姿と、いま眼前にある若者の姿とがぴたりと重なりあったとき、多数の将士や貴族たちが湧わきあがる感情を抑おさえきれなかった。

　未来への兆きざしであったかもしれない。

　と、

「よくぞ参まいった」

　広間を包んだ激しい感情のうねりにも動ずることなく、グールが口を開いた。

　グール・メフィウスもここに来て、相手を焦じらしたり、駆かけ引きのための時間をことさらに取ろうとしたりはしなかった。

「おまえをアプターへ遣つかわしたときには、こうも長々と帝都から離はなしておくことになろうとは思いもしなかった。わしの本意ではない。あまりにも多くのことが起こりすぎたのだ。そのなかに、やむを得ぬ仕し儀ぎもあったとはいえ、しかしわしにも理解できぬことがある。それは、この場に集つどった大勢の臣下たちも同様であろう」

「は」

　かつて剣けん闘とう士しとして民衆の娯ご楽らくのために殺しあいをさせられていた男が、皇太子の顔をして声をあげる。

「わしは、おまえをアプターの守り手に選んでソロンから出立させた。タウーリアの領主アークスが隙すきをうかがって、われらが領土を狙ねらっている動向があきらかになったためだ。実際、アプターでは二度ほど戦せん闘とうになったと聞く。結果、アプターを奪うばわれることはなかったが、おまえは西方タウーリアとの同盟を独どく断だんで決めた。ばかりか、直後には、これも無断でガーベラへの援えん軍ぐんも差し向けている。イネーリに使者として発たってもらい、そればかりはならぬと釘くぎを刺さしたにもかかわらずな。これらに関して、まずどう釈しやく明めいをする」

　皇帝の放つ、最初の一いつ矢しである。

　オルバはかすかに顔を下向けながらも、張りのある声で応じた。

「そも、アプターは寡か兵へいで守りきれる砦とりでではございませぬ。一度目の戦せん闘とうの際は、ソロンに来援要よう請せいをしようにも間にあわず、恥はずかしながら窮きゆう地ちに陥おちいった折おり、アプターを引きあげかけていたガーベラ軍に救援いただいた次第。しかし、アークスが間もおかずして攻せめあがってくるだろうことは想像に難かたくなく、わたくしはそこで陣じんを深く引いて、あえてアプターにアークスを誘さそい込こみました。激しい戦闘の結果、砦は半はん壊かいの憂うき目めにあいましたが、アークスにも痛手を与えることに成功。これ以上の被ひ害がいは互たがいのためならず、とともに兵を引こうと約束を交わしましてございます。その折り、アークス・バズガンとのあいだに奇き妙みような交流も生まれました」

　オルバはゆったりと間をもって答える。つづけて、

「このとき、ガーベラとエンデのあいだに戦せん端たんが開かれるやもしれぬという情報もわたくしの耳に届いておりました。ガーベラはいうまでもなくわたくしの未来の妻ビリーナ・アウエル王女の故こ郷きようであり、すなわち同盟の約定を交わした国。アプターでお助けいただいた恩もある。陛下におかれては、この戦いくさがことさらに拡大せぬであろうという確信をお持ちの上、下へ手たに関与していたずらに戦火を燃えあがらせてはならぬという信念をもってして、『救きゆう援えんしてはならじ』という伝言をイネーリに託たくされたのでありましょうが──」

　そこでオルバがちらりと皇おう女じよのほうを仰あおぎ見た。実際のところ、イネーリはこの伝言をわざと遅れて皇太子に伝えている。しかし無論それを強調したところで言いい訳わけがましくなる上に、オルバもそれを耳にしていたからとて、ガーベラ救援を取りやめたとは思わない。

　視線がかちあったその一いつ瞬しゆん、イネーリが身をこわばらせるのがわかったが、オルバはすぐに皇帝の面上へ目線を戻もどして、

「わたくしもいくたびか戦いくさを経験した身。メフィウスが、ガーベラとの同盟を遵じゆん守しゆする意志を見せつければ、エンデも戦せん端たんを開く前に必ずや退くであろう、という確信を抱いだいておりました。陛下のご慧けい眼がんにくらぶるまでもなく、浅せん慮りよで若さゆえの思いあがりもあったろう、といまにして顔の赤らむ気持ちもするものの、そのときはそれこそがガーベラとの友情と『義』を守る最良の策かと思ったのです。それに無論、若じやく輩はいの身なれど、いっぱしの覚かく悟ごは抱いておったつもりです。わたくしとて陛下の一家臣に過ぎぬ身分。陛下のご命令を受けた上でそれに従わなかった罪は、言い逃のがれできぬものであるゆえ、正式な沙さ汰たがくだるまで、アプターにてひたすら身を伏ふせておくつもりでした」

　オルバは語る。

　家臣たちは皆みな寂せきとして声もない。

　沈ちん黙もくには、ただ皇帝グールに恐おそれおののくばかりでない、確かに次代を見極めようとする意思も含ふくまれているように、オルバには感じ取れた。

　また、少なくとも、オルバが語っているあいだは、グールも無む下げに言葉を挟はさんだり、頭ごなしになにかを決めつけたりすることもない。

　グールが望んでいるのはあくまで直接対決。槍やりも、銃じゆうも、盾たても、布ふ陣じんも──、すべて言葉がその代わりとなって両者のあいだに飛び交い、あるいは、張り巡めぐらされている。皇帝と皇太子は一見、それらが公平な条件のもとに取り揃そろえられたものであるという前ぜん提ていの上であい争わねばならぬのだった。

　したがって、これも戦である。

　言葉ひとつを誤れば、それは敵にむざむざ斬きり込こむ隙すきを与えるのと同じことだ。言葉をひとつ失えば、それは千の兵に値する有能な将を失うのと同じことだ。そしてどちらかの言葉が尽つきたとき、それはどちらかの命運もが尽きるときである。

　オルバが──本来、その生も、その死も、歴史に記されることなく、土地に息づく人々にほんのわずかばかり記き憶おくされてやがては風化していくばかりの人生を送るべき人間が──、一国の皇帝という身分になりあがるため、最後に乗り越こえねばならぬ戦いであった。剣けんや謀ぼう略りやくによるものではない、ただ『父』を相手に、偽にせ者ものでありながら本物の証あかしを立てねばならない、というそれこそが。

　皇太子がいったん言葉を切ったと見て、皇帝は眉まゆをあげた。

「そう、わしはすぐさまアプターへ伝令を走らせて、おまえをソロンに招き、玉座の前にてそのほうの言い分を聞くつもりであった。まさしく、このようにしてな。だが、アプターに戻もどった直後、息子むすこは何者かの狙そ撃げきを受けてこの世を去った。わしはそのように聞いている。実際、アプターには捜そう索さく隊たいも出したが、皇太子ギル・メフィウスの姿はどこにも見つけることができなかった」

「──」

「そのときわしが味わった悲痛な思いは、メフィウス全領民が共有したものだ。だというのに、おまえはいまこうしてわが目前に膝ひざをついておる」

　グール・メフィウスは重たげな瞼まぶたの下から、息子と同じ名を名乗り、同じ姿をした者を鋭するどくねめつけた。

「なぜ、わざわざ自らの死を偽ぎ装そうし、家臣、領民ばかりか、父たるわしをもたばからねばならなかった」

　オルバは「は」といったん頭こうべを垂たれなおした。

　以前、ビリーナ王女からも同じ種類の疑問を投げかけられた。

（アプターで亡くなったはずのあなたが、いまのいままでなにをし、どのような経けい緯いで戻ってきたか。さあ、いってごらんなさい）

　そのときは、オルバの眼前には銃じゆう口こうがきらめいていた。

　いまも、目には見えぬ銃や刃、断頭台が皇帝の背後にちらちらと透すけて見える。

　オルバは、さらに心身を緊きん迫ぱくさせながら、以前王女に語った『事情』と似通う内容を話しはじめた。

　領地検分の折おり、黒くろ兜かぶと団だん団長オーバリー・ビランがかつてアプター近きん隣りんの村を襲おそった過去を知ったこと。

　その調査を進めるなか、オーバリーがまた新たに国境付近の村を襲うために部隊を動かしたこと。

　直前になってギル自身もそれを察知したが、制止するための兵を集めるのに間にあわず、やむを得ず村に罠わなをしかけることで、実力行使においてこれを撃げき退たいせねばならなかったこと。

「その際、惜おしくもオーバリー・ビランを討うち洩もらしてしまいました。しかし黒兜団の兵を捕とらえて聞きだしたところによると、オーバリーめはわたくしを暗殺する計画をも立てており、それを西方の仕し業わざに見せかける予定であったといいます。いえ、そもそも村を襲おうとしたのも、タウーリアの仕業とすることで、ふたたび対タウーリア戦争を起こそうという目的があったのです。それも──、オーバリーひとりの策さく謀ぼうでないこともほのめかしておりました」

　新たな『事実』が淡たん々たんと語られていくなか、廷てい臣しんたちの顔にも驚おどろきと当とう惑わくの色が代わる代わる覗のぞいている。

「ほう？　では、オーバリーと共きよう謀ぼうしていた者とはなに奴やつだ」グールは鼻はな息いきで髭ひげをそよがせながら聞いた。「この場に集つどった者どものなかに、そ奴の名はあるか」

　オルバはふと視線を周囲に巡めぐらした。一いつ瞬しゆん、広間内が先ほどまでとは別種の緊きん張ちように包まれたが、

「いえ、末まつ端たんの兵卒にはその名前まではあきらかにされておらぬようでした。それゆえ、自分も強い警けい戒かいを抱いだかずにはいられませんでした。メフィウスにおいて、何者かが、わたくしの──ひいては、陛下のあずかり知らぬところで、他国との戦せん闘とうを目もく論ろんでいる。それも、皇族たるわが命を秘ひ密みつ裏りに奪うばってでも遂すい行こうしようとしている。これはあるいは、かのザット・クォークが企くわだてた謀む反ほんと同等の陰いん謀ぼうが進行しているのではないかと、そう考えたのです」

「──」

「わたくしはすぐさまこの情報を持ってソロンに駆かけ戻もどるべきであったかもしれません。しかし、またも若じやく輩はい者ものの浅知恵と笑われましょうが、あのときの自分は陛下のご命令に歯向かったばかりの身。果たしてのこのこソロンに戻ったところで、陛下はわが言葉を信しん頼らいに足るものとしてお耳に入れていただけるだろうか、と頭を悩なやませたのです。かえって、オーバリーに連つらなる者──その邪じや悪あくな何者かに、真実を秘ひ匿とくする好機を与えるだけではないかと。さりとて、もしソロンに戻れと陛下から沙さ汰たがくだったとき、これにまたも逆らうようなことがあれば、わたくしはますます信頼を失しつ墜ついしていたでしょう」

　このとき、ギルが言外に込こめた意味を、人々は皆みな等しく理解していたはずだ。

　西方侵しん攻こうを目論んだ『何者か』とは、オルバが広間を見わたすまでもない、誰だれもが推察できることである。

　すなわち、グール・メフィウス皇帝。

　当然のこと、語っているオルバ自身、これが正確な事実でないことは承しよう知ち済みだ。皇帝が以前から西方への野心を抱いていたのは想像にかたくないが、いざ実行に移そうとしたのは、むしろギル・メフィウスがアプターで死をよそおったあとである。

　だがいずれにせよ、皇帝がタウーリアへ軍事部隊を派は遣けんした事実がある。この事実ばかりはいかに強権を振ふるう皇帝とて消し去ることはできない。

「唯ゆい一いつ真実を知る自分が、もしも陛下に咎とがを受けて謹きん慎しんさせられたり、その何者かによってふたたび命を狙ねらわれたりすることがあれば、国はいき先を誤り、民も家臣も望まぬ西方との戦いくさに駆かり立てられる恐おそれがございました。そしてこのギル・メフィウス、アークスどのと同盟の約束を交わしたばかり。ガーベラのときと同様、義を損そこなうわけにはいかぬゆえ、ここはいったんオーバリーの部下に狙そ撃げきされたことにして、メフィウスを離はなれ、西方にこの急を知らせることを思いついたのです」

「では、そのほうは、われらが皇太子死亡の報を受けて悲ひ嘆たんにくれているあいだ、西方タウーリアにて、ほかならぬわれらが善ぜん良りようなる兵士どもを迎むかえ撃うつ準備をかためていたというわけだな」

「苦く渋じゆうの決断でございます。西方との同盟は確かにわが独断でありましたが、このソロンを出立する際、陛下からはタウーリアとのことはすべてお任まかせいただけるというお言葉も賜たまわっております。互たがいに損失の少なからぬ戦いではありましたが、タウーリアとは正々堂々戦い、その上で領主アークス・バズガンどのと友情を誓ちかいあった。これを、野望抱いだきし何者かの策さく謀ぼうにて踏ふみにじられるわけには参まいりませんでした」

「──」

　ひざまずいたその背中から、煙けむりを立ちのぼらせんばかりに意気を充じゆう溢いつさせた皇太子と異なって、なぜだか皇帝グール・メフィウスは急にこれらの言葉のやり取りがわずらわしくなったかのように見えた。

　傍はた目めにも、あきらかに力を振ふり絞しぼるがごとき様子で口を開いて、

「ならば、タウーリアを守った直後にでも、こうして自らソロンへ来て、わしに直接語りかければよかった。なぜ、わざわざアプターにおいて名乗りをあげ、わしの遣つかわせた部隊と戦う必要があった」

「陛下には、わが言葉をお聞き入れる準備があったと？」

「死したはずの息子むすこがあらわれれば、どのような父も耳くらいは貸すであろう」

「いいえ」

　オルバはきっぱりと言い放った。人々が息を吞のむなかにあって、

「タウーリア侵しん攻こうに失敗したばかりの陛下が、聞く耳をお持ちであったとは、畏おそれながらとうてい思えませぬ。西方の邪じや悪あくな魔ま術じゆつの産物であるとか、国に謀む反ほんの意を抱いだく何者かが影かげ武む者しやを担かつぎあげての狂きよう言げんであるとか、そのようにお決めつけになられ、人知れず処刑されてしまわれたのではなかったですか」

　グールは何事か唸うなった。怒ど鳴なり声ごえをあげようとして直前で思いとどまった、あるいは失敗したように見えた。

　敵対する人間の気力が失うせているのを見み抜ぬけぬオルバではない。また、広間に漂ただよいつつある空気が嗅かぎ取れぬオルバではない。いまこの場こそ、腰こしから見えざる剣けんを引き抜いて突つきつけるべきときだと、彼は本能的に察知していた。知らず、腰をぐっと前に突き出す素そ振ぶりで膝しつ行こうしつつ、

「先ほど、苦渋の決断と申しあげたばかり。国を割るのはわたくしにとっても断だん腸ちようの思いであったなれど、一刻も早く西方を、ひいてはメフィウスの平安を守るため、あえて心を鬼おににして剣を取った次第。事実、わたくしが命を賭として名乗りをあげ、刃と弾だん丸がんの雨のなかをかいくぐってビラク、ネダインを取ったからこそ、ようやく、陛下はこうしてわが言葉に耳を傾かたむけていただける心境になられたはず。剣に血の一いつ滴てき、鎧よろいに弾だん痕こんのひとつもつかぬままに御ご前ぜんに進み出たところで、結果はオーバリー・ビランを罠わなにかけた直後と同じこと、わたくしの語る真実などは闇やみに葬ほうむられ、オーバリーを操った何者かを喜ばせるだけであったことでしょう」

「自らを証明する、そのためだけにわが国の兵を殺したというか」

「繰くり言ごと」

　どこか、追い詰つめられた獲え物ものが放つような皇帝の言に比して、ギルの言葉は、皆みながはっとなるほどの力に満ちていた。

「……にしかなりませぬ、父君。何度も申しあげたとおり、わたくしとてメフィウスの武人を討うつのは耐たえがたかった。このギル・メフィウスが剣けんを振ふりおろして兜かぶとを割った兵士は、ここに集つどった誰だれかの親であるかもしれず、兄弟であるかもしれず。また、狙ねらいを定めて銃じゆう弾だんにて胸むねを射い抜ぬいた兵士は、いま領内の都市や村で泣なき声ごえをあげるあわれな幼子らの親であるかもしれず、老いた人々の孫であるかもしれず。いかに清せい廉れん潔けつ白ぱくな身の上を証明しようとしたとて、この戦いで負った傷は、メフィウスから、そしてわたくし自身からも、容よう易いなことでは拭ぬぐい去れないでしょう。であればこそ」

　ギル・メフィウスが面おもてをあげる。

「であればこそ、陛下には、わが言葉をお聞き入れいただきたい。メフィウスが負ったこの痛手が無む駄だにならぬために。決して、これ以上無む益えきな戦いくさに碧へき血けつの流れることがなきように。陛下、なぜわたくしがネダインを取り、決して不利な状じよう況きようでないにもかかわらずこうして御ご前ぜんに進み出させていただいたか。なぜ、こうして集った諸しよ将しよう諸しよ侯こうの前で陛下とお言葉を交わさせていただいているか」

（なぜだ）

　とは、もはやグールは口を開きもせぬ。

　その沈ちん黙もくを足がかりにしてさらに飛ひ躍やくするかのように、オルバは語調を強めて、

「アリオンがエンデ侵しん攻こうに動き出したとの報を耳に入れました。エンデから救きゆう援えんの要よう請せいが届いているとも。陛下、ここはぜひわたくしめにお申しつけください。お許しがいただければすぐさま部隊を編へん成せいし、アリオンの野望を喰くい止めてご覧らんに入れましょう」

　宮中、ついにはどよめきを隠かくせなくなり、家臣たちは揃そろって顔を見あわせた。

　アリオン来らい攻こうの知らせは彼らも聞きおよんでいる。東の大国である。ひょっとしたらエンデを足がかりに大陸中央部へ軍馬を進めるつもりなのではないか、という危き惧ぐは当然彼らのなかにもあった。

　グール皇帝はガーベラから息子むすこの妻に姫をもらいうけながら、エンデとのつながりも画策していたことがある。したがってこの救援要請にもすぐに乗るかと思いきや、いまのメフィウスからは容よう易いに兵を割けない理由がある。ほかならぬギル・メフィウスの件である。

　その当人であるギルが自らエンデへの救援に乗り出すという。しかも、それがためにわざわざ有利な自軍陣じん地ちを離はなれて、帝都ソロンへ──いわば、敵対者の懐ふところのなかへと──飛び込こんできたのだともいう。

　人々の目に、いまのギル・メフィウスがどう映っていたことか。

　稀き代だいの英えい傑けつか、はたまた史上まれに見るうつけ者か。

　いずれにせよ、その名、その姿は、こうしてじかに目もく撃げきした以前よりはるかに大きなものとなって、将軍、貴族らの胸むねに突つき刺ささっていたのは確かだった。

　そう、アリオン侵しん攻こうという事実があればこそ、こうしてオルバが命の危険をおかしてまでグール皇帝の眼前に膝ひざをつかねばならなかったのは事実だ。だが同時にそれは──以前パーシルに語ったとおりに──オルバにとってひとつの光明とも見えたのである。

　アリオンは、グールにとってもギルにとっても共通の敵になり得る存在。だから、それを利用した。いうなればオルバは皇帝に『逃にげ道』を用意したのである。

　生きるか死ぬか、の戦いとなれば、必然、皇帝も力の限りに喰くい下がろうとするであろう。それではソロンを火の海にするのと変わらない。パーシルが指し摘てきしたようにオルバをふたたび人知れず葬ほうむる手段を取ることも考えられる。

　だから、あえて勝敗をごまかした。

　この場において性急に勝利を求めぬギル・メフィウスの態度、そしてその『逃げ道』に乗っかり、ギルをエンデに派は遣けんすることでひとまず場の収しゆう束そくをはかるしかない皇帝の態度は、必ずや大きな影えい響きようを家臣たちにもたらすであろう、とオルバは考えたのである。

「陛下、ご決断を」

　ギルの背から立ちのぼった無色透とう明めいの煙けむりは、ついには哀あわれな老人をも吞のみ込こんで、この広間の隅すみ々ずみにいたるまでその支配領りよう域いきを広げるかに思われた。

「なるほどな」

　皇帝グール・メフィウスは重たげな瞼まぶたで目をしばたたいた。

　しばしの間。

　ふと、言葉の応おう酬しゆうが途と切ぎれたその一いつ瞬しゆんを挟はさんで、グールはどこかやんわりとした口調でいった。

「そなたの言葉、一理あるのは確か。父であるわしも聞き惚ほれるくらいのものだ。こうして面前に呼び出し、じかに言葉を交わせてよかったと思うておる。伝令づてにただ話のみを聞いていたときは、どのような愚おろか者ものがわが息子むすこの名を騙かたっておるのかと思っていたものだが、なるほど、いかにもメフィウスの皇太子にふさわしい面つら構がまえであり、誇ほこりある魂たましいを抱いだいている。ローグ、オーダインらが、そなたの側についたのもわかろうというものだ」

（おお）

　宮中はふたたび揺ゆれた。

　グール・メフィウスの髭ひげにうずもれた口もとには笑えみさえ覗のぞいている。皇帝も、ついに認めたのだ。目の前にひざまずく人物がまぎれもなく実の息子であること、真のメフィウス皇太子であることを。

　そしてそれは、メフィウスの未来をも決定づける事実であった。

　オルバは恭うやうやしく頭こうべを垂たれていた。

　肺はい腑ふの空気を残さず搾しぼり取ろうというふうに、ひそかに嘆たん息そくする。ひとまず、戦いの節目がついた。あとはアリオンの勢力をエンデと協力して撃げき退たいする。これはメフィウスを守るばかりか、ギル皇太子にとって、より確かな実績となるであろう──。

「ただ、もうひとつ」

　グール・メフィウスが、和なごやかになりかけた広間の空気を割るように、奇き妙みように鋭するどい声でいった。

　そしてその瞬しゆん間かん、オルバは、いまのいままで息をひそめていた猛もう獣じゆうが、グール皇帝の背後からものもいわずぬっとばかりに巨体を立ちあがらせたように感じられた。

「もうひとつだけ、確認しておきたいことがある」

「それは。……いったい、なんでございましょう」

「この場において衣服を取り去り、その背中をわしに見せてみよ」

　グールはその声に長々とした余よ韻いんをひびかせた。

　少なくとも、オルバにはそう聞こえていた。










　三章　ガーベラ王都にて
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　目を覚ましたとき、そこに懐なつかしい顔があった。

　すでに夕刻近いらしい。窓まどから入る陽ひ射ざしがほんのり赤い。

　ビリーナ・アウエルはぱちぱちと瞬まばたきしながら、

「お爺じいさま」

　とこちらを覗のぞき込こむ懐かしい顔に微ほほ笑えみかけた。

「また。……また、わたし、眠ねむってしまっていたのですね」

　祖父のジオルグ・アウエルも笑い返した。

　季節の折おり々おりごとに、ビリーナは離り宮きゆうで祖父と過ごすのが慣かん例れいになっていた。釣つりをして、狩かりに同行して、かくれんぼをして、戦争ごっこをして、とにかく外でいっしょに遊びまわった。

　いつしか遊び疲つかれて眠ってしまったときなど、ジオルグは孫まご娘むすめを負ぶって帰路につき、そしてベッドで目を覚ましたビリーナを、いつも上から優やさしく見つめていた。

「このままお休みするかね。それとも、暴れん坊ぼうのお姫さまはお腹なかがぺこぺこのはずだから、そろそろ食事の時間かな」

　それも昔ながらの懐なつかしい言葉だ。このあと、祖父の側そば仕づかえにふさわしく、きびきびと無む駄だのない動きと柔にゆう和わな笑えみを絶やさない使用人たちにかこまれながら、食事をする。それから、祖父が読んでくれる古い英えい雄ゆう物語にわくわくして耳を傾かたむけるのだ。

（あ──）

　ビリーナは甘あま酸ずっぱい思いが胸むねに広がっていくのと同時に、そのとある一点で、激しい痛みをも感じないわけにはいかなかった。

　いつまでも懐かしい感かん傷しように浸ひたっていたい一方で、

（こんなはずはない）

　と訴うつたえかける声がある。祖父がここにいるはずはない。いや、本来ここにいるはずがないのは逆に自分のほうか。

（夢。夢か）

　ビリーナは合点した。とともに、いい知れない悲しみに襲おそわれて、思わず瞼まぶたの裏が熱くなるのを覚えた。

「お爺じいさま。来て、来てくださったのですね」

「ああ、来たとも」

「わたし、いつまでもお爺さまに甘えてばかりで。もう自分ひとりでなんとかやっていける、やっていかなければ、と何度となく決意したのに。だのに、肝かん心じんなときにお爺さまに会いたくなる、叱しかってほしくなる。だからこうして来てくださったのですね。弱いビリーナをお叱りするために」

　ぼんやりとしたビリーナの述じゆつ懐かいを耳にして、ジオルグは、（おや）というふうに眉まゆをあげた。それから咳せき払ばらいひとつして、

「構わないよ。おまえがメフィウスへ出立する直前、離り宮きゆうで別れたとき、それが今こん生じようの別れになるものと覚かく悟ごはしていた。だからこうして、たとえ夢のなかでもおまえの顔を見ることができて、それだけで満足だ」

「あのときのわたしは、馬ば鹿かでした」

　ビリーナは天井を見あげて、つぶやいた。見覚えのない天井だ。あの離宮とはちがう。夢とはいえ、なにもかもが理想どおりになるというわけではないらしい。

「あのとき、わたしはメフィウスへ嫁とつぐためにガーベラを離はなれる身でありながら、でも、近いうちに必ずやお爺さまに再会できるものと思っていたのです。あのときのメフィウスはわたしにとって憎にくむべき、そして討うつべき敵国でしかありませんでした。だからその敵国の内情を探さぐり、母国を勝利せしめるだけの秘ひ密みつを握にぎったあとで、必ずやガーベラに凱がい旋せんするものと思っていたからです。でも……」

「でも？」

「わたしは、じき、ガーベラ王国の人間ではなくなります」ビリーナは瞼まぶたを震ふるわせながら、さながら戦場で名乗りをあげる戦士のようにいった。「わたしは、いずれメフィウスの人間になりましょう。そう覚かく悟ごを決めました。かの地がわたしの帰るべき地であり、かの地に住まう人々こそがわたしの愛する領民であります」

　瞬しゆん間かん、ジオルグの表情が変わった。

　白い眉まゆを寄よせ、口もとをぎゅっと引きしめる。ビリーナの胸むねが詰つまった。それは、もし二国に事あらば、祖父にすら弓を向けると宣言したにも等しかった。

　ジオルグ・アウエルの性格から考えて、孫まご娘むすめを「裏切り者」と罵ば倒とうすることはすまい。しかしその胸きよう中ちゆうに怒いかりや悲しみがよぎるのを考えれば、正面から罵ののしられるのと同等、いやそれ以上につらいものがあった。

　と、

「なによりだ」ジオルグはうっすらと微ほほ笑えんでいった。「その言葉を聞けて、わしはなによりもうれしく思う」

「お爺じいさま」

「おまえがどこへいこうとも、わしの愛するビリーナである、それがなによりの証あかしだからだ」

（お爺さま）

　と繰くりかえそうとしたビリーナだったが、二度目は、もう声にならなかった。感極まって、思わずその場に起きあがろうとする。と、頭に鈍どん痛つうを覚えた。ふらつきそうになったところを、祖父の腕うでがのびてきて支えてくれる。記き憶おくにあるよりそれは細くなっていたが、しかし確かな力と肉感を備えていた。

　ジオルグの体温を肌はだに感じた瞬間、ビリーナはここへ来て、はっとわれに返った。

「お、お爺さま？」星をちりばめたような瞳ひとみを呆ぼう然ぜんと見開いて、いまさらながらに問いかける。「本当の、お爺さまでいらっしゃいますか？」

「そうだとも」ジオルグは片方の目を閉じた。「たとえおまえがガーベラ国王女の肩かた書がきを捨てることになろうとも、わしの孫娘であること、これは永遠に変わることはないからな」

　驚おどろきや喜びが順繰りビリーナの頭を巡めぐっていくなかにあって、次第次第に記憶が整理されていった。

　そう、本物の祖父が近くにいるということは、ここはガーベラ領土にちがいない。ただし王宮でも、祖父とよく過ごした離り宮きゆうでもない。聞けば、ザイム砦とりでの一室であるという。ザイムといえばガーベラ北方、エンデとメフィウスとも近い守りの要よう衝しようだ。

「こんな遠いところへはるばる……。お身体からだのほうは、無事なのでありますか？」

「ここのところ、すこぶる調子がよいのだよ。半月前には乗馬もできたほどだ、案ずるな」

　そう優やさしく語りかけるジオルグに、思わず微笑み返しそうになりながら、しかしビリーナはその顔を強引に背そむけた。

　先ほど、夢のなかの出来事だと思っていたときに自身が述べていたとおりの理由だ。もう、（甘あまえてはならない）という気持ちがある。祖父は「調子がよい」といいはしたものの、自分がいつまでも弱く、頼たよりないからこそ、弱った身体からだに鞭むち打うって駆かけつけてこねばならなかったのだ。

　が、背けた頰ほおに祖父の手が触ふれた途と端たん、懸けん命めいに堪こらえようとしていた感情の波があふれ出た。どうせ、もうとっくに引き返せぬところまで昂たかぶっていたのだ。ビリーナの瞼まぶたがふたたび熱くなり、今度はそのなめらかな頰に落らく涙るいを許した。一転して、ビリーナは祖父にすがりついた。その温度が、匂においが、ただただ祖父や両親に守られてさえいればよかった、陽ひだまりにぬくもっているような日々を思い返させた。

　あとは、もう抑おさえようもなかった。祖父の胸むねに顔を埋うずめながら、怒ど濤とうのように言葉があふれ出てくるのに任まかせた。誰だれかに伝えたいと思っていたこと、逆に、ひとりで抱かかえねばならないと思っていたことの境目さえ激情の前にはたやすく決けつ壊かいして、声が追いつかないほどの速度で、ただひたすら心に浮うかぶままにしゃべりまくった。

　メフィウスの人々は『敵国』というイメージでとらえていたときよりよほどあたたかみのある人が多かった。シモンという方はお爺じいさまに似ていた。でも亡くなられてしまった。自分の信念を貫つらぬいたゆえにだ。反対に、グール皇帝は祖父と似ていない。誰も信じず、また誰からも信じられていないようだ。たやすく家臣を殺そうとさえする。なぜ誰も祖父のようになれないのだろう？　剣けん闘とうはやはり野や蛮ばんだ、好きになれない、しかしそこで生きていく人々も確かにいる。そして、

「ギル皇太子は……」

　勢いに任まかせてしゃべっていた少女だったが、ふと皇おう子じの名を出すと口が止まった。祖父はかすかに笑って、

「子供のようで、それでいて、油断のならぬ方、であったかな？」

　と助け舟を出す。以前──帝都ソロンにてザット・クォークの謀む反ほん劇げきがあったあとであったか──、ビリーナが手紙で書いて祖父に知らせたことがある。その一文を覚えていたのだ。

「はい」

　ビリーナも涙なみだながらに微ほほ笑えんだ。

「世間でいわれるほどに愚ぐ鈍どんな方ではありませんでした。でも、他人にいえない秘ひ密みつを常に抱え込んでいて、滅めつ多たなことでは心を開こうとしない意い固こ地じな方でもあります」

　そこまで口にしてから、はたとビリーナの胸にある考えが浮うかんだ。自分もいろいろなことを胸に抱え込んだつもりではあっても、こうして、心の底から信しん頼らいする祖父の胸に包まれると、たわいもなく口を衝ついて出てきた。あたたかい胸に包まれながら、なにもかも洗いざらい話せる人がいるというのはなんと幸せなことだろう。

（あの方には──）

　そういった方がいらっしゃるのだろうか、とビリーナは思ったのだ。

　決して、家族の愛に恵めぐまれた方ではない。実の父と兵馬を交わして戦っているのがそのなによりの証あかしだろう。生母はすでに亡くなられ、現在の母や妹たちとは血がつながっていない。

　シーク、ギリアム、それにホゥ・ランといった部下たちとは、余よ人じんにはうかがい知れぬつながりがあるようにも見える。ただしそのひとりシークは戦場で命を失い、またやはり、ほかの人々とも腹を割ったつきあいがあるとも思えない。

（おや）

　もうひとり、肝かん心じんな人物がいる。オルバという元剣けん闘とう士しの男。皇おう子じギルがなにかを期して動くとき、必ずやもっとも重要な任を帯びてきた。つまり、ギルがもっとも信頼をおいている男だということができるだろう。

　だというのに、この二人ふたりのつながりが想像できない。二人がいっしょにいるところ、会話をしているところなどほとんど見たことがないのも原因のひとつにあろうが、なにか、根本的な部分でこの二人に関する認識が、足りない、もしくは誤っているようにビリーナには思えた。

「孤こ独どく」

　とビリーナは囁ささやいた。

「孤独な方です、ギル・メフィウス殿下は。思えば、恐きよう怖ふをもって家臣たちを強圧するグール皇帝陛下も孤独な方であるように見受けられます。なぜでしょう、お爺じいさま。為い政せい者しやとはそういうものなのですか。人の上に立つとは、そういうことなのでしょうか」

「そういった面もあろう」

　ジオルグは頷うなずいた。腕うでに包まれた孫まご娘むすめが、次第次第に甘あまえてばかりの幼子から、『王女』としての顔を取り戻もどしていくのを見つめながら、

「王は、その国で唯ゆい一いつにして孤高。意識してそうならざるを得ない面もあろうし、望むと望まざるとにかかわらずそうなってしまう面もある。いまさら歴史を紐ひも解とくまでもなく、血をわけた家族にさえ命を狙ねらわれることもあるのだから」

「……はい」

　王女は軽く頷いた。

　ようやくのことで落ちついたか、もう自分で制せい御ぎよしきれぬほどの言葉があふれ出ることはない。

　しかし本音をいうならば、ビリーナが他者に打ち明けたい話題はもうひとつだけ残されていた。

　それは、

（この手で、人を撃うった）

　ということだ。

　祖父に話しているうちに、自分がなぜ、どのような経けい緯いがあってガーベラ領土に舞まい戻もどってきたか、徐じよ々じよに思い出してきた。そう、自分はメフィウス領を荒あらしていたガーベラ騎き士しサラマンドを撃げき退たいすべく、皇帝グールより百の兵を借り受けて、このサラマンドの部隊と直接相対した。

　そのとき、ビリーナは銃じゆう口こうを掲かかげ、サラマンドの胸むねめがけて銃じゆう弾だんを放ったのである。

　いままで護ご身しん用に銃の訓練はしてきた。西方において、村を襲おそった暗殺者相手に銃撃したこともある。そのときは敵の足もとを狙ねらった。

　だが、今回は。

　瞬しゆん間かんの記き憶おくはいまも生々しい。引き金を引いたときのあの感かん触しよく。サラマンドを撃うつ──すなわち『殺す』と決めた瞬間に感じたもの。手ごたえ、というのか。直接刃を振ふるって、肉を、骨を断ったわけではないにせよ、あの瞬間、確かにビリーナは命の重みを指で感じ、そしてその重さを失わせようとしたのだ。

　後こう悔かいはない。

　ビリーナとて、百名の命を背中に負っていた。百名のさらに背後には、メフィウス帝都ソロンがあり、さらに後方には、皇おう子じギル・メフィウスが仲間たちとともに動きを待ちつづけていた。

　サラマンドは討うたねばならぬ男であった。メフィウスのみならず、ガーベラにとっても国を誤らせる存在であり、皇子ギルと皇帝グールが直接あいまみえるのに邪じや魔まな存在でもあった。

（だから、撃った。だから、後悔はない）

　繰くりかえし、ビリーナはそう思う。半なかば言いい訳わけのように自分にいい聞かせているのではないか、という内心の声は十分に承しよう知ちの上で。

　そうした事こと柄がらをも、危うく祖父に話したくなった。すんでのところで、堪こらえた。

　祖父に嫌きらわれたくなかった、からではない。そんなことまでも口にして、楽になろうとする、どこかへ逃にげ込こもうとする心をこそビリーナは嫌った。引き金に指をかけたときのあの覚かく悟ごさえ失われる思いがするからだ。

　先ほどの皇子の話ではないが、それこそ、いまは胸に秘ひしておくべきことだろう。いっこうに癒いえぬ傷口から、絶えず赤い血が流れ出るのを意識しながらも、じわじわとかさぶたができてくるのを待って、それから、誰だれかに打ち明けたくなったときにはその傷きず痕あとを見せればよい。

「お爺じいさま」

　と語りかけたとき、すっかりビリーナはいつもの顔を取り戻していた。

「ん？」

「いま、メフィウスはどのようになっています。皇太子殿下は、どう動かれたのですか」

「まだ目立った動きはない」焦あせるな、というように、先代ガーベラ国王は首を縦たてに振ると、静かにビリーナの肩かたを押おし離はなした。「おまえが倒たおれてから二日と経たっておらぬゆえな」

　ビリーナが目を覚ましたこのときは、まだメフィウス皇太子がネダインを取っておらぬころである。ただ、アリオンはすでにエンデめがけて動きはじめ、その救きゆう援えんを乞こう使者がメフィウスとガーベラにも届いていた時期にあたる。

「アリオンが」

　ビリーナがぱっちりと目をみはる。噂うわさは、ビラクにいたときより耳に届いていた。ということは無論ギル・メフィウスの耳にも入っていよう。

「殿下ならば、すぐにエンデへ駆かけつけたいと思われるはずですが。いまのメフィウスでは、どうなるか」

「うむ」

　ジオルグは、孫まご娘むすめに再会して以来絶やさなかった微ほほ笑えみを、この瞬しゆん間かんに消した。

　ビリーナも気づいて、

「ガーベラは、どのように動かれるつもりなのでしょう？」

　と聞く。ジオルグは小さく嘆たん息そくした。

「いまだ動かぬ。というよりも、動けぬ。メフィウスでは実の父子が争っているというが、ここガーベラでもさほど状じよう況きようは変わらん。血をわけた兄弟が反目しあって、いっこうに事態が進展しておらぬのだ」




　　　　２




　エンデからの援えん軍ぐん要よう請せいを受けて、ガーベラ国内の議論が活発になった。

　アリオンという強国がいよいよ『こちら側』に手をのばしてきた事実は、当然相応の緊きん張ちようをもって迎むかえられたものの、

「ひとまず動きが確認されたのは、カセリア王子率いる第一陣じんのみ」

「エンデとアリオンは昔から因いん縁ねん浅からぬ仲だ。エンデのジェレミイ公子が魔ま道どう王朝の旗を持ってアリオンに助けを求めたがため、アリオンとしては放ほうっておくわけにもいかず、ひとまず部隊を出したに過ぎぬのではないか」

　と、大おお掛がかりな戦いくさになるのを疑問視する声もあった。

　さらには、

「エンデの次期大公に選ばれたのは、エリック公子だ」

「エリックといえば、つい先ごろ、ガーベラ国境を侵おかした張本人ではないか。明確な謝罪もいまだないまま、そんな人物を国主に押おしいただこうとする時点で、エンデはガーベラとの友好を軽視しておる」

　という感情論もあった。

　それに真っ向から異を唱となえたのが、猛もう虎こ騎き士し団だん長ゼノン・アウエルである。すなわち、ガーベラの第二王子にして、エリック公子侵しん攻こうの折おりにそのエリックとじかに剣けんを交えた当人でもある。

「初動をくじくが大事」

　とゼノンは主張した。

　つづけて、自分が部隊を率いてエンデ救きゆう援えんに向かいたい、とも望んだ。

「戦場にて顔をあわせた自分だからこそ、エリック次期大公殿下に力をお貸しする意義がある」

　ゼノン・アウエルにしてみれば、サラマンドのこともあり、これ以上国を割るような議論などは早く終わらせたいという思いがある。いっとき、宮きゆう廷てい一部で対メフィウスに向かいかけていた感情の矛ほこ先さきを変えたいのだ。

　そのため、王族でもある自らが率先して規き範はんを示すべきだ、と考えていた。

　評議は国王も交えて数度おこなわれた。

　ゼノンはその際、穴あな熊ぐま騎士団を救援隊に加えたいという意向も述べている。穴熊騎士団──といえば、王の意向を無視してメフィウス領へわけ入ったサラマンドが副団長をつとめていた部隊だ。当然、ここ数日の風当たりは強い。騎士団長はその責任を取ろうと自ら謹きん慎しんを申し出て、いずれは団長の任を自ら退く腹づもりでもあったろうが、ゼノンは強引に彼を評議の場につれ出していた。

　評議の大半はゼノンのペースで進んだ。彼以外に、この件に関する明確な意思表示をできる者がいなかったことに原因がある。なにしろサラマンドの動向をかねてより危険視して王に訴うつたえかけていたのはゼノンだけであり、その野望を阻そ止しせんとザイム砦とりでで戦ったのも王子ひとりの手て柄がらである。

　ゼノンは、軍の編へん成せいから出立の日程まで、すべてをてきぱきと決めた。決断の速さと行動力は、国内でも大いにゼノンの評判をあげていた。

　だが、その行こう為いは図らずもとある人物に強きよう烈れつに恨うらまれる原因ともなった。

　ほかならぬ、第一王子ラゼッタ・アウエルである。

「そも、ザイム砦での戦いを弟の手柄のように持ちあげるのはいかがなものか。サラマンドが王の命令に歯向かった重罪人というなら、ゼノンも同罪であってしかるべきだ。弟は王をたばかり、独どく断だんで武力行使をおこなったのだぞ」

　結果はどうあれ、ゼノンの咎とがを見過ごしてはならない──、と彼は実の父、国王アイン・アウエルにも吹ふき込こんだ。

「弟を牢ろうに入れよ、というのではありません。王が臣たるゼノンの独断行為をとがめ、罰ばつを与えたことにしなければ、ほかの家臣たちに示しがつかないではありませんか。軍に初動を命ずることのできる実権を王以外の何者かが握にぎっている、となれば、国内にも不ふ穏おんな空気を招き入れましょう。ここは、形だけでもゼノンになにかしらの懲ちよう罰ばつを与えるべきではないかと」

　もともとラゼッタは、目立った才覚のない、ただし取り立ててあげつらうほどの欠点もない人物であった。

（ゆえに、王にはふさわしい）

　などと皮肉めいた声があがることもあったが、性格的には極めて穏おだやかで、このように自ら率先して王になにかを申し立てることは珍めずらしかった。

　また、ラゼッタはこのことを周囲にも吹ふい聴ちようしてまわったため、王としても無視することはならず、直接にゼノンを呼びつけると、

「猛もう虎こ騎き士し団だんはしばしマヴァントに留とめおく」

　と命じた。

　マヴァントはガーベラの西方、広大な湖を有する土地であり、アプターを返へん還かんしてからはメフィウスとの国境に当たる。普ふ段だん、ゼノンが騎士団とともに詰つめている場所でもあるから、つまるところ、王都フォゾンに集結しかかっていた兵たちをそのまま帰せということだ。

「なぜです、陛下」

「メフィウスの情勢が怪あやしい。これまで以上にマヴァントの守りが重要になるためだ」

　サラマンドのときもそうだったが、国王アイン・アウエルは国が内側から揺ゆれるのをことさらに嫌きらった。ゼノンとラゼッタ、息子むすこたちの対立もなるべくなら表面化させたくないのである。

（ここはおまえが折おれよ）

　と、王は視線で息子に訴うつたえかけた。確かにゼノンには、独どく断だんで武力を動かした弱みがある。

「では、エンデへの救きゆう援えんはいかがなされるおつもりです」

「こちらでよい時期を選んで」

　とだけ王はいった。

　しかし先ほど述べたように、今回の件、ゼノン以外に率先して行動を起こそうとする者がない。穴あな熊ぐま騎士の団長などはせっかくの名めい誉よを回復する機会ではあったが、ゼノンという後うしろ盾だてがないまま名乗りをあげても、非難の風当たりが強まるばかりなのは想像にたやすい。無言を貫つらぬかざるを得なかった。

　ゼノン・アウエルは身動きがならなくなった。ここでまだ勝手に部隊を動かせば、今度こそ、

「王の命を軽々と無視する不忠者」

　のそしりは免まぬがれず、またゼノンにとってもそもそも国が割れるような事態を避さけようとしての直じき訴そであったから、これ以上対立をつづけては本ほん末まつ転てん倒とうになる恐おそれがあった。

　だから今回ばかりは王の命令を忠実に聞き入れるほかはなかった。王子自身はフォゾンに残ったものの、猛虎騎士団から遠ざけられて一兵卒も動かせない状態では、当然エンデ救援など不可能であった。




「そのようなことが」

　ビリーナは注意深く頷うなずいた。

　祖父の顔色がすぐれない。淡たん々たんと事実のみを語っているようだが、ずっと祖父を近くで見てきたビリーナには、その皺しわ深ぶかい顔に時とき折おり苦く渋じゆうの色がよぎるのがわかった。

（お爺じいさまも、悩なやんでおられる）

　ジオルグの性格からすると、息子むすこアインの弱よわ腰ごしが歯がゆくてならないのだろう、と想像はつく。孫の対立にも頭を悩ませている。さりとて、国の今後を考えると、隠いん居きよしていた自分がのこのこ出張るわけにもいかない。まさしくそれは国を割ってしまいかねない行こう為いである。

「おお」ふと夢から覚めたように、祖父はビリーナに笑いかけた。「思いがけず、長話をしてしまったな。食事を持ってこさせよう。今夜はゆっくりお休み」

　いまは、ビリーナも祖父に余計な心配はかけたくない。それ以上の会話はあきらめた。

　食事が済み、ふたたびひとりきりでベッドに横になる。

　じっとしていると心しん臓ぞうの鼓こ動どうにあわせて頭が鈍にぶく疼うずいた。落馬した際の衝しよう撃げきのみならず、前に、メフィウスと西方の国境付近で負った頭の傷口が開きかけたのかもしれない。

（また）

　頭に巻まかれた新しい包帯に手をおきながら、ふとビリーナは思う。

（また、テレジアに心配をかけてしまったかな）

　ひとりでアプターを飛び出し、タウーリアに向かった際に負った傷である。あとで、テレジアに叱しかられた。今回の件もそうだ。ともにソロンへやってきたはいいが、王女が部隊を率いてサラマンドに会いにいく、と知ったテレジアは卒そつ倒とうせんばかりになった。

「姫さま。……まあ、姫さま。姫さま！」

　あまりに頭がこんがらがったのか、同じことしかいえなくなっていた。

「ひとりでいく、といってもテレジアに反対されるだろうから、皇帝から百名ほど兵をお貸しいただいた」

　わざと誇ほこるように王女がいうと、テレジアはいよいよ顔色を青ざめさせた。そのうち、「自分もいく」といって聞かなくなった。ビリーナにしてみれば、皇帝との駆かけ引きより、テレジアを説得するほうがよほど難しかったくらいだ。

「大だい丈じよう夫ぶ」笑顔でビリーナは請うけあった。「サラマンドは、ほかならないわたしを大義名分にしているんだ。まかりまちがっても、討うつようなことはしないはず」

　これまでも、テレジアは何度となく寿じゆ命みようが縮ちぢむ思いをしてきただろう。自分のせいだと考えるとさすがに胸むねが痛むが、妙みようなのは、その都つ度ど、再会したときにテレジアが以前より若返って見えることだ。より元気になっている、といえばいいのか。

　ビリーナは横になりながらくすりと微ほほ笑えんだ。

（──）

　夜の寝しん室しつは驚おどろくほど静かだった。

　かつて、ここザイム砦とりでを舞ぶ台たいにいくつもの激戦があったとは信じがたい。

　ビリーナ王女自身、リュカオンの兵につれられてここへと赴おもむき、そしてリュカオン本人と相対した、思い出深き土地である。

　その直前、皇太子ギルとは激しい口論があった。

　自ら兵を率いてやってきた身でありながら、ギルは長いこと、座したまま動かなかった。すでにガーベラ軍とリュカオン軍がぶつかりあっているのに、救きゆう援えんもせず、しばらくはそれを見守るだけに留とどめていたのだ。それをビリーナは批判した。あのときのことをよく覚えている。なぜかというに、人を喰くったような態度をつづける皇太子であるが、

「このまま見過ごしているだけなら、それこそ兵たちの無む駄だ死じにです。あなたは、兵ひとりひとりの命などどうでもよいのですか。国家や貴族の都合で、彼らの命を粗そ末まつにすることを嫌きらう方ではなかったのですか」

　ビリーナがそう切り込こむと、彼はあきらかに顔色を変え、動どう揺ようを露あらわにしたのだった。

　いつも冷れい静せい沈ちん着ちやくに物事を見み据すえているようでいて、どこかに──というほど秘ひされたものでなく、表層部から案外遠くない部分で──少年じみた脆もろさ、幼さをも抱かかえている。

　その、ギル・メフィウス。

　こうして瞼まぶたを閉じているだけで、その裏側に、彼が腕うで組ぐみをして考えごとをしている姿が自然と浮うかんでくるかのようだ。

　いまも、きっとそうだろう。ほとんど誰だれにも心の内側を明かすことなく、この先、皇帝グールとの戦いをどうつづけていくか、東から台頭してきた大国アリオンにどうやって対すべきか、あれやこれやと頭を悩なやませているにちがいない。

（わたしにとってお爺じいさまのような存在が、皇太子にはいない）

　祖父との会話のなかでふと浮かびあがったその考えが、いっこうに頭から離はなれない。

　ビリーナは何度か瞼を開けて、おぼろに見える天井にじっと目を凝こらした。

　そしてまた何度目かに目を閉じたとき。

　ビリーナ・アウエルは思いがけず、心しんの臓ぞうを強く握にぎりしめられるのに似た気持ちを味わった。

　なぜだろう、いまふたたび瞼の裏に浮かびあがった、腕組みをして、かすかに頭こうべを垂たれて考えにふけっている皇太子ギルの姿が、寄よる辺べもない、哀あわれなほどに孤こ独どくな少年のそれのように見えた。

　父に愛されず、母に先立たれて、家臣たちからも軽かろんじられてきた少年は、ひとつひとつ、命をかけ、周しゆう到とうな準備を進めた上で、眼前に立ちはだかった敵を打ち払はらっていくことで、己の名声と勢力を拡大しながらも、しかしいき着く先はどこまでも孤独であった。

（あれは、まるで）

　命じられるがままに今日きようの敵を討うち、その返り血と臓ぞう腑ふの臭においも拭ぬぐい去らぬうちに明日あしたの戦いにそなえて眠ねむる、ただそれだけの日々を送る剣けん闘とう士しであるかのようだ。

　蠟ろう燭そくの炎ほのおが、木製のテーブルの上でゆらゆらと揺ゆれている。ギルの顔にかかった影かげが角度を変えていくなかにあって、ギル当人は身じろぎひとつせず、やや背中を丸めた姿勢で考えごとをつづけている。

（答えが出ることはあるのですか）

　思わず、ビリーナは幻まぼろしのなかのギル皇おう子じに問いかけたくなった。

（日々、そのように思いつめられて、戦いに勝利することばかりを考えておられる。あたかも敗北してしまえば、そのたったひとつの敗戦でもうなにもかも失い、あとは死するだけと覚かく悟ごをしているかのように。あなたがその先に見みい出だすものとはなんなのです。誰だれも信じず、誰にも心の秘ひ密みつを語ることもなく、誰とも優やさしい陽ひだまりの下を歩いていくことのないあなたは、どのような答えを欲しているのです）

　丸められたその背中をどやしつけたくなった。すまし顔の皇太子を後ろから蹴けりつけてやりたくなった。

　そしてそれと同時に──、

　背中から、抱だきしめてやりたくなった。

　頰ほおを埋うずめ、腕うでを前へとまわして、

（よいのです）

　と語りかけたくなった。

（このビリーナには、打ち明けてくださって、よいのです）

　世のなかの、自分以外のすべてが敵ではない。あなたがたとえ一いつ敗ぱい地ちにまみれて、血まみれ、泥どろまみれ、涙なみだまみれになって帰ってこようとも、あなたを抱きしめる腕が確かにここにあるのだと、あなたの涙を隠かくす胸むねがここにあるのだと、そういう人が確かにいるのだと、教えてやりたくなった。

　閉じた瞼まぶたの下から、すうとひと筋の涙が落ちていく。

（どうして）

　距きよ離りを隔へだててはじめて気づかされるものの、なんと多いことか。

　直接声をかけられぬ、その姿を見ることもかなわなくなってからはじめてあふれ出てくるこの感情の豊かさ、おおらかさ、そして切なさはなんなのだろう。

　ビリーナは自分の涙も意識することなく、やがて眠ねむりに落ちた。




　十日が過ぎた。

　ビリーナの容態は日に日によくなり、そのころには普ふ通つうに起きあがってザイム砦とりでのあちこちを出歩けるようになっていた。

　この辺りは、南の王都や離り宮きゆうほどでないにせよ、一年を通じて比ひ較かく的てき気候が一定しているメフィウスなどと比べると、四季の移り変わりが感じられる土地柄がらである。季節風吹ふきすさぶ時期も過ぎ去って、そろそろ秋の気配が迫せまりつつある。

　高い空を見あげ、山々の風景を眺ながめながら、ビリーナは時間を過ごした。

　ともすれば、それこそどこぞの皇おう子じのように考えごとに没ぼつ頭とうしそうになる。その都つ度ど、ビリーナはあえて頭のなかから悩なやみを振ふり払はらった。

　サラマンドのことに関しては、さすがに度を越こした行こう為いだったと自覚している。いままた無理に動けば、今度は自分ひとりのみが危険にさらされるに留とどまらず、周囲に多大な迷めい惑わくをかけることになるだろうということも承しよう知ちしていた。

　無論、ずっとこのままでよいとも感じていない。皇子の弁を借りるなら、

（いまは待つべきとき）

　ということになる。

　そして十日が過ぎたころ、砦とりでがやや騒さわがしくなった。

　メフィウスからの情報が入ってきたのだ。それによると、

「皇太子ギルの部隊がネダインを陥かん落らくさせた」

　という。

　それも、民衆の蜂ほう起きと時機をあわせた上での波は状じよう攻こう撃げきによって、ほとんど戦力を消しよう耗もうすることなく、圧勝したらしい。

　砦仕えの兵たちはその用兵術に驚おどろいていたが、ビリーナにしてみれば、

（それくらい）

　やってもらわねば困る、という思いがある。帝都ソロンへわざわざ出向いて、いっぱしの武者気取りで兵を率いた甲か斐いがないというものだ。

　その達たつ観かんしたような思いに、どこかしら誇ほこらしさが含ふくまれているのは否いなめない。おかしいことに、ガーベラの兵までもがビリーナと顔をあわせると、

「おめでとうございます」

　と口にする。少女ひとりがかつての敵国がために命いのち懸がけで行動したという事実と、それが自国の王女であるという誇らしさとが、矛む盾じゆんもなく同居している。

　しかし、ネダインを取ったということは、いよいよ帝都ソロンは目と鼻の先である。これまで以上に大きな騒そう乱らんになる可能性が高い。国境の要よう衝しようであるザイムも常ならぬ緊きん迫ぱくの色に包まれつつあった。




　さらに陽ひが明けて翌日。

　王都の方角より飛空船がやってきた。国境の守りを固めるために増ぞう援えんが寄よこされたかと思いきや、船はただ一艘そう、それもコチュン家のものである。

　搭とう乗じようしていたのは、現コチュン家当主が娘むすめ、リノア・コチュン。

「コチュン家の令れい嬢じようが、戦いくさ近しと見て、新型兵器でも売りつけにやってきたか？」

　などとうそぶく兵もいたが、リノアは港に降り立つと、すぐさま先代国王との面談を申し出てきた。

　報告を受けたとき、ジオルグは孫まご娘むすめのビリーナとともに昼食後の歓かん談だんをしていたが、

「ほう、珍めずらしい」

　と口をやや尖とがらせておどけてみせた。

　ジオルグとコチュン家の関係は深い。山師であり、商売人の一家であったコチュン家を、正式にガーベラ家臣として召めし抱かかえたのはほかならぬジオルグだ。とはいえ、ジオルグがいったん玉座を引いたのちは、コチュン家は彼がひとつ歳としを経へるごとに誕たん生じよう日びの祝いわいを述べる使者を送るばかりで、あとはまったく接点を持とうとしなかった。

　それがいっそ、

（商売人気質のコチュン家らしい）

　とジオルグは好感を持っていた。優すぐれた手て練れん手て管くだと嗅きゆう覚かくとでせいぜい金を稼かせいで、宮きゆう廷てい人じんたちを煙けむに巻まきながらも、ガーベラをより精強な国に仕立ててくれればよい、と思う。

　そのコチュン家からの使者だ。いや、リノア嬢じようは、

「コチュン家当主より用向きを授かってきたわけでなく、あくまでリノア・コチュンの個人的な面談のお願いです。突とつ然ぜんで不ぶ躾しつけではありましょうが、ジオルグ先代陛下のご都合がよろしいときをいつまでもお待ちいたしますれば」

　と口にしているらしい。

（リノア。あのお嬢さんか）

　ジオルグはかすかに目を細めた。一昨年おととし、誕生日祝いの使者としてやってきたことがある。当時まだ十六、七歳さいだったはずだが、狐きつね目めのあの少女は、すでにコチュン家の息女らしい風格を漂ただよわせていた。

「会おう」

　ジオルグはすぐに応接間を空あけさせた。こういったときのすばやい対応は、

（そういえば、ギル殿下に似ておられる）

　近くにいたビリーナははたとそう思った。この場合、ギルが祖父に似ているというべきか。

　すぐさま、挨あい拶さつの口こう上じようを述べながらリノア・コチュンが入ってきた。

　先代国王のみならずビリーナ王女がともにいたことに、リノアも一いつ瞬しゆん驚おどろきを隠かくせなかったが、これもすぐさま如じょ才さいない挨拶を送る。ビリーナも応じた。

　以前から、格段に親しかったということはない。リノア主しゆ催さいのパーティーにビリーナも招かれたことはあるが、華はなやかな社交場でのやり取りを苦手とする王女と、そういった場面でこそ活いき活きと輝かがやくコチュン家の令嬢とでは、もとより相性がよくない。といって、仲が険けん悪あくであったということもない。それほどの接点がないのだ。互いに、無視はできぬが、ことさらに仲を深めることのない相手、というくらいの認識である。

　ただビリーナは、ここへ来て、兄ゼノンがサラマンドを討とう伐ばつするために用いた船を、このリノアが用意だててくれたことを教えられていた。

　今回、リノアがわざわざザイムを訪ねたのも、二王子の対立が国を膠こう着ちやく状じよう態たいに陥おちいらせているのに我が慢まんならず、ジオルグの知恵を借りにやってきたのだという。

「身内の恥はじをさらすようで恐きよう縮しゆくですが」

「なにかな」

「おそらく、いえ、まちがいなく、ラゼッタ王子の裏には、わたくしの父──現コチュン家当主がついているものと思われます」

「ダドリーの坊ぼう主ずか」

　ジオルグが顎あご鬚ひげを撫なでさする。先代国王たる彼がコチュン家を召めし抱かかえたときの当主は、リノアの祖父に当たる人物で、その傍かたわらについていた小太りの青年を思い出していたのだ。

「父は、メフィウスの領地に手つかずで眠ねむっている竜りゆう石せきの鉱こう脈みやくに目をつけているのです。サラマンドをあと押ししていた者たちが多かったのも、父の一派による工作が大きいでしょう」

　なんとかして対メフィウス戦争をふたたび起こしたかったダドリーだが、その計画はゼノンとビリーナによって阻そ止しされた。しかもゼノンはエンデに救きゆう援えんを送るといって聞かない。ガーベラの目がそちらに向けば、メフィウスのことはあとまわしになってしまう。そうこうしているうちにもしもメフィウス側が鉱脈の存在に気づいてしまえば、ダドリーが練ねってきた大もうけの計画すべてが水すい泡ほうに帰する。

　そこで今回、ダドリーはラゼッタ王子の側についてあれやこれやと吹ふき込こむことで、宮内でのゼノンの影えい響きよう力りよくを削そぎにかかった。なんとしてでも国内の空気をもう一度メフィウスへと向けさせるつもりであろう。

「話としてはわかるが」リノアの言葉がいったん途と切ぎれると、ジオルグは重たげに口を開いた。「わしも隠いん居きよした身。いまさらのこのこ出張るわけにもいかんし、また宮きゆう廷ていなどここ十年近く足を向けておらん。そのわしが、いまになって知ったようなことをあれこれと説とくべきではない」

「しかし、大おお殿との」

「国の舵かじ取とりはアイン王にお任まかせしてある。リノア嬢じよう、そなたの国を案ずる気持ちは痛いほどにわかるものの、ここで老人が余計な浅知恵を託たくすわけにもいかんのだ」

　二人ふたりのやり取りを、ビリーナはしばし黙だまって耳にしていた。

（時はすでに動いたか。あるいは、自分で動かすのか）

　自分の分を越こえた行こう為いは慎つつしまなければならない、とは思う。

　されど王族として生まれついた身である。メフィウスの人間になるとは決めたが、いまはまだガーベラの王女であることにはまちがいない。

「お爺じいさま」

　ビリーナが口を挟はさんだ。会話を中断し、こちらを向いた祖父とリノアに、

「わたくし、いますぐにここを発たちとう存じます」

　と述べた。




　　　　３




　宮きゆう廷ていの大ホールに出かけねばならない三時間前に、ノウェ・サウザンテスはゼノン王子の自室に呼ばれていた。

　今こ宵よいは、秋の収しゆう穫かく祭さい、その前夜祭がある。前夜祭といっても、貴人のみを招いた晩ばん餐さん会かいていどのものだ。ただし王主しゆ催さいのものだから、第一王子ラゼッタも出席する。

（ここで）

　王と第一王子、二人ふたりを同時に説得できぬものか、とゼノンは以前からノウェに相談していた。

「これ以上、おれひとりが詰つめ寄よったところで、父上も兄上も意い固こ地じになられるだけだろう。なんとかおまえの力を借りられぬか」

「とは申せ、わたしもザイム砦とりでに赴おもむいた身。陛下ににらまれている点では同じです。正せい攻こう法ほうではいかんともしがたい」

　今宵の晩餐会ではむしろ目立たぬようにしておいたほうがよい、とノウェはいった。またこの際、ゼノン王子自らが部隊を率いるのはあきらめて、のちのち、協力してくれそうな将を説得して、彼ら自身に御ご前ぜんで名乗りをあげさせるべきだとつづけた。

　ゼノンはこれに難色を示した。

「まだるっこしいやり方だ。時間がかかる。果たしてアリオンの襲しゆう撃げきまでに間にあうかどうか」

　将を選び、彼らの義ぎ俠きよう心しんに語りかけて衝つき動かすのはよいにしても、王や第一王子に不ふ審しんを抱いだかせぬためには、なるべくゼノンやノウェの存在をその背後に気け取どられたくない。ということは、あまりおおっぴらに二人は動けず、結果として時間ばかりがかかってしまうことになる。

　二人がこれほど慎しん重ちようにならざるを得ないのも、サラマンドの一件が片づいて以降も、いまだ宮廷に、

（メフィウス討うつべし）

　と声高らかに主張する一派が勢力を保っているからだ。

　彼らは、国内の空気がエンデやアリオン方面に傾かたむくのをよしとせず、それがためにこぞってゼノンの邪じや魔まをしようとする。本来、穏おん健けんな性格のはずのラゼッタがわざわざ王に働きかけてまでゼノンの猛もう虎こ騎き士し団だんを遠ざけたのも、そういった面々がラゼッタにあれやこれやと吹ふき込こんだためであろう。

「ビリーナが命を賭としたというのに」

　ゼノンには歯がゆくてならない。妹が危険をおかしてまでサラマンドを捕ほ縛ばくしたのは、メフィウスを窮きゆう地ちから救いたいという思いばかりか、ガーベラをも無用な戦せん禍かから守りたいという一念であったのは疑いようもないのだ。

　しかし皮肉にも、その当のビリーナこそが、反対にメフィウス戦を支持する声を勢いづかせていたのである。

　というのも、ガーベラ国内では、ビリーナ王女の英えい雄ゆう的てき活かつ躍やくよりも、その直後に起こった、

（王女はメフィウス兵に撃うたれて、ザイム砦とりでに運ばれた）

　という事実のほうがはるかに大きな衝しよう撃げきをもたらしていたからだ。

　そうなると、王女をたたえる声よりも、「メフィウス憎にくし」の声ばかりが高くなる。

　王女が狙そ撃げきされた現場を目撃していたのは、ガーベラでは猛もう虎こ騎き士し団だんだけのはずだった。ゼノンは当然緘かん口こう令れいを敷しいていたが、しょせんすべての口に戸は立てられぬ。王女が運び込まれたザイムで兵卒たちのあいだに広まったものか、あるいはメフィウス側から流れたものか。

　いずれにせよ、これはガーベラ国内の世論を大いに揺ゆるがせた。

「グールめは、そのような危険な任務にわが王女を遣つかわせたのか」

「あの恥はじ知しらずめが！」

「いっそ自分が甲かつ冑ちゆうを着込んで向かえばよいものを。奴やつはただの臆おく病びよう者ものだ」

　などと、ビリーナの行動がかえってメフィウス戦を煽あおる口実となって、議論を活発化させていたのである。

　ゼノンとノウェが頭を悩なやませるのにはこういう理由もある。

　二人ふたりのあいだでも結論はなかなか出なかった。

　そしていよいよ晩ばん餐さん会かいがはじまる直前になって、ふたたびノウェは王子に呼ばれた。なにか名案がひらめいたかと思いきや、挨あい拶さつもそこそこに人ひと払ばらいを命じたあと、

「こんなものがおれ宛あてに届いた」

　と、一通の書状を見せられた。
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　ノウェは無言で開いた。そして、普ふ段だん、めったなことでは感情を面おもてに出さぬこの男には珍めずらしく、切れ長の目にあきらかな驚おどろきの色を浮うかばせた。

　差出人はギル・メフィウス。

　ハーマン商会の使者を通じて、ゼノン王子にわたされたものだという。

「ハーマン商会」ノウェがその名をつぶやいた。「確かに、メフィウスにおいては、もっとも自由に多数の船を操れる組織であります。ですから、『兵七百』をメフィウスから運んでくるのも無理ではないでしょうが」

「本物か、どうか」

　ゼノンは自分でそう口にしてから、多少滑こつ稽けいそうに唇くちびるをゆがめた。

「この場合、書状が本物かどうかより、差出人自身が本物かどうかもわからぬ状じよう況きようではあるがな」

　現在、メフィウス国を騒さわがしている皇太子が、真実そうであるのか、あるいは偽にせ者ものかについては、ガーベラでもあれこれ意見がわかれていたが、ゼノンもノウェも一定の結論を得ている。理由はしごく簡かん単たんで、

「あのビリーナがついているのだから、偽者であるはずはない」

　ということだった。

　であれば、書状も、そこに書いてある内容も、真実である可能性は高くなる。ギルは、

『こちらからお送りする兵七百を、ガーベラでお預かりいただきたい』

　と書面で述べていた。唐とう突とつこの上もない申し出であるのに加えて、

『これらをエンデへの援えん軍ぐんにお加えいただきたいのです』

　とつづけてある。はなからゼノンがエンデ救援に動くであろうと見み越こしたかのような内容だ。

　ゼノンにしてみれば苦にが笑わらいを禁じ得ない。再度、自分も書状に目を通してから、

「まさか、おれの兵不足まで見み抜ぬいた上でのことでもなかろうが」

「われらにしてみれば、これ以上もない、まさしく援軍。……と申しあげたいところなれば」

「わかっている」ゼノンは笑えみを引っ込ませ、渋じゆう面めんをつくった。「たとえ同盟関係にあるメフィウス人の兵であっても、この状じよう況きよう下か、おれの独どく断だんでガーベラ領に入れさせることなどできぬ。ましてや、その兵団はメフィウスのものですらないのだ。これを得意げに王に見せびらかしたところで、ますます反逆の意思ありと疑われてしまいかねん」

「切り札になるか、こちらを破は滅めつさせるものになるか」

　ノウェは思し慮りよ深ぶかげに、顎あごに指を当てた。

「いずれにせよ、焦あせってはなんにもなりませぬ。ギル皇おう子じからの書しよ簡かんは、こちらの意向とはまったくの無関係であると思わせるためにも、公表するには時間をおいたほうがよろしい」

　それには、ゼノンも同意せざるを得なかった。

　結局、派手な動きは控ひかえたほうがよい、ということになって、二人ふたりとも晩ばん餐さん会かいでは挨あい拶さつまわりにとどめることとなった。特に、ゼノンなどは兄との対立もあって周囲から注目されている。将兵に接近するたび、

（なにか話を持ちかけてくるのではないか）

　と緊きん張ちようされた。こうなるとゼノンも、いまは時機ではないというノウェの言葉を認めざるを得ない。

（なるほど、これでは身動き取れぬ）

　一方のノウェは、宮きゆう廷てい人じん、特に女性からは人気の高い男だ。ホールを開放してのダンスがはじまると、あちらこちらから誘さそいの手もあまたで、次々と高名な貴族婦人たちと踊おどった。

「さすがはサウザンテス卿きよう」

　と、周囲の人々は感かん嘆たんしきりである。

「今こ宵よいは、誰だれを落とされるであろう」

「ボナファルト婦人ではないか？　夫を亡くされてはや五年。そろそろ、かつての恋こい多おおき女性のお顔を取り戻もどされるころだ」

「いや、婦人とは以前に噂うわさが立った。リントン子し爵しやくの娘むすめ御ごなどが狙ねらい目だとわたしは見ているのだが」

　あれはあれでノウェの処しよ世せい術じゆつであろう、とはゼノンも思う。しかしガーベラ国第二王子は、たとえばメフィウスのギル皇子や、エンデのエリック公子などよりはよほど弁舌が立つし、宮廷での振ふる舞まいも心得ている男ではあったものの、なにか目的を胸むねに秘ひして行動する際、それを隠かくすことができぬ種類の男でもある。吞のん気きな顔をしてそれとなく探さぐりを入れたり、どうということもない会話の振りをして接せつ触しよくを図ったり、ということに向かぬ性格であった。

　ゼノンは意を決して、

「陛下」

　杯はいを持ったまま、父王に接近した。

（直接的な言葉を選ばなければいい）

　と彼なりに気をつけるつもりであったのだが、そうして眉まゆをあげて、肩かたから熱気を吹ふかんばかりに近づいてくる息子むすこに、王もなにやら感ずるものがあったらしく、

「おお、ゼノン。今こ宵よいはちと酒が進みすぎた。あとは、諸君らでよいほどに」

　などといって、すぐさま退去する素そ振ぶりを見せた。

　家臣たちの前で息子むすこと言い争いになる場面をつくりたくないのであろう。ゼノンは思わず呼び止めそうになったが、さすがに堪こらえた。

　家臣らが見送るなか、王が姿を消すと、

「ゼノン」

　背後から、ラゼッタ王子が声をかけてきた。件くだんの相手がいきなり面前にあらわれたとあって、ゼノンは眉み間けんにやや緊きん張ちようを滲にじませた。

「これは、兄上」

「父上になにを申した」

「なにも。ご挨あい拶さつを述べさせていただいたばかり」

「近ごろ、陛下はご心労が絶えぬ様子。要いらぬ話を持ちかけてはならんぞ」

（なにも、と申したはず）

　ゼノンは思わず怒いかりの色も露あらわにしようとしたが、四方八方から注がれている視線の群れに気づいて、これもぐっと腹の底に吞のみ込こんだ。

　ラゼッタの傍かたわらには、ぴたりとひとりの男が寄より添そうようにして立っている。

　ダドリー・コチュン。

（こ奴やつ）

　ゼノンやノウェとて、ラゼッタ王子にそれこそ『要らぬこと』を吹ふき込んだのがこの男であるのは承しよう知ちしている。

　真ま面じ目めを絵に描かいたような兄であるから、

「ゼノンさまは近ごろ強権ぶりが目立つのではありませんかな。ガーベラとて、リュカオンのことがあったばかり。内乱に揺ゆれるメフィウスを笑ってばかりもいられませぬ。ここは兄君であるラゼッタさまが陛下とのあいだにお立ちになって、国を正しき方向へお導きにならねば」

　などとダドリーにいわれたことで、すっかり刺し激げきされてしまったのだろう。もとより、王族親しん衛えい隊たいと王都警けい護ごを兼かねる白しら鷺さぎ騎き士し団だん団長の身。まさしく王と政治を守る騎士のつもりだ。

　しかしゼノンは以前、ダドリーの娘むすめであるリノア・コチュンから、ダドリーの思おも惑わくを耳に入れている。

（竜りゆう石せきの鉱こう脈みやく目当てに、メフィウスを切り取ろうとする魂こん胆たんだ）

　と。

　皇帝と皇太子、この対立で揺れるいまのメフィウスならば、領土のいくらかはやすやすと手に入れられる、と踏ふんでいるのだろう。そののち、鉱脈を新たに見つけた振りをして、そこから得られる権益をわがものとするためにも、ダドリーは自分から率先して「メフィウス討うつべし」の旗を高らかに、されど目立ちすぎぬよう、ラゼッタ王子の傍らに隠かくれながら振ふりたくっているのだ。

　ゼノンには兄がダドリーの操り人形にしか見えぬ。その兄が、

「あれやこれやと各方面に槍やりを向けていては、国も立ちゆかぬ。ここはいったんおまえも落ちついて、自分は父王の決定に従う、誰だれよりも忠実な家臣である、というところを周囲に見せつけておくくらいの心構えでいればいい。繰くりかえすが、要いらぬ話を陛下ばかりか、ほかの騎き士したちにも持ちかけてはならんぞ」

　などと訳わけ知しり顔がおでとうとうと説といてくるのに我が慢まんならなくなって、ついには、

「要らぬ話とは心外」せっかく吞のみ込こんだ言葉を怒ど気きとともに吐はき散らしてしまっていた。「兄上も、王都を守しゆ護ごする大事な任をお預かりした身でありましょう。アリオンの脅きよう威いを退けるために、ここはわたしと一いつ致ち協力して陛下のご説得に当たってもらってもよろしいはず」

「なにをいうか。脅威脅威と周囲を煽あおって、自分の都合がよきように世論を誘ゆう導どうしようというのだろう」

「わたしが、私利私欲のために軍を動かそうとしている、と兄上はおっしゃられるか。こ、このわたしが」

　ラゼッタとゼノン、二人ふたりは決して仲の悪い兄弟ではない。ただ、性質がちがう。たとえばエンデ公国のジェレミイとエリックといった二人の公子ほど極きよく端たんではなくとも、またどちらもエンデの公子ほどに互たがいを自分の未来のために蹴け落おとさねばならぬ相手、と憎にくんでいるわけではなくとも、ここ数日、お互いがお互いの立場を思えばこそ溜ため込んできたものがある。

　それが、ふとしたきっかけで、噴ふん出しゆつした。

　兄弟喧げん嘩かに慣れていない二人だから、いったんついた勢いを消すことができない。

　感情的になってしまい、相手への罵ば倒とうをもはじめた。

（は、早はようお止めせよ）

　貴族たちも、このほとんどはじめてといっていい場面に困こん惑わくした。

（いま立ち入っては、要らぬ疑いをかけられるぞ。おまえはどちら派だ、などと詰つめ寄よられて）

（さりとてこのままでは──）

「兄上など、実際に剣けんを持たれたことがいかほどあるか。そんなことだから、アリオンの恐おそろしさを肌はだ身みに感ずることができぬのだよ。この狭せまい王都で起こることすべてが世界のすべてだと思っておられる」

「な、なにを。わたしは初うい陣じんでメフィウス十二将がひとりを討うち取ったことがあるのだぞ。知らぬとはいわせぬ」

「あからさまに粉ふん飾しよくされた手て柄がら話ばなしを、いまここで持ち出されても困りますな」

　このときホールの片かた隅すみにいたノウェ・サウザンテスは思わず顔を手で覆おおいたくなった。怖こわそうに身を寄せてくる貴婦人方の肩かたを叩たたいてやりながらも、

（ここでおれが出ばったとて）

　ラゼッタに「しょせん貴様はゼノンの味方か」と決めつけられ、今後ますます動きにくくなるのは目に見えている。

　ガーベラ一の知将、と呼ばれた男も、さすがにこのような『戦い』に関してはどう知恵を絞しぼってよいものやら、わからない。

　ラゼッタとゼノン、二人ふたりのやり取りもいよいよ加熱してきた。幼いころのどうということはない逸いつ話わまで飛び出してきて、「おまえは昔からこうだった」「兄上は子供の時分よりこうであられた」などとなにやら泥どろ仕じ合あいの様相を呈ていしてきている。

　と──、

「まあ、今こ宵よいはひときわ騒さわがしいこと」

　ホールの入り口付近から高い声が聞こえた。

「いかに収しゆう穫かくの前夜祭とはいえ、さすがに羽目を外しすぎてはいらっしゃいませんか、お二ふた方かたとも」

　人々がいっせいに振ふり向いた先にあらわれたのは、女性。ドレスに身を包んでいる。いかにもこの場のためにしつらえたようだが、実際、彼女はこのパーティーに参加する気はなかった。首都フォゾンに降り立つと、すぐさまありあわせの服を用意させたのである。

　ダドリー・コチュンの眉まゆ根ねが寄よった。

　かつかつとヒールの音も高らかにホール中央へ寄ってくるのは、彼の娘むすめ──リノア・コチュン。

「これは、リノア嬢じよう」
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　ラゼッタが、王の姿がなきいまこの場を取り仕切る者として、一応の挨あい拶さつを送った。ただしいまは彼とて血気にはやっている。リノアから、

「家臣たちの前で、よくもまあ、大声でわあわあ、ぎゃあぎゃあと。陛下のお耳に入ったらいかがなさいます。パーティーにおいては皆みなが笑い、安心して酒をたしなむ空気をつくるが、主しゆ催さい者しや側のつとめでありましょう」

　そう大上段にいわれては、さすがに黙だまっていられなかった。

「国の未来を案じての談論風発だ。失礼ながら、女性の身であるそなたが口を出すことではない」

「さようでございますか。では、わたくしめがお預かりしました伝言を、この場でお二方にお伝えしてよいものか、わかりかねますわね」

「伝言？」ゼノンも眉まゆをひそめて、「……おお、そういえばリノア嬢じようは、ザイムへいかれたと聞きおよんでいる。確か、同じ時期にジオルグ先代国王陛下もザイムへ向かわれたとか。そこで、なにかお話されたか」

「確かに大おお殿とのとはお声を交わさせていただきました。ただし、わたくしめが授さずかってまいりました伝言は、大殿のものではございませぬ。ビリーナ・アウエル王女殿下からのものです」

「なにっ？」

　この声は、ゼノンとラゼッタのものだけではない。ホール中が同じ反応、そしてざわめきに包まれた。

「伝言とは、よ、よもや」思わずゼノンの声が上ずった。「ビリーナの容態が悪化したか。妹の身になにかが……」

「ご安心ください、殿下」

　ゼノンの動どう揺ようを笑うようにリノアはいった。

「いたってお元気なご様子。わたくしがザイムへ参まいった折おりには、ジオルグ先代国王陛下とご歓かん談だんされておりました」

「おお、そ、そうであったか」

　ゼノンが安あん堵どの息をついた。ホール中の人々も笑顔になっている。ほんの先ほどまでガーベラを暗雲に包むかのような兄弟喧げん嘩かが勃ぼつ発ぱつしていたというのに、小さき王女がいかにこの母国で愛されていたかの証あかしだ。が、リノアはまだ隠かくし玉だまを持っていた。

「……ばかりか、王女におかれましてはザイムから足をのばし、わたくしとごいっしょに飛空船にてこのフォゾンに舞まい降りられたばかりなのです」

「なに、フォゾンにだと？」

　人々はまたいっせいにざわめいた。

（おお）

　と目線を交わしあう彼らの顔は、驚おどろきというより、意想外の喜びに揺ゆれている。

（王女が、帰ってこられたのか）

（あのビリーナ王女が）

　ただその事実を知らされただけで、黒々とした雲が割れ、ホールにぱっとあかるい陽ひが射さしたかのようだった。

　いったんは自室に向かっていたアイン・アウエルもこの騒そう動どうに気づいて、小こ姓しように連絡を寄よこさせた。

「なに、ビリーナだと。この王都に来たと申すか」

　アインはあわててホールへ戻もどった。王の帰き還かんに、これもあわてる家臣たちなどには見向きもせず、リノアの顔を見るなり、

「ビリーナは、いまどこに？」

　と息せき切って聞く。リノアは微ほほ笑えんだ。

「飛空船のなかでございます。ただし、いまはここを動けぬとの仰おおせで」

「なぜ、なぜだ？　自分の家に帰るのに、なぜ動けぬことがある」

「姫もなにかを固く誓ちかっておいでなのでしょう。その代わり、お言葉をたまわってきてございます。しかし、ラゼッタ王子殿下が女性の言葉など、いまは聞く耳持たぬとおっしゃられるもので、いかがしたものかと頭を悩なやませていたのですわ」

「そ、それとは意味がちがう」

　ラゼッタがかぶりを振ふった。アイン王はいまひとつ合点がいかぬように首をひねって、

「あの娘むすめめ、今度はなにを考えておるやら。それで、リノア、ビリーナから預かった言葉とはなんなのだ？」

「は。では、畏おそれながらこのリノアが代役となって申しあげます」

　リノア・コチュンはかすかに一礼し、それから、アイン王、ラゼッタ王子と視線を動かし、最後にゼノンのほうを見やった。

「まずは、兄上──猛もう虎こ騎き士し団だん長ちようゼノン・アウエルどのに厚き御おん礼れいを申しあげたい、と」

「礼？」

　名前を出された当人が目を丸くするなか、

「はい。兄上が、サラマンドの陰いん謀ぼうにいち早く気づいて、ザイムにて一いち撃げきを加えたがために、あの悪あしき謀む反ほん者ものは当初より大おお幅はばに行動が制限されたはず。それゆえ、このメフィウスにて捕ほ縛ばくすることがかないました。もし兄上の武勇がなければ、サラマンドはメフィウスを思うままに蹂じゆう躙りんしていた可能性も否ひ定ていできず、そうなれば二国の未来はふたたび暗く、血なまぐさいものに逆戻りしていたところでしょう。そうなれば、わたくしビリーナ・アウエルは帰る土地も家も失い、荒こう野やに打ち捨てられるも同然の境きよう遇ぐうに陥おちいっておりました」

「──」

（これは）

　ゼノンが、近くに寄よりかけていたノウェと目配せする。無表情のままリノアはつづけて、

「不幸な十年戦争ののち、これよりのちは善ぜん隣りんを誓ちかいあおうと証文を交わされた皇帝グール・メフィウス閣かつ下かも、当然ガーベラとのいさかいなどは望んでおられませぬ。その証しよう拠こに、わたくしビリーナ・アウエルをサラマンドのもとへ使者として派は遣けんしていただきたい、との直じき訴そに快こころよく耳を傾かたむけてくださいました。わたくしの身体からだにあう甲かつ冑ちゆうをいただいたばかりか、近衛このえ兵へいの精せい鋭えい百をおつけくださり、それによってかの悪あく辣らつなる者を成敗することができましてございます」

　ホールからはざわめきが絶え、私語が費ついえて、一転、水を打ったような静けさに支配された。

　それは、王女自身がサラマンドを撃げき退たいしたという事実を強調するものであったのはもとより、ガーベラでくすぶりかけていた反メフィウス感情を和やわらげる意図をもった言葉なのではあるまいか、とノウェには思えた。

　なぜかというに、ビリーナはことさらに自分がメフィウスの人間であると取れる発言自体は避さけていたものの、彼女の語る『メフィウス』という単語に自分自身の姿が含ふくまれるように計算していたのはまちがいなく、それはいまだ大勢のガーベラ人が抱いだいているであろう、かつて同胞の血を流しあって戦った敵国、というイメージからはかけ離はなれたものだった。

（そうか）

（メフィウスには、いまビリーナ姫がいらっしゃられる）

　という、考えてみれば至し極ごく当然の事実が再認識されたところで、

（さすがにわれらが勇ましき姫さまだ）

（あのグールから百の兵を借りただと！）

（実に痛つう快かいではないか。グールや、メフィウスの頭のかたいお歴々はいったいどのような顔をしたものやら）

　そうして、かつてやんちゃ盛ざかりの少女が、ガーベラ国内をあちこち飛びまわったり、飛ひ空くう艇ていのレースに参加したりと、やや困らされながらも、彼らが微ほほ笑えましい気持ちで見守っていたそれらの一幕一幕が、かのメフィウスでも再現されているのだという認識につながって、さればこそ、

（メフィウス討うつべし）

　という気運を、少なくともこのホールに顔を並べた重臣たちの頭からは薄うすれさせる効果があったはずだ。

　リノアはそうした人々の心情を知ってか知らずか、ひとつ咳せき払ばらいして、

「もうひとつ、王女殿下が皆みなさまにお伝えしたきことがあると」

「申してみよ」

　アインが促うながす。どことはなしに、神しん妙みような顔をしていた。

「わたくしがメフィウス兵に撃うたれ、負傷したなどという噂うわさがガーベラ領内に広まっていると聞きました。それを耳にするたび、ビリーナの胸むねは実際に負った傷以上に痛むのです。そのようなもの、根も葉もなき流言にすぎませぬ。ただ、わたくしめが調子に乗ってしまい、馬の速度をあげすぎた挙あげ句くに落ちて、怪け我がを負っただけのこと。それが証しよう拠こに、わたくしは、皆みなさまへの感謝のご挨あい拶さつをさせていただいたのちは、すぐさまメフィウスへ戻もどる所存」

「なんと」

　思わずアイン王がそう声を洩もらしたのも気づかなかったか、リノアは赤く色づいた唇くちびるを閉ざそうとはせず、

「メフィウスとガーベラ、二国のあいだにもはやどのような誤解も争いの種もない、ビリーナはそう信じております。さすれば、いずれ迎むかえる正式な婚こん礼れいの儀ぎには、親しきガーベラの方々とこのメフィウスにてお目にかかれることを期待しております。また、ギル・メフィウス殿下は、ノーザン山地にて、ゼノン将軍、そして次期エンデ大公のエリック公子と直接お顔をあわせられたことがおありになるとか。ギル殿下が日ごろ口くち癖ぐせのようにいうところには、われら二人の婚礼には、ぜひそなたの兄と、エリック公子に参加していただきたいものだ、それでこそわれら二人、ひいてはメフィウス、ガーベラ、エンデの未来の繁はん栄えいが約束されるものだ──と。わたくしは、いまより、その日が来るのを指折おり数えて、楽しみに待つといたしましょう」

　リノアはそこでようやく口を閉ざした。

　皆、しばらくのあいだは声もない。

　アイン・アウエル王も同じく沈ちん黙もくを守りながら、とある一点に視線を注いでいた。王の視線のいき先を知って、家臣たち一同、同じ方向を見やる。

　飛空船の発着場がある。

　目には見えねども、確かにそこに、ビリーナがいる。

　その存在が風に乗り、あたたかみをともないながら吹ふきつけてくるかのようだ。

　アイン王は、やがて短く息をついた。

「あのはねっ返りめ」そうつぶやくと、いかにも苦にが々にがしい笑えみを浮うかべた。「聞いたか、者ども。わが娘むすめビリーナは、メフィウス兵百を背後に従え、しかも甲かつ冑ちゆう姿でご出しゆつ陣じんしたらしいぞ。栄えある姫の初うい陣じんだ。さっそく宮きゆう廷てい画家を呼んで、この歴史的な一場面を描かかせるとしよう」

　皆もここに来て笑顔を見せた。と、宮廷の空気が変わりつつあるのを敏びん感かんに察したダドリーが、

「お、お待ちあれ、陛下っ」粘ねばつくような声を振ふり絞しぼった。「ビリーナ王女はかねてより、そのう、勇ゆう猛もう果か敢かんな方なれば、ご自分を武人のようにたとえてなんでもないことのようにおっしゃられておりますが、メフィウス皇帝が王女をみすみす危険な目にあわせたことには変わりありませぬ。他国から預かった大事な姫君を、頭に血ののぼった野や蛮ばんな男どもの征せい伐ばつに向かわせるなど、前ぜん代だい未み聞もん。ここは激はげしい抗議をもって──」

「その、頭に血ののぼった野蛮人とは、ガーベラ人のことでありますぞ、ダドリーどの」

　前へと進み出たのはノウェ・サウザンテスであった。ダドリーのほうこそ血をのぼらせているのか、いまにも頭のてっぺんから湯気を噴ふきあげそうであるが、ノウェはいつもの涼すずしげな顔で、

「これはメフィウス一国のみに責任を負わせて済むような問題ではありますまい。サラマンドのことは、当然われらがガーベラの問題でもあった。それゆえ、王女はいまだガーベラ国王女の肩かた書がきがあるうちにご自分の手で解決してしまいたかったのではありますまいか。グール皇帝はそんな姫のご意向を汲くみ取られたのでは」

「口を挟はさむな、ノウェ」

　王がたしなめると、ノウェは「は」とかしこまる。

「サラマンドのことを見み抜ぬけなかったのはわたしにも落ち度があろう」アイン王は静かにいった。「その尻しり拭ぬぐいをしてくれたのが、わが息子むすこゼノンであり、わが娘むすめビリーナであったということだ。が──、王子とはいえ、ゼノンは家臣のひとりに過ぎぬ。ラゼッタ」

　と長男に声をかける。打たれたようにラゼッタ王子が顔をあげた。

「は、ははっ」

「そなたが以前に申したこともまたもっともだ。独どく断だんで軍を動かしたゼノンには懲ちよう罰ばつが必要である」

「は──」

　ラゼッタが、ここへ来て戸と惑まどうように声をあげるなか、

「わたしへの、そしてガーベラへの忠ちゆう誠せいをゼノンが証明するには、今度こそわが命令で軍務を遂すい行こうせねばならぬ。ゼノン・アウエル猛もう虎こ騎き士し団だん長ちよう！」

「はっ」

　ゼノンが前へ進み出て、踵かかとを揃そろえた。緊きん張ちように包まれている息子の顔を、王はまっすぐに見み据すえた。

「ただちに兵を揃え、エンデへの援えん軍ぐんに向かうがいい。次期大公エリックどのにはわたしのほうから書状を出しておく。自分はサラマンド討とう伐ばつのために戦ったばかりだ、などという泣なき言ごとは聞かぬぞ。必ずやその地で戦果をあげてまいれ」

「必ずや！」

　王子が応じると、ホール内が、わっと歓かん声せいで揺ゆれた。

　ゼノンはそれを耳にしながら、そっとリノアとも目配せした。コチュン家の令れい嬢じようは王子の視線に気づくと、やや照てれたように、それでも誇ほこらしげに微ほほ笑えむ。

　一方のダドリー・コチュンは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情だ。千せん載ざい一いち遇ぐうの好機を実の娘に邪じや魔まされた格好だから、胸きよう中ちゆうも複雑であろう。が、本来、彼は自分の思おも惑わくどおりに物事を進める一方で、表にはラゼッタを立てて、自分は決して目立ちすぎないようにしてきた。アイン王に思わず声をかけてしまったのは想定外の出来事であり、これ以上自ら手の内をさらすわけにはいかなかった。

　とはいえ、彼も海千山千の商売人である。すぐに笑顔で手を叩たたいて場の空気に迎げい合ごうしながら、また頭のなかでは次の計画を練りあげているにちがいない。

「陛下の仰おおせである」

　兄のラゼッタが、そういってゼノンの肩かたを叩たたいた。

「先ほどは言葉のいきちがいもあったが、おまえが陛下の忠臣であること、それを証明する機会が得られたのなら、もうなにもいわぬ。身を粉こにして働いてまいれ」

「こちらも、先ほどは口が過ぎました」

　アイン王は、二人ふたりの兄弟が手を取りあうのを見て、ひそかに安あん堵どの息をついた。今回の件で、王がもっとも危き惧ぐしていたのが、二人の対立が表面化、もしくは長期化することであったのはまちがいない。その態度がむしろ大ホールでの衝しよう突とつを招いたのであるが、かろうじてここにて一応の決着を見、同時に兄弟ともに体面を守ることができた形だ。

　ゼノンは、

（また、おまえに助けられた）

　と胸きよう中ちゆうで妹の顔を思い浮うかべていた。

　しかし、なんというのか、こうして姿を直接に見せず、リノアに伝言を託たくした、というやり方はどうにもビリーナらしくない。その伝言の内容も、彼女が本来好むであろう直接的な言葉があえて使用されていなかった。

（秋の収しゆう穫かく祭さいが近いということは……、ビリーナの誕たん生じよう日びも近いということか）

　ふと、ゼノンは思いいたった。

（もうすぐ十五。十五か）

　ゼノンは、先ほど王が見つめていた方角へ視線を戻もどした。










　四章　奔流
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　前夜祭から二日経たったのちに、ゼノン王子はギル・メフィウスより届いた書状を王にも見せた。

　メフィウスに属するのとはまた異なる兵団を、増ぞう援えんとしてガーベラに派は遣けんする用意があるという。すでにその兵らを乗せた船はアプターに錨いかりをおろしており、許可さえあれば数日後にはガーベラ領に入る。

　アイン・アウエル王は許しを与えた。

　猛もう虎こ騎き士し団だん千二百が王都フォゾンに戻もどってきたのとほぼ同じころ、ハーマン商会のエンブレムを横よこっ腹ぱらに飾られた船が多数、フォゾンの港へと舞まい降りた。こちらに分乗しているのは兵七百に、馬や竜りゆう、兵器の数々。

　直接彼らを出で迎むかえたゼノンの目に飛び込んできたのは、いままで見たこともない形状の装具に、ひと目で荒あら々あらしさが伝わってくる、筋きん骨こつたくましい武人の群れ。

　彼らは、ゼノンが足を踏ふみ入れたこともない西方の風を引きつれていた。

　先頭にいた男はタラップを降りるなり、その太い腕うででゼノンに握あく手しゆを求めた。応じると、ガーベラ国王子が顔をしかめるほどに強い力で握にぎってくる。

「お初にお目にかかる、ゼノン・アウエルどの。タウラン連合国カダインのモロドフと申す者」

　年ねん齢れいは五十に届こうかというころあいだが、その巨体に見あったぶあつい筋肉が戦いを求めて息づいているかのようだ。

「兄者、ここがガーベラか」その隣となりに、モロドフとよく似た男が降り立った。「まさか、生きているうちにメフィウスより東に足を踏み入れようとは思わなかった。あとでリマ姫への土産みやげを買ってさしあげねば。船に積み込める量で済めばいいがなあ」

「こら、ニルギフ。まずは王子にご挨あい拶さつせぬか」

　おお、と頷うなずいたニルギフとも握手する。これもまた、力の加減を知らぬかのように強い。おまけに船中で酒をたらふくかっ喰くらったものか、ぷんと鼻をつく臭においまでした。

　ゼノンは辟へき易えきしながらも、

（これが、西方の武人というものか）

　相手に劣おとらず、慨がい嘆たんめいたものを胸むねによぎらせていた。

　ギル・メフィウスが増援として派遣してきた彼らは、西方タウランの兵たちである。

　数日前、タウーリア領主アークスのもとへギルからの使者が赴おもむき、

「兵五百あまりを編へん成せいし、ガーベラに向かわれたし。兵員輸送に用いる船や、兵ひよう糧ろう、資金はこちらで用意だてる」

　と依い頼らいした。

　当初、アークス・バズガンはこれに自国の兵のみで応じようとした。これもギルの頼たのみによって、以前、一千の兵をメフィウスとの国境付近に布ふ陣じんしたことがある。西方諸国の旗を掲かかげてはいたが、その半数はタウーリア兵であった。それをそのまま動かそうとしたのだが、

「殿との、ここは諸国に号令を発したほうがよろしいかと」

　と助言をしたのが軍師ラバン・ドウ。

「たとえ少数でも、各々から兵を出させるのです。指し揮き官かんもタウーリアの将でないほうがよろしい」

　西方は長い戦乱の歴史を経へて、いまようやくひとつにまとまりかけている。ただしなにぶん小こ競ぜりあいを日常的に繰くりかえしてきた土地だから、一いつ朝ちよう一いつ夕せきで変わるものでもない。ラバンは、

（一度でも多く共同作業に当たり、団結を深めるべきだ）

　と考えたのであろう。今回は軍資金すべてをメフィウスが受け持つというし、これは厄やつ介かいな面めん倒どうごとというより、わたりに船というべきだった。

　結果、それぞれの国から兵が出た。

　タウーリアからは第六兵団長ナトーク率いる百の騎き兵へい。

　ヘリオからはビシャム歩兵中隊長率いる三百の歩兵。

　ラケキシュとフグルムの混成軍、そしてピネペー族からそれぞれ五十の銃じゆう兵へい。

　そして、カダインからは赤せき竜りゆう、青せい竜りゆうの騎竜部隊二百。

　一軍を形成した彼らは、アプターから三隻せきの巡じゆん洋よう船せんに分乗して出立。途と中ちゆう、マヴァントに寄き港こうして補ほ給きゆうを受けながら、このフォゾンへとやってきた。

　ゼノンは、改めて西方人たちの姿を眺ながめまわした。なるほど、肌の色や顔の特とく徴ちようは似かよっていても、国ごとにそれぞれ武装の差がある。いかにも寄よせ集めの軍隊だったが、ガーベラの港に次々と降り立って言葉を交わす彼らに互たがいへの警けい戒かい心しんはない。ヘリオの兵が冗じよう談だんをいってはタウーリア人が笑い、ラケキシュが新式の銃を見せびらかせば、フグルムが自国で改良を施ほどこしたという旧式銃のほうが使い勝手がいいと自じ慢まんする。

（西方は、小勢力が長いこと戦乱を繰りかえしてきたというが）

　ゼノン・アウエルはまたある種の感かん慨がいを覚えていた。

（ギル・メフィウスのひと声で、こうも一いつ致ち団結して行動を起こすというのか）

　彼とて、ギル皇太子がメフィウスと西方の橋わたしになった人物だということは知っている。また、西方を荒あらしていた魔ま道どう士しを、アークス・バズガンが打ち破やぶり、そのことで各国が同盟を結んだことも。

　いつまでも絶えることのない争いに、西方の人々もいい加減疲つかれきっていたという理由もあるだろう。しかし、こうも大がかりな変化を目の当たりにすると、西方のことなどほとんど知らないゼノンにして、なにか大きな情動を感じずにはいられない。

　一方で、

（歴史の奔ほん流りゆうというものかな）

　ゼノンの背後に控ひかえていたノウェ・サウザンテスも同じことを考えていた。

（歴史を紐ひも解とけば、その大きな分ぶん岐き点てんにおいて、過去から綿々とつづいてきた古き潮ちよう流りゆうと、なにかの変異によって突とつ如じよあらわれた新しき流れとが、岩を砕くだき、陸を削けずりながら激しくぶつかりあう。そのうねりは、当の両者にも想像しがたい波は紋もんを広げて、おびただしい変化を生む。巻まき込こまれた人々は、時に抗あらがいながらも、しかし結果的には恐おそろしいまでの速度でその流れに順応するのだ）

　人のたくましさか、無む節せつ操そうゆえか。正義も悪も一日ごとに形を変えて、信しん仰こうされる神も、おしいただいた領主の名前も月ごとに変化していきながら、しかし土地に根づいた人間たちは明日も陽ひがのぼれば畑を耕して、夜にもなれば酒を酌くみ交わして笑い、隣りん人じんの死を嘆なげいて、親しん戚せきの娘むすめが結婚すると聞けば口もとをほころばせる。

（これも、大きなうねりなのかもしれない。なにかが大きく変わってしまい、人々はその突とつ然ぜんの変化にも順応していくしかない、というような。西方だけでなく、メフィウスも、エンデも、そして無論このガーベラも例外でなく）

　ノウェがこのとき振ふり仰あおいだのは、彼らのいる港とは王宮を挟はさんで向かい側に位置している船の発着場だ。いまだ、リノアが乗ってきたコチュン家の船がそこにはあった。

　ビリーナ・アウエルもまだ船中にある。

　今日の午後にはここを発たち、いったんザイムへ引き返したあとで、メフィウスへ『帰国』するタイミングをうかがうのだという。

　結局、王女はこのフォゾンへ来てから一度も船の外に出ることはなかった。これには、皮肉屋のノウェとて、

（お見事ですよ、姫）

　心のなかでの賛辞を惜おしまなかった。

　王家に生まれついて教育をされた身とはいえ、まだ十代も半なかばの少女。

　長いこと会えずにいた両親の顔を見たかろう、顔見知りの声を聞きたかろう、直接兄たちと言葉を交わしたかったろう。

　しかし、王女は父である国王からどのような申し出を受けても、船から降り立とうとはしなかった。

　そこには、

（すでに永遠の別べつ離りを誓ちかってガーベラを発った身）

　という無言の覚かく悟ごを突つきつける意味もあったし、また、ノウェが推察するに、じかに姿を見せないほうがむしろ自分の存在感が増し、その言葉もより重みをもって受け止められる──という計算もあったはずだ。

　ノウェも、その心までもが冷え固まった氷のごとき男ではない。熱いものを胸むねのどこかに意識した。その熱に促うながされるままに、いっそのこと、自分が過去に一度は王女を殺害しようとしたことまでも彼女自身に告白し、自らの不明さを詫わびたくなった。

　が、

（ふん）

　ノウェは長い髪かみを手で押さえ、口もとをゆがめた。

（あのときはああすることがガーベラのためだった、という思いに誤りはない。それに、なにもおれまでもが、ガーベラ王家の馬ば鹿かがつくほど正直な部分に染そまることもあるまいよ）

　それからノウェは、西方の武人たちを前に、感かん激げきもしきりな様子のゼノン・アウエルのほうをちらりと見やる。

（大きなうねりも結構だが、なにかが変わろうとすれば、必然的にひずみも生じる。地表を照らす光を持続させるには、闇やみの部分を一手に担になう存在も必要なのだ。同じ馬鹿なら、おれはゼノン殿下やビリーナ王女のような馬鹿でなく、もちろんリュカオンのごとき一点の曇くもりも許さぬような馬鹿でもなく、見なくてよいものをわざわざ見ようとし、見えているものにあえて見えない振ふりをする馬鹿でなければならん）




　ノウェが当然気づくはずもなかったが、このとき、彼が放っていた視線の向こう側から、同じく視線を真っ向から飛ばしてくる人物があった。

　ビリーナ・アウエルである。

（ギル殿下が動かれたか）

　西方からの援えん軍ぐんということは、当然、ギル皇太子が絡からんでいるだろう、とはビリーナにも想像がつく。これは彼にしかなし得ないことなのは確かだ。確かだが、

（なぜ、わざわざ彼らをガーベラに？）

　疑問は拭ぬぐえない。

　それは、強きよう烈れつな不安と直結していた。

　時期的にいえば、このとき、ギルはネダインを取った直後である。そして皇帝から直接の使者が赴おもむいたらしい、という噂うわさがガーベラにも届いていた。

　皇帝グールは、いままで『偽にせ者もの』と決めつけていた敵側の総大将を、『皇太子』、すなわち自分の実の息子むすこだと認めた上で、ソロンへ招いたのだという。

（皇おう子じは、いかがされるおつもりか）

　ネダインで渦うず巻まいた議論と同じ言葉が、ビリーナの胸きよう中ちゆうをいき交った。

　ソロンへいけば、皇帝の罠わなにかけられて処刑されてしまうやもしれず。

　いかなければ、内乱をいたずらに長引かせる謀む反ほん者ものの烙らく印いんを免まぬがれず。

（よもや）

　西方からの援えん軍ぐんをガーベラに差し向けたのは、自分がもし身動き取れなくなった場合でも、せめてエンデを救援できるように──ということではないのか。

　ビリーナの胸むねがざわめいた。

（皇おう子じは、ソロンへいかれるつもりだ）

　長すぎるということもないつきあいだが、ビリーナには確信が持てた。あの皇子ならば、必ずや皇帝と直接対決する道を選ぶはずだ、と。

　そうなると、もう止まっていられないのがガーベラ第三王女である。一刻も早くメフィウスへ駆かけつけたい、という思いが、自分でも制せい御ぎよできないくらいに高まってくる。

　しかし、現在の帝都ソロンへ自分が戻もどれるかどうか。反対に、自分の存在が皇太子にとって邪じや魔まになってしまうのではないか、という危き惧ぐもある。

（すぐにソロンへ戻ったのでは、要いらぬ混乱を招きかねない。いったんマヴァントの南を経由して、アプターなりビラクなりに身を寄よせるか）

　ひとり、船内で頭を悩なやませている。

　こうして薄うす暗くらがりに身を寄よせているあいだにも、世界は刻々と動きつつあった。このときノウェが感じていたのと同様に、ビリーナも、世界が大きなうねりのなかにあるのを実感している。この先の時代を決定づけようとするかのごとき黒々とした大波の前に、果たして自分ひとりになにができるのかという暗あん澹たんたる思いもある。

（いや、大たい渦かの只ただ中なかだからこそ、櫂かいをこの手でしっかと握にぎり、波を刺さし貫つらぬかねば、自分がごとき存在などはあっという間に吞のまれてしまう）

　いかにも王女らしい意気込みだったが、ふとした瞬しゆん間かんに顔を曇くもらせるのは、世界の動きやメフィウス皇太子のことのみならず、ほかならない自分自身に関して思うところがあるからだった。

「わたしの『素顔』はどこにあるのか」

　われ知らず、そんなつぶやきが洩もれさえする。

　以前、祖父のジオルグと話したことがある。

（人は、芝しば居いで役やく柄がらを演じるのにも似て、与えられた役職や立場によって『仮面』を顔にまとう。いつしか、生身のほうの顔が消えてしまう者もあろう。一体化する者もあろう）

（おまえも、わしの孫であり、アインの娘むすめであり、そしてガーベラ王女である。誰だれかの親友であるかもしれぬし、誰かの敵であるかもしれぬ。やがては誰かの恋こい人びととなって、誰かの妻、いずれは誰かの母ともなるのだ）

（その都つ度ど増えていく自分の顔から、目を背そむけるな。考えるのも迷まようのもいいだろう、ただ、逃にげてはなにもはじまらぬ）

　ビリーナは、今回、ガーベラ宮きゆう廷ていに降り立とうとはしなかった。理由はノウェが推察していたとおりだ。自分の覚かく悟ごを見せつけるためであり、また、本人があえて姿を見せぬことで、かえって人々の心を打つことができるだろうという計算があった。

　そしてこれはゼノンが感想を抱いだいたとおり、以前のビリーナにはふさわしからぬ行動である。

（これが、わたしのガーベラ王女、未来のメフィウス人としての『仮面』ということか）

　いつまでも、心で思うままの自分ではいられない。テレジアも確かそんなことをいっていた。それが大人おとなになるということなのだと。

　王おう侯こう貴族に生まれついた身として、ビリーナは常にまっすぐな自分を心がけてきたつもりだ。彼女から見える祖父がそうであったからだ。だが、王侯貴族ならばなおのこと、『素顔』と『仮面』を使いわけられるようでなくてはならぬ、ともいまは思える。

　祖父も、父も、兄たちも、そしてビリーナ自身もまた、

（選ばれし者は、自分ひとりのためのみに生きるにあらず）

　そういう宿命を背負って生まれついた。

　無論、ギル・メフィウスもそうなのであろう。だからこそ日々を迷まよい、あがいているように見えるのではないのか。

（あの方の『素顔』を、わたしは見たことがあるのだろうか）

　はたとビリーナはそんなことを思った。

　いままた、脳のう裏りに、暗くら闇やみのなか、ただひとりで腕うで組ぐみをしているギル・メフィウスの姿がぼんやりと思い浮うかんでいた。




　　　　２




　ふたたび、ソロン。

　メフィウスの君臣たちが戸と惑まどったように顔を見あわせていた。

　それもそのはず、皇帝と皇太子、二人ふたりの言葉による戦いくさもいよいよ終局を迎むかえようかというときになって、皇帝は、

「裸はだかになって、背中を見せろ」

　と命じた。それはとてつもなく唐とう突とつで、とてつもなく奇き妙みようなものに聞こえた。

　ギル・メフィウスも同様であったか、ひざまずいた姿勢のまましばし動かない。ややあって、

「──なぜ、そのようなことを命じなさるのです」

　と聞く。

　グール・メフィウスただひとりが、ごく当然のような素そ振ぶりで、

「おまえは死者にあらず、さりとて生前のままのギルでもなく、偽にせ者ものだという輩やからがおる」

「それは……」

「わしとて人の親だ。息子むすこをこの目でじかに見れば、真に血をわけた実の子であるか、素性も知れぬ何者かが皇太子の振ふりをしているのかはわかる。だが、それでは納得せぬ者も大勢いるということだ」

　グールがつづけていうには、

「ギルの背中には、生まれつき特とく徴ちよう的てきなあざがあった。それをここで見せてみよ。すべての疑念はそれできれいさっぱり晴れ、おまえをふたたびこの空席となっている皇太子の座につけることに誰だれも異は唱となえまい」

　ギル・メフィウス──オルバは、このとき朗ろう々ろうとひびくグールの声よりもさらに大きく、自らの鼓こ動どうを耳にしていた。

　背中を見せろ、とは、もはやいうまでもない、

（奴ど隷れいの烙らく印いんをここで見せてみよ）

　という命令にほかならぬ。

　いつしか、グール・メフィウスにもその素性は知られていたのだ。

　オルバは首の後ろの毛が逆立つのを覚えた。全身から、じわりと冷たい汗が浮うき出てくるのを感じた。いまや、その喉のどもとに、心しん臓ぞうに、背中に、首筋に、無数の刃が突つきつけられているも同じであった。

　一方、このとき宮中において、オルバを除のぞいてもっとも衝しよう撃げきを受けていたのは、皇おう女じよイネーリ・メフィウスであったろう。

　彼女にも、義父の真意がわかった。いまのギルが偽にせ者ものだということを皇帝が知っているのはあきらかだ。それに加え、奴隷の出自もすでに摑つかんでいる。

（それでは──）

　それでは、計算がちがってしまう。

　彼の正体を知る者など、メフィウスにおいては自分ひとりでいい。であればこそ、彼を通じてメフィウスを、ひいては世界を動かす力を手に入れられるかもしれぬというのに。

「へ、陛下」

　イネーリは何度となくそう声を出そうとするのだが、この張り詰つめた空気のなかでは唇くちびるが震ふるえ、さらに先ほどまでは小さくさえ見えかけていた皇帝の姿がふたたび大きな障しよう壁へきとなって立ちはだかるようでもあって、なかなか声が外気にまで届かない。

「どうした」

　グールが問いかける。それに対し、

「情けのない」

　オルバは血の引いた顔で返した。

「なに？」

「先ほどは顔を見ただけでわかる、と仰おおせになりながらも、実のところ、確証が持てずにいらっしゃるのではありませんか。ご自分の血をわけた息子むすこの区別もつかず、かくもお疑いになられるとは、情けのない。そうやって、人心を黒い目でご覧になられては、さぞ世界までも黒く曇くもってお見えになることでしょう」

　いまや冷たいのは汗ばかりでなく、全身を巡めぐる血液までもが冷えてかたまったように感じられていた。手足が硬かたくこわばって、指の先までもが凍こおりついている。それでもなお、声を出して抗あらがわずにはいられない。手もとに矢の一本、短たん剣けんひとつなくとも、戦わざるを得ない。声が尽つきれば、それはすなわち命が断たれるときである。

　しかし、

「言葉を弄ろうするな」

　グールは、決死の抗いをぴしゃりと撥はねのけた。

「おまえが偽にせ者ものなのではないか、という噂うわさがソロンに立っているのは承しよう知ちの上であったはず。おまえはなんのためにここへ来た。それらの疑いを払ふつ拭しよくし、身の証あかしを立てるためであったはず。いま、ここで背中を見せればすべてが解決するといっておるのだ。なにをためらうことがあろうか」

　グールはゆったりとした口調でいう。その態度は国の統治者そのものであり、頭こうべを垂たれたまま動けないオルバの姿などは、その絶対的な力の前に屈くつして、命の全権を握にぎられた、まさしく奴ど隷れいの身分であるようにしか見えなかった。

　先ほどまで、皇帝の言葉ことごとくを吹ふき飛ばすほどの勢いを見せていただけに、その落差は著いちじるしい。グールはあえて自らの懐ふところに偽にせ皇太子を誘さそったのだ。敵の勢いをそのまま叩たたき返してやれるだけの策があったから。いままで目の前の人物がなし遂とげた英えい雄ゆう的てき活かつ躍やくのすべてをひっくり返し、家臣たちの前で惨みじめな敗北者におとしめるだけの材料が手のうちにあったからこそ。

「どうした」

　ふたたびグールが問いかける。

　オルバは知らず、顔を伏ふせたまま唇くちびるを強く嚙かみしめていた。

　こうなることが、まったく予知できなかった──ということは、ない。

　自分の命など風前の灯ともしびであることなど百も承知の上でやってきた。最後の賭かけのつもりであった。田舎いなかの寒村で生まれ育った少年が、奴隷として日々を戦い、生きながらえてきた自分が、国を背負おうというのだ。あまりに大それたことをやってのけようとする、そのために乗り越こえねばならぬ最後の障しよう害がい。それが、グール・メフィウスであった。

　戦えると思った。越えていけると踏ふんでいた。それが、

（つまらねえ）

　震ふるえが走るほどの屈くつ辱じよくにさいなまれながら、オルバは心中でひとりごちた。

　これほど、つまらぬことがあるだろうか。オルバにとってはなによりも当たり前で、この身に秘ひした数々の謎なぞのうち、もっとも基本的で、もっともつまらぬ理由で、屍しかばねの山とともに築きあげてきたすべてがもろくも叩たたき壊こわされようとしている。

（誰だれか）

　オルバは面おもてをあげ、この場に居い並ならんだ多くの貴族、将軍たちを見わたしたい衝しよう動どうに駆かられた。

（誰か、いないのか。声をあげようとする者は。皇帝に異を唱となえ、おれに味方する者は）

　メフィウス軍と刃やいばを交えたのは──不利な状じよう況きようにあるにもかかわらず西方に助けを求めず、自力でのみ戦ってきたのは──まさしく、このときのためであったといっていい。

　味方をこの場で得るためにこそ、オルバは強引な手法をもってしてでも時を動かしてきた。そのつもりであった。だというのに、謁えつ見けんの間は心しん臓ぞうの鼓こ動どうが聞こえるほどに静まり返っている。声を発せようという者もなく、むしろ皇帝にその存在を気取られてはならぬというふうに息いき遣づかいひとつすら殺して、生命の証あかしひとつ立てられず、さながら皇帝が趣しゆ味みで集めた人形の群れが立ち尽つくしているのと同じことであった。

（駄だ目めだったのか。まだ、足りなかったのか。大勢の命を犠ぎ牲せいにしたというのに、まだ、流すべき血が、奪うばうべき命が、メフィウスの時を動かすのに足りなかったというのか）

　床ゆかについたオルバの拳こぶしが血管を浮うき立たせながらわなないた。

　これも無意識のうちに、彼は目を閉じていた。あたかも現実の世界から逃にげようとするかのように、現実の言葉を拒こばもうとするかのように、きつく、視野を閉ざしていた。舞まい降りた闇やみのなか、唐とう突とつにシークの顔が脳のう裏りをよぎった。

　家族を人質に取られ、彼らの首がいつ刎はねられても、あるいはいつ竜りゆうに喰くい殺されてもおかしくない状況に追いたてられながらも、同じ覚かく悟ごを抱いだいてついてきてくれた将軍たちの姿がつづいた。

　若い兵士たちの顔が無数に横切っていく。

　そして──、

「できぬというのだな」

　グールが、いった。

　とともに玉座を立った。

　その拍ひよう子しに投げかけられた影かげが、オルバの全身をすっぽりと覆おおいつくした。

「皇太子の証あかしを立てられぬおまえは、では、何者ぞ。わが息子むすこの名を騙かたってメフィウスを混こん沌とんに陥おとしいれたおまえは、何者ぞ」

（何者か）

（おまえは）

（あなたは）

（何者なのか）

　それは、複数のひびきをもってオルバの耳じ朶だを打った。

　何度か、耳にしたことのある言葉だった。そして、

（おれは）

（何者か）

　自分自身、いく度となく問いかけてきた声でもあった。

　剣けん闘とう士しとしての自分、ただの少年である自分、皇太子としての自分。もとを辿たどればひとつに集約されるはずのそれらの『顔』が、なぜか時に反発しあい、時にはまったく別の存在であるかのように己を主張して、オルバという一個の人格をひどくかき乱した。

（あなたは、何者です？）

　闇やみに閉ざされたオルバの世界に、そのとき白金プラチナの色がきらきらと輝かがやきを帯びてよぎっていった。

　そうまっすぐに問いかけてきた少女がいた。

　白い、柔やわらかな手に、ひどく不似合いな拳けん銃じゆうを持ち、その狙ねらいをオルバの心しん臓ぞうに定めながら、彼女はいまのグール・メフィウスと同じことを問うた。

（あなたは何者なのか）

　その声が、言葉そのものが弾だん丸がんとなって、オルバの心臓を射い抜ぬいたかのようだった。

（あ……）

　オルバの身に、瞬しゆん間かん、とある変化が訪れた。

　喉のどもとに、背中に、心臓に突つきつけられていた不可視の刃やいばが消えて、手足を凍こおりつかせていた冷気が拭ぬぐい去られた。

　代わりにこみあげてきたのは、猛もう烈れつなほどの熱。

　先ほどまでとのあまりの落差に身もだえすら許されぬほどの熱が、胸むねの一点から放たれて、それはあっという間に四し肢しを駆かけ巡めぐった。

「答えぬか」

　グールの怒ど声せいが鳴りひびくなか、オルバの目が見開かれた。

　全身が燃え立つように熱い。それは、解放する場を求めていた。解放されなければ、まさしくオルバはその熱に炭も残さずに燃えつきてしまうのではないかと思われた。

「……そなた」

　さらなる追及の声をあげようとしたグール・メフィウスも、このとき相手の変化に気づいた。

　さしもの皇帝も不ふ審しんげに顔をゆがめ、それから、

「そなた、泣いておるのか」

　といった。

　謁えつ見けんの間が、この日何度目にか揺ゆれた。

　皇帝が口にしたとおりであった。

　オルバは泣いていた。

　顔を伏ふせながら、彼は次々と落らく涙るいしていた。

　猫ねこ背ぜ気ぎ味みになった背中を小こ刻きざみに揺ゆらし、肩かたもおびただしく震ふるわせて。

　敵を斬きりあげるかのような角度で跳はねあがっていた凛り々りしき眉まゆは無残にも折れ曲がり、眉み間けんに刻きざんだ皺しわをも震わせながら、オルバは声もなく泣いていた。

「こ奴やつ」

　一いつ瞬しゆんグールも驚おどろいた様子だったが、すぐにかぶりを振ふって、嘲あざ笑わらいを浮うかべた。

　実に、他た愛あいもない──。

　そういった表情である。

　メフィウスのお歴々も口をあんぐりと開けて、嗚お咽えつをこぼしつづけている皇太子を眺ながめている。イネーリ・メフィウスも同様だった。

　一時は皇帝を追い詰つめ、玉座からいまにも蹴け落おとすのではないかと見えていた若き英えい雄ゆうは、いまや、父にこっぴどく叱しかられて泣きじゃくる童どう子じそのものであった。

　結局、ギルは父の手のなかで踊おどるに過ぎず、いままで好き放題にできていたのもひとえに父の度量の大きさゆえであって、それをわずかでも越こえた振る舞まいをしてしまった現在、父から鉄てつ槌ついを下されてもはや抗こう弁べんすることもできなくなった──、人々の目にはまちがいなくこう映っていた。

　だがこのとき、

（わかった）

　オルバは余よ人じんには決してうかがい知れぬ感情に身を浸ひたしていたのである。

（やっと、わかった）

　あれは、アルナックという名であったか。

　もともとは眼前の皇帝に仕つかえていた近衛このえ隊たいの一員。その彼が、ビリーナ・アウエルより預かったという金色のメダルを携たずさえ、はるばるビラクまでやってきた。

　サラマンドを捕ほ縛ばくしたビリーナは、ガーベラ領にてその報告を終えた帰り道、やはり近衛兵のひとりに銃じゆうで撃うたれた。銃じゆう弾だんは姫自身ではなく馬に命中したのだが、その際に激しく振り落とされた。意識が薄うすれつつあるなか、王女は兄ゼノンに抱かかえられながら、

「ガーベラ領へ一時つれ帰る」

　と宣言された。

　ビリーナは頷うなずき、まるで自分の身代わりにこのメダルをメフィウス領へ残す、というふうに、アルナックへ差し出した。

「これを、ギル殿下に」

　といい残して。

　それをアルナックから聞き、実際にこの手でメダルを受け取った瞬間、得も知れぬ感情が胸むねの底よりこみあげてくるのを感じた。

　いまと同じだ。

　目頭が熱くなり、震ふるえるほどに感情が昂たかぶった。

（なぜ）

　とオルバはそのとき思った。ともに何度も死地をくぐり抜ぬけてきた戦友シークが亡くなったときですら、人前ならば感情を押おし殺すことができた。なのに、危うかった。パーシルやアルナックが部屋を去るのがあと少しでも遅ければ、オルバはあわや少年の素顔を彼らにさらしていたかもしれない。

（それほどまでに）

　ガーベラ王女の存在が自分のなかで大きくなっていたのか。シークや家族と同様に、傍かたわらからそのぬくもりが遠ざかってしまうのを、これ以上もなく恐おそれるまでに。

　もちろん、それもあった。あったろうが、すべてをそのひと言では片づけられぬ気もする。オルバは当時自分を熱く駆かり立てる感情の正体に、ついに気づかなかった。

　だが、いま。

　ビラクから距きよ離りを隔へだてたソロン。皇帝の前で膝ひざをつき、敗北の憂うき目めにあおうとしているこの瞬しゆん間かんにこそ、

（やっとわかった）

　のである。それも、

（なんてつまらねえ理由だろう）

　なんのことはなかった。

　ビリーナが、命の危険をおかしてまでサラマンドを迎げい撃げきし、意識が薄うすれゆくなかにあってもメダルをギルに預けようとしたと知ったとき。

　いま、皇帝に面と向かって抗あらがう言葉を失ったと思えたとき。

　オルバは、こう思ったのである。

（おれが、『真実の』ギル・メフィウスであればどれほどよかったことか）




　　　　３




　いまさら、と誰だれしもが思うことかもしれない。

　偽にせの皇太子であるからこそ数多くの苦難があったのだし、それを乗り越こえてきたからこそ現在のオルバがある。いままであった数多くの戦いや、あまたの人々の出会い、陰いん謀ぼうやら、勝利、そして挫ざ折せつ、意志の発はつ露ろ、とにかく諸もろ々もろすべてを、あたかもなかったことにするかのような、この場においてはもっとも無意味で、もっとも愚ぐ劣れつで、もっとも価値のない言葉であった。

　だが、オルバは──熱い奔ほん流りゆうに身を任まかせて、ただ泣なくことしかできないいまの彼は──そう、思わざるを得ない。

　ビラクの砦とりででアルナックからメダルをわたされて、その経けい緯いを耳にした瞬しゆん間かん、

（わたしは、あなたとともにある）

　そんなビリーナの声が聞こえた気がした。

（一時、メフィウスを離はなれてしまうけれど、決してそれはあなたとわたしの戦いから逃にげることじゃない。だから──）

（だから、存分にやりなさい）

　ビリーナは、そんな意味でメダルを託たくしたのではなかったか。いかにも勇ましい姫にふさわしい態度だ。これまで何度もオルバはそんな王女の姿を目の当たりにし、声を耳にしていたのだが、

（おれは、ギル・メフィウスじゃない）

　といういまさらながらの事実をも、強く突つきつけられた思いもした。

　身の危険も顧かえりみずに突き進んだ王女は、もちろん、当のギル皇太子が偽にせ者ものなのではないかとは疑いもしていまい。そんな疑念があるようでは、そもそも命いのち懸がけで戦うことなどできようもないはずだ。

　ローグやオーダイン将軍が家族を犠ぎ牲せいにしてでも戦おうと決意したのは、ギルを信じたからである。

　メフィウス兵たちがかつての友人や同どう僚りようと命を奪うばいあうことになろうとも、剣けんを握にぎり、銃じゆうを持って戦ったのは、やはりギルを信じたからである。

　もちろん、そのすべてにオルバは応こたえようとした。応えねばならなかった。

　だが、彼らの捧ささげる忠ちゆう誠せいに、彼らから向けられる友情に、彼らが抱いだいてくれるかもしれぬ愛情に──、

　オルバは、それらの純なる思いに対して、必ずや、噓うそ偽いつわりで報むくいねばならぬのだった。

　ずっと。

　永遠に。

　ギル・メフィウスの名を名乗りつづける限りは。

　わかっていたことだ。

　なのに、こうして、ふとした瞬間、自分がわかっていなかったことをいくたびも思い知らされる。

（なぜ、おれはあんな田舎いなか村むらでひとりの少年として生まれついたのだろう。なぜ、生まれついての皇太子ではなかったのだろう。生まれも血筋も確かなものなれば、おれは、こんな気持ちを抱かずに済んだのに）

　そんな、悔かい恨こんともいえぬ情も本物ならば、

（生まれついての皇族、王族でないからこそ、おれがここにいる意義があるはずだ）

　と、気持ちを燃え立たせるような思いもまた、真実。

（そうだ、そうだとも）

　くだらぬ、つまらぬ思いを改めて意識したとき、そして火のごとき熱が全身を一いち巡じゆんしたとき。

（忘れていた）

（おれはまるで自分が本物のギル・メフィウスのように思うときがあった）

（そのたび、あの姫君は思い出させてくれる。おれは、本物なんかじゃない）

（だからだよ。だからおれはここにいるんだよ）

　敗北も、死も、覚かく悟ごの上であったとはいえ、敵にそうやすやすと勝利も、命も、くれてやる道理などはなかった。

　オルバの周囲が赤々とした火に照らされた。

　いがらっぽい煙けむりが鼻はなをつき、猛もう烈れつな熱風が肌はだをあぶった。

　家々が左右で形を変え、燃え落ちていくなかにあって、その中央を歩いていくのはひとりの少年。頰ほおを伝う涙なみだは、その都つ度ど炎ほのおの熱さに溶けていく。

（もし、ローグやメフィウスの兵たち、あるいは部下の何者かがおれの烙らく印いんを暴いて）

（貴様は偽にせ者ものだ！）

（よくも騙だましてくれたな！）

（偽いつわりの命で兵を死地へと赴おもむかせ、偽りの言葉で国を動かしたか！）

（などと叫さけぶのなら、）

　少年の顔はいつしか炎でただれたかのように形を崩くずし変え、やがてギル・メフィウスのそれへと変じていく。涙はもはやない。怒ど髪はつ天てんを衝つくがごとき怒いかりも、憎にくしみも、すべて彼を取り巻まく炎が身代わりになって燃えさかってくれたのだといわんばかりに、

（おれは、笑おう）

　オルバ──ギル・メフィウスの表情は澄すみきっていた。

（笑いながら、罵ば倒とうしてやろう）

（おまえらは気づきもしなかった。知りもしなかった。偽者が命令を発し、偽者がぬかずく貴様らの頭を踏ふみつけたというのに、おまえらはおれを皇太子と呼んだではないか。その命令に従って国を切り取り、挙あげ句くにおれの手から褒ほう賞しようを受け取ったではないか。皇族、王族などそのていどのものだということだ。何者でもよかったのだ。おまえらの代わりに重いものを負い、おまえらの代わりに未来を見とおす者ならば、何者でも）

（だから、おれは笑おう）

（たとえ無数の手がおれの身を引っつかみ、断頭台につれていこうとしても。そのさなかにあっても、おれは笑おう）

（悔くいなどあるものか。偽りの皇太子などと後世まで汚お名めいをかぶることになろうとも、死んだあとのことなど知るものか。だが──、だが、その瞬しゆん間かんまでは）

（刃やいばがおれの首を刎はねて、銃じゆう弾だんが心しん臓ぞうに命中するその瞬間までは）

（抗あらがってやる）

（戦ってやる）

（おれのすべては、おれが生き抜ぬくすべてのためにある）

　と、

「もうよい」

　グール・メフィウスが、なにもかもに飽あいたように手を打ち振ふった。

「もはやわしに言いい訳わけする舌も持たぬなら、わしの前からとっとと消え失うせるがいい。沙さ汰たはのちに下す」それから広間に群れなす人々の顔を見わたして、「わざわざ集まってもらったというのに、とんだ茶番になったな。土産みやげのひとつも持たせてやりたいところだが、はて、こうも大勢の顔が並ぶのは建国祭以来のこと。財政にさしたる余よ裕ゆうもない。頭の痛いところだな」

　などと冗じよう談だんめかした。

　隣となりでは、皇后メリッサ・メフィウスが欠伸あくびを嚙かみ殺していた。

　彼女にしてみれば、

「皇太子をソロンへ呼びつける」

　と知らされた時点で、すでに問題のなにもかもが解決したも同然であった。この場における皇帝と皇太子のやり取りなどは、いわば結果の見え透すいた、予定調和の演えん劇げきにすぎず、先ほどから、一刻も早くこのつまらぬ見世物が終わらぬものか、と退たい屈くつしていたところだったのだ。

　廷てい臣しんたちは今日きよう何度目かに顔を見あわせた。

　先ほどちらりとでも覗のぞいた未来への希望、期待、興こう奮ふんの色はもはや消えかかっている。残されたのは、不安、恐おそれ、今日のつづきでしかない明日あしたへの倦けん怠たい──いつもどおりの日常である。

　誰だれからともなくその口からため息が洩もれそうになったとき、

「陛下」

　という声が聞こえた。

　オルバ──ギル・メフィウスだ。顔を伏ふせたままであり、いまだ背中も震ふるえている。

「なんだ」

　皇帝はうんざりしたように口を開いた。

「わしの命令を聞き届ける気になったか？」

「いいえ」

　とギルが答えるのに、家臣たちまでもが焦じれるような、あるいは倦うんだような顔をした。それではなにも変わらない、進展がない。だというのに、これ以上あの皇おう子じはなにを口にしようというのか？

「聞き入れるわけには参まいりませぬ」

「なぜだ？」いつしか、玉座にふたたび腰こしを落としていたグールは嘲ちよう笑しようする。「自分の身の証あかしが立てられぬか。それこそ、おまえが偽にせ者ものであるというなによりの証となるのだぞ」

「情けのない」

　とオルバはふたたび口にした。

「本当に、情けのない話でございます。家臣たちの前でわたくしを丸まる裸はだかにし、辱はずかしめようというおつもりか」

　皇帝は鼻はなで笑い、肩かたをすくめた。

「それこそ繰くり言ごとだ。言葉を弄ろうするなといったはずだぞ」

「いいえ、言葉ではございませぬ」

　いうなり──、

　オルバはその場に立ちあがった。
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　床ゆかについていた膝ひざをのばし、垂たれていた頭をまっすぐにあげて、胸むねを反そらしながらグールと向かいあったのである。

　ギルの肩に、背中に、重くのしかかっていた黒い垂れ幕がはらりと取り除のぞかれ、足もとでばらばらになるようなその姿に、人々は息を吞のんで、この姿を、というよりも、こうしてほぼ同じ目線の高さで向かいあう皇帝と皇太子、両者の姿に、目を奪うばわれた。

　グールがなにかいおうとするより早く、

「言葉というなら、わたくしはすべてを申しあげました。なぜここへ来るのが遅れたか、なぜメフィウス兵を討うったか、その覚かく悟ごをも含めて。それで陛下がお認めにならぬというのならば、わたくしはそもそも陛下に望まれた存在ではないのでしょう」

　いいきったオルバの頰ほおに、もうひと筋の涙なみだが伝い落ちたのを、人々はどう見たか。

　いや、あるいはオルバ自身、熱い昂たかぶりに促うながされるままに落ちた涙が、芝しば居いなのか、そうでないのか、わからなかったかもしれない。

「だからといって、ここで不当に踏ふみつけられ、踏みにじられるわけには参まいりませぬ。それではわたくしを信じてついてきてくれた者たちへの裏切りになる」

「なに？」

「ローグ・サイアン、オーダイン・ロルゴ、フォルカー・バラン、ユライア・マッター。いずれも陛下がお育てになられた家臣たちです。いずれも、陛下がおんために戦い、命を捧ささげてきた忠ちゆう臣しんどもです。彼らがなぜわたくしに従い、やはり命をかけて戦ってくれたか。彼らをも信じることができませぬか。彼らが国家へ、陛下へ捧げた忠ちゆう誠せいの心をもお疑いになられますか。そのような態度を見せつけられれば、ここに居い並ならぶ他の家臣どもも、どうしてこれから陛下を信じてついていくことができましょう。メフィウスという一国を導いていくことができましょう」

　語るうちに、オルバの目は乾いていき、眉まゆはふたたび剣けんのごとく跳はねあがっていく。

「わたくしを辱はずかしめるのは、命を、名を、家をかけた彼らをも辱めること。その行こう為いを認めるわけにはいきません。陛下がそのおつもりならば、わたくしは──おれは、『陛下のお言葉を聞き入れぬという行為』で陛下を辱めます」

「わしを、辱めるだと」

　グールの白い髭ひげがかすかに震ふるえた。すると、今度はオルバのほうが嘲ちよう笑しようを浮うかべた。

「お忘れではありませんか、父上。おれの背後にはビラクがある。ネダイン、アプターがある。そこにはローグ、オーダイン、フォルカー、ユライアという有能な将、そして数多くの兵がいる。おれは、戦う道を選ぶこともできたのです。帝都ソロンを火の海にし、血にまみれた剣を、陛下の喉のどもとへ突つきつけることもできた。偽にせ者もの、本物の議論など戦場においては無意味。真実の皇帝を、偽いつわりの皇太子が討うったのならば、その瞬しゆん間かんから偽りは真実となり、古き真実は偽りのものとして歴史のなかに打ち捨てられるのです」

　凄すさまじいその言葉に、そして浮かべられた笑えみに、今度こそ宮中はいっせいに声を失った。

　ギル・メフィウスの顔に、真まっ赤かな返り血がこびりついているのが見える思いがした。

　いま舌した舐なめずりしたのは、いまにも湯気をあげんばかりのその血を舐め取るためではなかったか？

　そう、ここに皇太子ギル・メフィウスがいるのは──皇帝と同じ目線の高さでギル・メフィウスが立っているのは──、まさしく数々の困難な戦いに打ち勝って、同どう胞ほうの血を浴びてきたからこそであり、いままた、ギル・メフィウスはおのが義を示すために、同胞の、というよりも、実の父の血を求めて、まぎれもない戦場に挑いどんでいるかに見えた。

「この期ごにおよんで、脅おどしなどをかけおるか」

「おや、お怒いかりになられましたか、父上。ならば、ご命じなさるがいい。陛下の忠ちゆう実じつなる家臣どもに、この痴しれ者ものを捕とらえよ、地ち下か牢ろうへ叩たたき込こめ──と」

「なんだと？」

「だが、もし、そのとき、このギル・メフィウスも命じたとしたなら？」

　オルバは両手を左右に居い並ならぶ家臣たちに差し向けた。その手から、先ほど透すかし見えた真まっ赤かな血ち滴しずくが降り注いだがごとく、人々は姿勢を乱して、その場によろめいた。

「者ども、動くな」笑えみを引っ込めたオルバは、左へ、右へと鋭するどい剣けん尖せんにも似た眼光を送った。「動けば、次代メフィウス皇帝の命に背く者として、剣けん闘とう場じように送ってくれよう」

　メフィウスの臣下たちは、あわてたように居住まいを正した。ふたたびオルバの口もとに笑みが戻もどってくる。

「……というふうにね」

「貴様」

　オルバは、一歩目を踏ふみ出した。

　踏み出した足の先から、無色透とう明めいの波は紋もんが広がりゆくかのようであった。その波紋に触ふれた者は身動きもならず、声を発することもできず、ただ、玉座へと近づく若者の姿を凝ぎよう視しすることしかできなくなる。

　グールの顔がいよいよ怒りに引き裂さかれんばかりになった。目じりの皺しわをも裂いて吊つりあがった双そう眸ぼうが、二歩、三歩と近づいてくるオルバの姿に注がれる。

「皇太子としての証あかしも立てられぬ愚おろか者ものの苦しまぎれにすぎぬ」

「恐おそろしいのですか、陛下？」

「なに？」

「さっさと命じなさればよい。偽にせ者ものを捕とらえよ、愚か者をつまみ出せ、謀む反ほん者ものを討うて──と。なぜできぬのです？　そう、父上は恐ろしいのでしょう？　君命を発したにもかかわらず、もし何者も動こうとしなかったら、もはや自分はメフィウス皇帝としての資質を欠いている、と重じゆう鎮ちんたちの前で自ら証明することとなってしまう。ならば父上。ご自分の手でおれを討たれてはいかがです。何者もおれを遮さえぎることができず、何者も陛下のお言葉に耳を貸さぬというならば」

　オルバはさらに一歩、詰つめ寄よった。

　それを、あるいは皇帝以上に爛らん々らんと眼光をたぎらせて見つめているのはイネーリ・メフィウスであった。その隣となりにいる皇后メリッサなどは、うろたえ気味に視線を泳がせている。

「へ、陛下」

　思わず分もわきまえず声を発せようとしたときには、ギル・メフィウスの姿は玉座へ通じる長いきざはしの直前まで達していた。

　人々は動かず、ただ息を吞のんだまま見守っている。そこに、なにがしかの答えがある気がした。長きにわたる支配が、平へい穏おんと、倦けん怠たいと、それらを引き換かえにした恐きよう怖ふとが宮きゆう廷てい内を渦うず巻まくなかにあって、まだ何者でもない、まだなにをもたらすかもわからぬ、新しき風が、吹ふき込こんだような思いがした。

　と、グール・メフィウスも再度玉座から立ちあがっていた。手にしていた杖つえが音を立てて大理石の上を転がる。その代わり、グールの手は懐ふところへと入った。直後、抜ぬき取られた手には、黒光りする拳けん銃じゆうがある。

「陛下！」

　それはメリッサの呼びかけではなく、家臣たちのうち数名の声が重なりあったものだった。

　グールは両手でしっかと銃口を固定し、オルバの頭へ狙ねらいを定めていた。

　オルバの足が一いつ瞬しゆん止まった。

「痴しれ者ものめ。痴れ者めらが」

　グールは髭ひげにうずもれた口を大きく搔かき開いて怒ど鳴なった。

「貴様らの魂こん胆たん、よっくわかった。わしに忠ちゆう誠せいを誓ちかったその口で沈ちん黙もくをつづけ、わしに捧ささげると誓ったその剣けんで、いましも謀む反ほん者ものの背を貫つらぬこうともせぬ。ならば、わしの手でけりをつけてやろう。わし自らこの謁えつ見けんの間を赤い血で汚けがしてやろう。ただし！　わかっていような。その後、どのような運命が忠臣ヅラをしたそなたらの身に降りかかるか」

　宮中はにわかに騒さわがしくなった。わあッ、と悲鳴のような、怒ど号ごうのような、一種奇き妙みようで、子供じみた声が広間にどよもしていた。

　この場を、

（最後の賭かけ）

　だと踏ふんでいたのは、オルバであった。しかしこの瞬しゆん間かん、グールも同じ気持ちを共有する仲間に加わった。

　そしてもうひとり──。

　この場こそが、己の未来を大きく左右する局面だと決意した者がいた。

　その者は跳ちよう躍やくするかのように立ちあがるなり、階段を転げ落ちる勢いで、オルバの眼前まで迫せまった。

　皇おう女じよイネーリ・メフィウス。

　人々が、

（あっ）

　と息を吞む間に、イネーリの小こ柄がらな身体からだはギル・メフィウスの胸むねにすがりついていた。

　あたかも皇帝と皇太子、二人ふたりが剣を撃うちあわせているその空くう隙げきへと身をひらめかせ、ギルの盾たてになるかのように、イネーリは首だけ背後を振り返ると、

「陛下」

　震ふるえる声で呼ばわった。

「陛下、おやめくださいませ。お父上が、実のお子さまを撃うたれるなどと……、このイネーリには耐たえられませぬ。どうか、おやめくださいませ！」

「そこをどけ、イネーリ」

　頭上から声高く命じたのは皇帝だが、

「どけっ、イネーリ」

　同じことを叫さけんだのは皇太子である。

　しかしイネーリは、あたかも幼子がいやいやするみたいに首を振ふりたくり、なお強くギルの胸むねにすがりついていた。

「どうしてこのイネーリが義あ兄に上を見まちがえることがありましょう。どうしてこのイネーリが、お二人ふたりの争いをただ見過ごすことなどできましょう。お二人とも、メフィウスを、家臣らを、民を、それらの未来をともにご案じなさり、それゆえにこうして衝しよう突とつなされている。もう、もうよいではありませんか。血を流し、命を奪うばいあうのみが、戦うということではないはずです」

「どくのだ、イネーリ」

　繰くりかえし、皇帝は大声を出した。銃じゆう口こうはいまだ狙ねらいを定めている。

「その者が皇太子などであるものか。玉座を狙う、身のほど知らずの簒さん奪だつ者しやだ。そのような男を庇かばい立てするというのなら……」

「よろしゅうございます！」

　イネーリは涙なみだを散らしながら、皇帝の言葉を甲かん高だかい叫びで遮さえぎった。

「このお方は本物のギル・メフィウス皇太子さま。このイネーリが身をもって証明いたします。わたくしの声をも無む下げに撥はねつけ、わたくしの心をもお疑いになられるのなら、よろしゅうございます。どうか、このわたくしごと、撃ってくださいませ！」

　イネーリ・メフィウスが迎むかえた、一世一代の勝負の場である。

　グールとギル、二人の激げき論ろんによって、一いつ瞬しゆんごとに宮中が揺ゆれ、傾かたむくのを、イネーリはこれまでじっと観察してきた。

　ギルが攻せめ込こめば、家臣たちはこの新しき英えい雄ゆうを支持するのにやぶさかでないという顔をし、グールが圧倒的な支配力をもってこれを退ければ、やはりわれらが忠ちゆう義ぎを尽つくすのは陛下以外にあり得ぬ、という顔をする。

　そして再度ギルが盛もり返し、グールが実力をもってこれを廃はいせようとした瞬間。

　いよいよグール・メフィウスは脅おどしの文句を口にした。忠言をした家臣を竜りゆうに喰くわせ、皇太子に従った宿将の家族を処刑しようとした皇帝である。そのやり口こそが、長年メフィウスに仕つかえてきた家臣たちの胸に、一いち抹まつの黒い影かげを投げかけていた。

　だからこそ、家臣たちはおびえた。陛下に従わねば、明あ日すのわが身は竜の胃い袋ぶくろのなかかもしれぬ、と。

　そしてだからこそ、家臣たちは迷まよった。この期ごにおよんで皇太子との戦いから半なかば背を向け、メフィウスの未来ごと闇やみに閉ざすような文句を放った皇帝に、これ以上従ってよいものなのかどうかと。

　イネーリが行動するのはこの瞬しゆん間かんしかなかった。まっぷたつに割れた心をひとつの方向へ導くには、決死の行動をする者が必要だった。それも、死線をいくたびも乗り越こえた武人などではなく、無む垢くなる魂たましいを真っ白い頰ほおに秘ひめた乙おと女めであるなら、なおのこと効果的であるはずだった。

　グール・メフィウスの顔は憎ぞう悪おにゆがんでいる。しかし銃じゆう口こうの狙ねらいは変わらない。

　ここへ来て、

「陛下！」

　声をひびかせたのは、インドルフ・ヨーク。

　フェドムとともに反皇帝派の一いち翼よくを担になっていた男である。彼も、いよいよ決断のときを迎むかえていた。声をおびただしく震ふるわせながらも、

「こ、このインドルフ・ヨークからもお頼たのみ申しあげます。その方はまぎれもなく真実の皇太子殿下。どうか、銃をおおさめくださりませ」

　そしてイネーリの行動と、彼の言葉とが呼び水になって、

「陛下」

「陛下！」

「お願い申しあげます」

「皇おう女じよ殿下をもお撃うちになられようとは、あまりに、あまりに無体」

　口々に臣下たちが叫さけび声をあげる。

　いまこそひとつの方向へと集約された『風』が、『波』が、うねりをともない、強きよう烈れつなエネルギーとなって放射された。

　皇帝グール・メフィウスの眉み間けんにおびただしい皺しわが寄よった。

　とともに、その手が引き金を引いていた。

「ひっ──」

　という悲鳴がどこからか湧わきあがった。

　オルバの手が強引にイネーリ・メフィウスの身を眼前から引き剝はがす。階段を駆かけあがろうとした彼の耳に、さらに引き金を引く音が聞こえた。

　いずれも、銃声は発しない。弾だん層そうは空転したきりである。

　三回目も同様であった。

　それに気づいたオルバが階段の半ばほどで足を止め、家臣たちの声も次第次第にやんでいく。

　グールは、もう一度引き金を引く──、

　かに見せて、その手をだらりと落とした。腰こしの位置で拳けん銃じゆうが震ふるえている。

「そうか」

　とメフィウス皇帝はつぶやいた。

　ふっ、と鼻はな息いきで白い髭ひげをそよがせると、それから、彼は背を反そらし、高い哄こう笑しようを放った。

　オルバも、床ゆかに投げ出された格好のイネーリも、メリッサも、家臣たちも、呪じゆ縛ばくにとらわれたように、あるいは一時の狂きよう奔ほんから目を覚ましたかのように、動けない。

　笑い声をおさめたグールの腰が、どっかと玉座に落ちた。

「命を賭としたそなたの覚かく悟ご、見事よな」

　オルバの耳には、それが取ってつけたような言葉だと聞こえた。

　グールは──長きにわたって一国を統治してきた男は、この瞬しゆん間かんになにを思ったか。

　いまのオルバにはわからない。わかりようもないことだった。

　ただ、グールは額ひたいに汗も搔かかず、息も乱さず、オルバと交わした丁々発止が噓うそのように穏おだやかな声で、

「よかろう」

　といった。そしてつづけて、

「そなたは、まぎれもなくわが子、そしてメフィウス皇太子ギルである。そなたのみならず、イネーリやわが家臣たちが証あかしを立てた。……その要望、受け入れるとしよう。すぐさま軍を編へん成せいし、エンデの救きゆう援えんに向かうがいい。ローグやオーダイン、フォルカー、ユライアの軍勢もここソロンを経由することを許可する」

　と宣言したのであった。
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（皇帝陛下が、ギル皇太子殿下をお認めになられた）

　宮きゆう廷ていから早くももたらされた情報に、民衆たちは城下のあちこちで喝かつ采さいをあげた。

　皇帝と皇太子、その仔し細さいなやり取りまで、あれこれ脚色を加えられながらもあっという間に広まって、

「ギル皇太子殿下はさすがに英えい傑けつじゃ。陛下がわたしを見誤るとは情けない、ならばわたしをひと思いに殺されるがいい、などと申して、自ら首を差し出されたとか」

「陛下は、あっぱれ、おのが命を差し出してまで潔白を証明しようとする、さればこそメフィウス皇族のなによりの証あかし、と、ギル殿下をお認めになられたのだ。陛下はギル殿下を試されたのだな。さすがにわれら凡ぼん俗ぞくのような者とはちがい、尊とうときお考えというものがあらせられる」

「ああ、これであとはガーベラの姫君だ」

「いつ、お戻もどりになられるのだろう？　戻られた際には、今度こそ殿下との婚こん礼れいが待っているのだろうな」

　ソロンはたちまちのうちに祝しゆく賀がムードに包まれた。

　これ以上メフィウス人同士が争うことも、ソロンに戦火が押おし寄よせるのではないかと不安におびえることもない。さらに皇帝がギル皇太子を認めたということは、西方との友好も無事に成立したということである。

「もうしばらくは、戦いくさにはならずに済むのか？」

「いや、早そう晩ばん、ギル殿下が援えん兵ぺいを率いてエンデへお発たちになるそうな」

「なんと。殿下はネダインからお越こしになったばかりではないか。なんともおいそがしい方でいらっしゃるなあ」

　アリオンが東から大軍を率いてやってきている、という情報はあっても、彼らの矛ほこ先さきがエンデにあることも承しよう知ちしていたから、よほどの心配性か、国事に聡さとい者でない以上、民衆にとってはしょせん対岸の火事も同然である。

　メフィウスそのものは、いよいよきれいさっぱり内ない憂ゆうも消え去って、これより平和と繁はん栄えいの日々がはじまるのだと大勢の人々が信じていた。




「これは、皇太子殿下」

「ギル殿下」

　宮内を歩いていくギル・メフィウスに、すれちがう貴族たちが立ち止まって一礼する。それに軽く手をあげてやりながら、

「ローグたちは？　すでに伝令は届いたのだろう」

「明後日あさつてにはソロンに」

　背後に従う兵たちにあれこれと確認している。

「ハーマン商会からの返答はどうした」

「巡じゆん洋よう級の船ならば三隻せき用意できると。飛ひ空くう艇ていをそれぞれ五機収納して、飛び立たせる準備をしているところだそうです」

「エンデへ送った使者はまだ帰らんのか」

　それを見送る貴族たちは、

（やあ）

（あたかも、当たり前のような顔をして歩いていきなさる）

　ひそひそと声を交わしあう。

　皇太子が、ほかならぬこのソロンから送り込まれたメフィウス軍と剣けんを交えたのはさほど日も経たたぬ過去のことだというのに、ギル・メフィウスの態度には臆おくするところも、遠えん慮りよするところもない。

　それに不満と怒いかりを覗のぞかせる者も稀まれにはいたが、大たい抵ていは、

（さすがに陛下と相対して一歩も引かなかったお方。肝きもが据すわってらっしゃる）

　と感かん嘆たんしていた。

　もっとも、ここ数日ソロンで交わされる噂うわさ話ばなしの八割方で主役を務つとめるギル・メフィウス──オルバにしてみれば、遠慮などしていられない事情もある。

　なにしろ、時間がない。

　ゾンガーの港にアリオンからの船団が到とう達たつして半月弱。すでに戦せん端たんが開かれていてもおかしくなかった。無論、エンデ側もこの第一陣じんに対しては周到な準備をしているだろうから、一日二日で引けを取るようなこともあるまいが、アリオンがこの先、第二、第三の援えん軍ぐんを送って長期戦を目もく論ろんでいるようならば、緒戦の段階にて敵を大いに叩たたく必要がある、とオルバは感じていた。

　そのためにはメフィウス、ガーベラといった、本来、手を取りあうことなどないと思われていた二国がそこに馳はせ参さんじることが重要になる。

（たとえば、タウーリアがそうだ）

　ここより西、都市国家タウーリアは、長いことメフィウスにとっては宿敵とされてきた相手だ。歴史的な因いん縁ねんもある。逆にいえばそれは、長い期間、メフィウスがタウーリアを討うち果たせなかった証あかしでもある。常時動かせる兵力の差でいうならば、メフィウスがタウーリアの五倍以上は上まわっていたにもかかわらず、覇は権けんへの欲望が旺おう盛せいなグール皇帝にして、タウーリアに進しん撃げきしたのはわずかに二度。反対にアークスのほうからメフィウス領に侵しん攻こうしたのは三度にもおよぶ。

　その理由は、タウーリアの背後に点在していた、ゼル・タウランの系けい譜ふに連つらなる小勢力の数々にある。彼らは普ふ段だんこそ隣となりあった勢力との小こ競ぜりあいばかりを繰くりかえしているが、そこに外部の勢力から兵ひとりでも侵入してきたならば、恐おそろしいまでに一いつ致ち団結してこの駆く逐ちくに取りかかるのである。

　剣けんの先からいまだ赤々とした敵の血を滴したたり落としながら、その敵と肩かたを組んで、『タウランの敵』へとともに立ち向かう。

　これがために、タウラン地域周辺の国々も、おいそれとは手出しできずにいた。

　まさにいまのメフィウス、ガーベラ、エンデが理想とするのはこの状じよう態たいだ。

（アリオンに、容よう易いならざる相手と思わせることこそが重要だ）

　だから、緒戦に勝利するにしても、前線を押おし返されるにしても、戦場となったその地には必ずやメフィウス、ガーベラ、両国の旗を翻ひるがえしておかねばならない。

　また、この三国が協調するとなれば、たとえば北のゾンガー、沿岸諸国の反応にもちがいが出てくる。ゾンガーなどはいまのところアリオンとの協力態勢にあるが、今後、隣りん接せつした三国が団結するとなると、逆にこの三国側についてアリオンに対したほうが賢けん明めいだと思うようになるはずだった。

　だから、オルバはソロンにて皇帝と直接対面したその日から、ほとんど不眠不休で動いている。日数の感覚さえおぼろになるほどだ。

　エンデから少しでも情報が入れば、会議室に地図をひろげさせてそれを書き加える。また、ハーマン商会を通じてソロンの商人ギルドに連絡を取り、エンデにいった経験のある商人たちを呼び集めては、地図に詳しよう細さいな情報を足させていった。

　オルバも、エンデははじめての土地だ。地形、気候、風土の調査はやり過ぎるに越こしたことはない。

　そうしているうちに、ガーベラから援えん軍ぐんが発たった、という知らせがもたらされた。

　指し揮きするのはゼノン・アウエル王子。猛もう虎こ騎き士し団だん千二百に、穴あな熊ぐま騎士団三百、それに西方の武人団七百が加わっている。それを耳にして、

（ゼノン王子はこちらの意向を汲くんでくれたか）

　オルバは疲つかれの見えかけていた顔に、やっと笑えみを浮うかべた。

　当然、西方に援軍を要よう請せいし、それをアプター経由でガーベラへ運ばせたのはオルバの指示によるものだ。

　一時猛虎騎士団から遠ざけられていたゼノンだったが、これも当然ながら、オルバはそれを予期してまで兵力を補強してやろうとしたのではない。

　ガーベラ国内でもエンデへ援軍を送るかどうか意見が割れるだろうと踏ふんだ上で、こちらから援えん兵ぺいを差し向ければ多少風向きがよくなるかもしれぬ、と思ったのと、

（もし、たとえソロンでおれが討うたれるようなことになろうとも）

　そう、たとえ正体を暴かれ、惨みじめに奴ど隷れいとしての屍しかばねをさらすことになろうとも、メフィウスの宿敵であったはずの西方が『皇おう子じギル・メフィウスの要よう請せいにおいて』部隊を動かし、ギルとの友情、そして外敵から同盟国を守るという大義のためにアリオンと戦った──という事実さえ残れば、

「ソロンで処刑された奴隷などは皇太子が遣つかわした偽にせ者ものである」

　とでも言いい訳わけが立とうし、メフィウスの世論はこれ以上西方への攻こう撃げきをよしとしないだろう。皇帝が強権を発動して軍を無理やりに動かそうとすればするほど、さらに民心は離はなれ、いずれは心ある何者かが──多少の欲と打算の上でも──皇帝と対立する道を選ぶのではないか。

　オルバはそう考えたのである。

　自分の『死』を前ぜん提ていに計画することなど、オルバには無論本意ではない。しかし、いまや西方との戦いくさを止める、ということに関しては、当面の目的というよりも彼にとって決して譲ゆずれない信念めいたものに取って代わっている。

　それは彼が皇太子としてふたたび立つと決めたときに掲かかげた目標だったからでもあり、これをないがしろにするようでは、自分が諸もろ々もろの思いを吞のんで玉座にあがろうとする、その意味さえ失われる気がするからだ。

（もっとも、こんなことは最初で最後にしたいもんだ）

　かちりと弾だん層そうの回転する音が、いまも耳にこだましている。

　皇帝グールが引き金を引いた瞬しゆん間かんのことだ。

　あのとき、グールの燃えるようなまなざしには確かに殺意が込こめられていた。皇帝は偽者のギルを撃うち殺す目的をもって引き金を引いたはずだ。だというのに銃じゆう弾だんは放たれなかった。グールともあろう男が、もし弾層がまったくの空からであったなら、それを忘れて銃撃するなどあり得るだろうか。

（運試しのつもりだったのか）

　といまにしてオルバは思う。

　だとするなら、このソロンへ足を向けようと決意する前に、彼が予測していたことは正しかったことになる。

　グールは追い詰つめられていたのだ。あるいは、オルバが考えていたよりもずっと。

　皇帝に剣けんと命を捧ささげたはずの将たちは次々と皇太子の軍門に下っていき、グールひとりを敬けい愛あいして崇すう拝はいすべき民たちは、アプター、ビラク、ネダインにおいては皇太子の治世を歓かん迎げいした。

　だからグールは直接対決の道を選んだ。股こ肱こうの臣たちの前で、完かん膚ぷなきまでに偽者の化けの皮を剝はいでやらねばならぬと考えて。

　その、対決に敗れたと悟さとったとき。運試しのつもりで込めていた銃弾さえも彼の意思に逆らい、すなわち運さえも自分から遠ざかったと知ったとき。

　オルバは、その瞬しゆん間かんの皇帝の姿を──自分を殺そうと感情を燃え立たせていたときの姿以上に──強きよう烈れつな印象をもって記き憶おくしている。

　孤こ独どくな老人そのものであった。

　いまだ高い影えい響きよう力りよくと指導力をもって弟子たちを牽けん引いんしてきたと信じていたのに、いつしか、周囲のほうが自分の年ねん齢れいを気き遣づかって仕方なく祭りあげていたのだと気づかされた、隠いん居きよ寸前の職人であるかのように、彼は疲れた目をして、どっかと玉座に座り込んでいた。

（あれが、皇帝か）

（あれが、為い政せい者しやの成なれの果てか）

　そんな言葉を胸きよう中ちゆうによぎらせるオルバ自身、そこに付ふ随ずいする感情が、憐あわれみなのか、侮ぶ蔑べつなのか、慨がい嘆たんなのか、わからない。

　ただ、ようやく皇帝に勝利したのだという喜びなど、微み塵じんもありはしなかった。




　いつしかオルバは、ソロンにある竜りゆう舎しやにまで足をのばしていた。いつもの癖くせで、いざ戦いを前にすると、各地での準備の状じよう況きようが気になって仕方なくなる。

　近づいていくにつれて、竜舎には似つかわしくない女性の声が聞こえてきた。

　ホゥ・ランだ。つい先日、ビラクから飛空船に乗ってやってきたばかりだというのに、さっそく竜たちの世話に明け暮くれているらしい。

　ここの竜舎は以前、自分の近衛このえ隊たいを貰もらい受けた際に使用していた宿舎の近くにあるもので、飛ひ空くう艇てい発着場も隣りん接せつしている。こうして檻おりの向こうで牙きばを光らせ、足を踏ふみ鳴らしている竜たちの姿や、世話に駆かけまわっているホゥ・ランの姿を見ていると、なにやら自分が本当にソロンへ戻もどってきた、という一種の感慨めいた思いがないわけでもない。

　と、檻の向こうからやたらと鼻はな面づらをこちらに押おしつけたがっている中型竜バイアンの姿を見つけた。

「おまえか」

　オルバは笑って、バイアンの鼻面を撫なでてやる。当然、ランが乗ってきた船には、彼女が以前から世話をみている竜たちも乗せられていた。涎よだれの糸を引きながらバイアンが口を開けているところへ、

「へえ」

　ホゥ・ランが含ふくみ笑いをしながら近づいてきた。

「なんだ？」

「いや、オルバにも竜が見わけられるようになったか」

　いわれてみて、オルバも気づいた。いま声をかけてやった竜は、なにかとオルバに縁えんがある。トリネアの戦いの際には、ともに突とつ撃げき戦せんを敢かん行こうした仲でもあった。

　と、ランはおかしな頼たのみをしてきた。

「この子に、名前をつけてやってくれないか」

「名前？」オルバは眉まゆをあげて、「確か、以前竜りゆうには名前など意味がない、といっていたぞ」

「わたしから、その概がい念ねんを竜たちに教えることはできる、ともいったはず」

　ランはいつも以上ににこにことして──といっても普ふ段だんのランを知らぬ者からしたら、うっすら微ほほ笑えんでいるていどにしか見えないだろうが──オルバと手を重ねてバイアンの額ひたいを撫なでてやった。

「この子が、オルバの名を理解した、というより、自分をオルバにほかの竜とはわけて認識してほしい、と思っているんだ」

　竜にも個体差はあり、それぞれ思うところはあるらしい。オルバも多少このなりゆきを面おも白しろがった。いくつか名前の候補を脳のう裏りに浮うかべてから、

「ミルバック」

　と彼は口にした。

　記き憶おくを手て探さぐりしていたところ、普ふ通つうなら触ふれもしない片かた隅すみに転がっていたものが、不意に指の先に吸いついた、という感覚だった。おそらくは、昔、本で読んだ英えい雄ゆう伝記やら戦記やらで読んだことのある人名、地名のいずれかだろう。

「悪くない。あとは、この子が気に入るかどうかだ」

　ランは、檻おりのあいだから飛び出んばかりになっているバイアンの鼻はな面づらに顔を寄よせていた。

　そうやって準備を進めているオルバのもとに、ローグ、オーダイン、フォルカー、ユライアらの将も続々と兵を率いてソロンへやってくる。

「殿下からソロンへのお呼び出しがあったときは、正直、信じられない思いもしましたが」

　ローグらは、港に降り立つとすぐに皇おう子じのもとへ顔を出した。

「まるで英雄をたたえるかのような民の歓かん迎げいぶりでございました」

「ローグ将軍などは、『油断するな。後ろからいつ狙ねらわれるかもしれんぞ』と繰くりかえし警けい告こくしてくださっていたのですよ」

　フォルカーがいえば、

「あれこれと噂うわさも伝え聞こえて参まいりました」オーダインも驚きよう嘆たんを顔から隠かくしきれない。「しかし、どれもにわかには信じがたいものばかり。陛下とどのようなお話をされたか、詳くわしくお教え願えませんか」

「それもいいが」

　オルバは肩かたをすくめた。控ひかえの間があるほうの扉とびらにちらりと目をやり、

「まず、皆みなには、おれの顔などより見ておきたい人々がいるのではないかな」

　将軍たちは一いつ瞬しゆん怪け訝げんそうな顔を見あわせた。

　オルバがぱちりと指を鳴らすと、扉が開く。まずユライアが「あっ」と声をあげ、歴戦の将ローグも息を吞のんだ。オーダインの目が見開かれ、次いで、その目がオルバのほうへと向く。

（構わない）

　というようにオルバは首しゆ肯こうした。

　それでも若じやつ干かんためらいのあった将軍たちだったが、やはり最初に感情を爆発させたのは、将たちのなかでも比ひ較かく的てき若いユライア・マッターであった。

　彼が両親と若い妻のもとへ駆かけ寄よると、それに誘さそわれたように、オーダインの妻と息女のほうから寄よってきて、そして、ローグとその妻子はそれぞれ歩みを進めて距きよ離りを縮ちぢめあった。

　互たがいの名を呼びあい、抱ほう擁ようしていく。

　いつもは勇ましいオーダインの娘むすめラニー・ロルゴが父のマントに顔を埋うずめて泣なきじゃくっているかと思えば、以前はどこか頼たよりなかったローグの息子むすこロムス・サイアンは、目に涙なみだを光らせながらも嗚お咽えつをこぼすことはなく、

「あれこれと迷めい惑わくをかけたな」

　ローグが声をかけるのに、ただかぶりを振ふる。ローグ自身、目め尻じりに涙を浮うかべながら微ほほ笑えんで、

「聞いたぞ。母さんたちをずっと励はげましていたと。兵に連行されるあいだも、獄ごく中ちゆうにいるあいだも──。さすがに父の血を引く、立派なサイアン家の若武者だ」

　息子の頭に手をおいた。この段においてはロムスも十二歳の少年、さすがに落らく涙るいを禁じ得ず、結局は父にすがりついて泣きはじめてしまった。

　そんな様子を、黒くろ鉄がねの剣つるぎ団だん団長フォルカー・バランだけがひとり、にこやかに見守っている。オルバがつと寄って、

「意外だったな」

「なにがでございましょう？」

「フォルカーの家族もここへ呼べ、と部下に申しつけたら、妙みような顔をしやがった。まさかおまえが三度も離り婚こんしていたとは」

「不ふ徳とくのいたすところです」

「では、子供たちだけでも、と思ったら、全員がいっせいに顔をあわせたら大変なことになる、と兵も青ざめている」

「最初の妻とのあいだに三人、次が連れ子も含めて五人、最後が二人。皆、なぜかめっぽう仲が悪いのです」

「あとで、家族ごとに訪ねてやれ」

「お気を遣つかっていただいて、申しわけありません。ただ、最初の妻からは、もう二度と自分や息子たちの前に顔を出すなといわれておりますし、二番目の妻はわたしが近づいただけで卒そつ倒とうしそうになります。三番目は……」

（知らねえよ）

　口の裏うらまで出かかった言葉を吞のんで、オルバはフォルカーの肩かたを叩たたいた。

　温おん厚こうな人ひと柄がらと、常に冷れい静せい沈ちん着ちやくで知られるフォルカーが、家族の前ではいったいどのような夫であり、どのような父であるのか、多少興きよう味みのないこともないが、いまはかかわっていられない。

　部隊の編へん成せいを進めるなか、結局フォルカー・バランにはネダインに詰つめさせることにした。万が一のための備えである。この場合の『万が一』とは、ソロンに対してのものだ。

　皇帝が、

「背中を見せてみろ」

　と口にしたからには、オルバが背に烙らく印いんを負っているなんらかの情報をつかんでいるのはまちがいない。世間では、皇帝と皇太子のあいだにあるわだかまりはなにもかもが解消したと思われているが、オルバにしてみればなにも終わってなどいなく、それどころかこれからはじまっていくのではないかという予感がある。

　ローグ・サイアンの部隊もビラクに戻もどすことにした。今回、部隊の空輸と空戦力はユライアの風ふう雲うん弓きゆう団だんが引き受ける。オルバ自身が率いる近衛このえ隊たい四百に加え、騎き竜りゆう隊たい、騎馬隊がそれぞれ二百、オーダインの銃じゆう兵へい隊たい四百、それを乗せるユライアの巡じゆん洋よう船せんが三隻せき。

　オーダイン将軍自身は予備兵力として五百の兵とともにソロンで待機。知らせがあればすぐに駆かけつけられるよう、ハーマン商会から借り受けた船とともに臨りん戦せん態たい勢せいを取りつづけることになる。

　フォルカー、ローグがソロンを発たつとき、

「頼たのんだぞ」

　オルバは二将の手を握にぎった。

　オルバは、フォルカー・バランを、

（背中を預けられる男）

　として高く買っている。戦場においてならばパーシル、ギリアムなども背を預けることのできる人物だが、目の届かぬ距きよ離りにおいて、

（この男が後方にいるならば）

　と後方の脅きよう威いを気にせずに戦うことができるほどの人物となると貴重だ。

　フォルカー本人には武芸がなく、また得意とするのは敗色濃のう厚こうになってからの粘ねばり腰ごし。火のごとき勢いで敵てき陣じんを侵しん略りやくするのを信しん条じようとした猛もう将しよう勇将に事欠かぬメフィウスにおいては地味な印象が拭ぬぐえぬため、どうしても埋うもれがちな人物であったが、トリネアで実際に剣けんを交えたオルバは、活かつ躍やくの場さえ与えられていれば、いまごろは皇帝の片かた腕うでとして重用されていてもおかしくないほどの男だ、と見ている。

　フォルカー自身、自分が高く評価されている実感はあるのだろう、オルバの手を握り返すその表情は活いき活きとしている。

「お任まかせあれ。殿下こそ、お気をつけを。アリオンは魔ま道どう士しなどを部隊に組み込こんで行動することも珍めずらしくない国だそうです。怪あやしげな術に惑まどわれることなきよう」

「わかっている」

（西方でさんざっぱらやられたからな）

　などとは無論口にしない。

　魔道士に気をつけよ──といわれたところで、こちらとしては打つ手がないのも実情である。しかしこれも西方で実際に経験したことだが、魔道といっても、伝説上に語られるほど万能なものではないらしい。ガルダを名乗っていた男にして、あれこれと大がかりな準備が必要になったようなのだ。

　こちらからアリオンに攻せめ込むならばともかく、さしもの魔道士とはいえ、敵地であるエンデの領土内では大規模な準備などできまい、とオルバはにらんでいた。

　ローグ、フォルカーが去った翌日になって、ようやくエンデ側からの返答があった。

　ただし使者の携たずさえてきた書状は、エリック公子直じき筆ひつのものではない。中身もはっきりしなかった。サフィアでの協議がいまだつづいている──という現状報告に留とどまっており、援えん軍ぐんを受け入れる用意があるのかそうでないのかもわからぬ、実に煮え切らないものである。

（すでに行軍を開始しているのか？）

　ちらりとオルバは思った。エリックとは連絡のつきにくい状じよう況きようにあって、それで返答に手間取っているのかもしれない。

　いずれにせよ、ガーベラがすでに援兵を派は遣けんしているいま、いざというときにメフィウス一国が出遅れたのでは話にならない。

　だからオルバは、ひとまず部隊を率いてソロンを出立することにした。エンデからの正式な要よう請せいがあったときにすばやく動けるよう、あらかじめ東のイドロへ移動しておくのである。

　こういう際、本来ならば皇帝とのひと悶もん着ちやくがあったばかりであるし、のちのちの地じ盤ばんを固める意味でも華はな々ばなしい出しゆつ陣じん式しきが必要だとは思っていたが、いまは時が惜おしい。

　わざわざ馬に跨またがって城門から都市を横切っていくような手間は避さけて、直接飛空船に乗り、イドロを目指すことにした。

　突然のことであったが、皆みな、きびきびと行動を開始した。

　オルバの号令ひと声あれば、兵たちは手早く装備し、馬や竜りゆうを曳ひいて、すでに船に積み込んである軍ぐん需じゆのものを再点検、イドロに伝令が走れば、その直後には船が飛び立つ準備を諸もろ々もろ完かん了りようさせる。

　オルバ自身も宮きゆう殿でんの自室で着き替がえをし、腰こしに剣けんを入れた。

　陽ひは西にうすづきはじめており、室内は赤々としている。

　一いつ瞬しゆん、オルバの目が机の上にある仮面に留とまった。

　それも赤く陽を弾はじいて、オルバの目を焼かんばかりに輝かがやいている。

　手をのばしかけた。

　が、半なかばほどもいかぬうちにすぐにその手をもとに戻もどした。

「ディン」

　と小こ姓しようの名を呼ぶ。具足の点検をしていた少年が、

「はっ」

　と顔をあげる。

　十二、三歳の、物もの怖おじしない少年である。オルバが元剣けん奴ど隷れいであることを承しよう知ちの上で、常に『皇太子』としてのオルバに仕つかえてきた。その明るい顔をまっすぐに見つめ、

「留る守すを頼たのむ」

「わかりました」少年は顎あごを引いて答えた。「いつでも部屋はきれいにし、窓まどを開けて空気を取り込んで、毎日花を取り替かえ、殿下がいつお帰りになってもよろしいようにしておきます」

　オルバは頷うなずき返してから、

「おまえがいつでもそうしてくれていたことはわかっている。感謝しているよ」

　といった。ディンは一いつ瞬しゆん目を丸くしたが、

「殿下」

　と、なぜだかとがめる口調になっていう。

「な、なんだ」

「滅めつ多たなことを申されるものではありません。人の上に立つお方というのは、雑事に明け暮くれる使用人に『感謝している』などとはそうそう口にせぬものです。そんな声をかけたら、逆に、『なにかあるのではないか』とお疑いをかけられてしまいますよ」

　ディンはいう。そういえば、オルバに貴族のマナーを最初に教えたのも彼だった。立ち方から歩き方、言こと葉ば遣づかい、果ては笑い方にいたるまで。ディンは剣けん奴ど監かん督とく官かんであったゴーウェンにも劣おとらぬ鬼おに教きよう官かんだった。

「よいのです。こういうときは、『いつものように』とだけいってくだされば」

「わかったよ。……じゃあ、いつものように」

「はいっ、いつものように」

　見送るディンの目も、赤々とした光を反射させているのだが、オルバは取り立ててなにもいわない。それこそ、『いつものように』彼に甲かつ冑ちゆうをつけるのを手伝わせると、そのまま部屋をあとにした。

　港ではすでに部下や兵たちが勢ぞろいしている。

　パーシル、ギリアム、カイン、ミゲルといった、元剣けん闘とう士しの面々もいた。

「ゆくぞ」

　とオルバはギル・メフィウスの顔をして命じた。

「故国に未練を残すな。それでは剣を握にぎる手に力が入らない。ただし、すべてを捨てずに二割だけをおいていけ。必ず生きて帰ると、それは力になる」

「ははっ」

　将も兵も頭こうべを垂たれ、それから槍やりの柄を地面に打ちつけて、赤黒い天めがけて銃じゆうを高々と掲かかげる。

　ギル・メフィウスの一団は陽ひ暮ぐれ前には空へ飛び立つことができた。
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「陛下」

　と声をかけてくる人物がある。

　グール・メフィウスは寝しん台だいの上にさっきから座ったきりだ。着き替がえも済ませていない。

　今け朝さの謁えつ見けんは取りやめていた。

　いつも、朝食の席にまで拝謁を求める人を招いていたグールだから、

（お身体からだの調子が優すぐれぬのだろうか）

　と不ふ審しんを招いて、見み舞まいに来たがる人々が増えたくらいだが、グールはそのほとんどを侍じ従じゆうに断らせた。

　皇后メリッサひとりは部屋に通したが、そのときどのような会話があったか、グールは覚えていない。最後にはなにやら金切り声をあげていたようだ。

　それからいくばくが経たったか。

「陛下」

　とまた呼びかける声がある。まだ誰だれかいるのか、と視線をもの憂うげにあげた。

「ほう」と老皇帝は唸うなった。「そうか。まだ、いたのか」

「よい日ひ柄がらだな、グール」

　その人物は、皇帝の私室に許可もなく存在しているのが当たり前のような顔をして、部屋を閉ざしたカーテンに近づいていた。

「なぜこんな薄うす暗くらがりに閉じこもっている？　カーテンを開け、庭園を見るがいい。空は青く、風は澄すんでいる。ソロンの人々も、久しぶりに平和な朝を過ごしている。若い男女が通りを散さん策さくし、老人たちが往おう来らいに腰こしかけて世間話だ」

「──」

「それらを目にし、彼らの声に耳をすませるがいい。それだけが世界だ、グール。われわれにとって、目にすることのできるものだけが世界だ。特に、歳としを経へて、あとは若い世代に託たくすだけとなった老人たちにとっては」

「老いぼれおって」グールはまたも唸り声を発した。「凡ぼん人じんにはそれでよかろう。ただ老いさらばえ、死していくがよかろう。だが、わしは皇帝の身ぞ。一国を負っている。わしにとっての世界は、わしひとりのものではない」

「きみこそ、哀あわれなご老人だ」

　むしろ、相手のほうがグールをそのように決めつけた。

「だから、若かりしころはそれでもよいのさ。どうにも手が届かぬところにまで手をのばそうとし、目に見えぬものでも無理やりに見ようとする。だがな、グール。それを、人ならぬものの力を借りてまでなし遂とげようとしては、自然、人は破は綻たんする」

　じろりと皇帝をねめつける。

「きみは確かに強かった。目の前で母上を竜りゆうに殺され、それがお父上のせいだと思い込こんでいたきみは、誰だれより強い君主であらんとしていた。国で起こるすべてのことに目を通し、すべての声に耳を傾かたむけて、不ふ穏おんなものがあれば即そつ刻こく叩たたき潰つぶしながら、国を平へい穏おんたらしめようとしていた」

「──」

「われわれも全力でそれを支えたさ。特に、きみのお后きさきラーナさまは、古いしきたりや因いん習しゆうに縛しばられぬきみのやり方に共感なさっていた。家臣団とのあいだにあれこれ揉もめごとが起こりそうなときには、率先して調ちよう停てい役を担になわれて、時にはきみの盾たてとなり、時にはきみ自身をいさめる矢となって、われら家臣の誰だれよりもきみの力となっていた。だが……」

「やめろ」

「だが、ラーナさまは早くに──あまりに早くに、お亡くなりになられてしまった。待望の一子を儲もうけられた直後に、あたかもそれにすべての生命を吸われてしまったがごとく。結局、きみとラーナ皇后が夫婦として過ごした期間はわずかばかりのことだった」

「やめろ」

　グールは寝しん台だいの上で歯ぎしりをしていた。しかし、声は止まらない。

「きみは、恐おそれた。強い人間でなければならぬはずの自分が、近しい人の死でこうも惰だ弱じやくになっている自分を、恐れた。母親のときと同様だ。きみは自分の悲しみに理由をつけずにはいられなかった。誰かのせいにしなければならなかった。前は、父上のせいだということができた。しかし今度はちがう。誰のせいでもない。だから、きみは決めつけるしかなかったのだ。あれは、ラーナのせいだと。ラーナが抱かかえ込んでいた弱さのせいなのだと」

　声は、次第に嵐あらしのようになって強さと激はげしさ増す──かと思いきや、地面にちらちらと波は紋もんを広げる小こ雨さめのごとく、常に一定の調子で語りつづけている。

「きみは、弱さを憎にくむ人間だ。強くあろうとした結果、世のなかのあらゆる種類の弱さを許容できなくなった。それが自分のものであれ、他人のものであれ。だから自分を見捨てる形で先に亡くなられてしまったラーナ皇后を憎み、その子であるギルが、次第次第に母親に似てくると、それをも許せなくなった。きみは、だからこそ彼を──」

「やめろ！」

　皇帝グール・メフィウスはついに大声を発し、寝しん台だいの上で顔を伏ふせた。

　窓まどはきっちりと閉ざされ、重いカーテンはそよとも動かない。そこへ、

「陛下」

　と、別の声がドアの外から呼びかけていた。グールは顔をあげる。室内には、メフィウス皇帝以外の何者の姿もない。しかしグールは別段驚おどろきもしなかった。彼は十分に承しよう知ちしていた。いまのいままで声を投げかけてきた人物が何者であるかということを。

　もう一度、ためらいがちに呼びかける声がある。皇帝の警けい護ごを任とする兵からのもので、新たな訪問者があることを伝えていた。グールは眉まゆを跳はねあげ、「何者も通すなといったはずだ」と雷らい声せいを放つかに思われたが、ふと肩かたからぐったり力を抜ぬくと、客の入室を許可した。

「なぜ、あのような真ま似ねをなされた」

　あらわれたのは、竜りゆう神しん教きようからの遣つかい。皇太子と相対するその直前、部屋を訪れたのと同じ老人である。

「計画どおり、偽にせ者ものの正体を暴いて即そつ刻こく処刑されればよかったものを。それで憂うれいは取り除のぞかれ、なにもかも予定どおりに事は進んだものを」

「憂いが取り除かれた？」

　グールはうっそりと答え、それから低くせせら笑った。

「おまえらが人ならぬもののけだと感じたことはあったが、いまほどその思いを強くしたことはないぞ。なにもわかっておらぬ。人を、盤ばん上じようの駒こまのようにしか見ておらぬのだから無理もない。あそこでわしが偽者を強引に処刑したところで、なにもかもがもとどおりになると本気で思っているか。はっ、人のさだめとやらを操る以前に、おまえらはもっと人の世のことを知るべきであった」

「──」

「去いぬるがいい。暗くら闇やみに引っ込み、あれやこれやとよからぬたくらみを相談しあっておればいい。わしは少し疲れた。相談がまとまったなら、改めて来るがいいぞ。また空き地を用意して遊ばせてやらぬでもない」

　竜神教の遣いは挨あい拶さつも残さずに去っていった。




　それからいくばくも経たたぬのち。やはり暗がりにつつまれた空間内で、ひとりの老人が寝しん台だいに伏していた。

　竜神教の長老衆のなかでも、さらに『長老』と呼ばれる、指導者格の老人である。ただし、彼は年寄り揃ぞろいの彼らのなかでも比ひ較かく的てき若かったはずだ。

　ところが、ここ数日、皇帝の前にもその他の人々の前にも姿をあらわさなかったあいだに、彼は十も二十も一気に老け込んだように見えた。

「グールめ、そのようなことを」

　つぶやく声にも張りがない。時とき折おり、ひどい咳せきをしながら、

「弱気になりおったか。情けない、しょせんあ奴やつも、この世にあまたといる種類の人間と変わらぬ。若かりしころはいっぱしの野望を抱いだいても、歳としを経へると、見わたす限りのこぢんまりとした世界──風景、家族──をわが王国として満足してしまう。そして最期には、若き野望の一割も達せられぬまま、存外、悪くない人生であった、などと述じゆつ懐かいして果てるのだ」

　辺りは静せい寂じやく。

　ただ、ひざまずいた長老衆のひとりが耳をそばだてているのみである。

　神殿の天井は高く、いかに目を凝こらしてもなにも見とおせぬほどのぶ厚い闇やみに支配されている。

「あと一歩だと思うておったが──その一歩が、存外、遠い」

　長老は、その闇以上に暗い目をして、囁ささやいた。

「思えば、魔ま法ほう王ゾディアスも、そして西方ゼル・タウランの司教ガルダもそうであった。いずれも目もく論ろみ、いずれもあと一歩、というところまで目的に迫せまりながらも、その名のうちには果たせなかった。しかし……その都つ度ど、前進はしてきたはずだ。あのとき感じた一歩とは、いまにして思えば百歩にも等しかったのだ、と繰くりかえし認識させられるほどには」

　喉のどの奥おくに嵐あらしでも抱かかえ込こんでいるかのように、咳や、荒あら々あらしい息いき遣づかいを交えながら、長老は誰だれに聞かせるともなく語りつづける。

「ゾディアスは人間から魔素エーテルを抽ちゆう出しゆつする術を突つき止め、ガルダは、竜りゆう神しん復ふつ活かつというお題目を唱となえてかの遊牧民たちを結集、『竜神の爪つめ』をその手に取り戻もどすにいたった。数々の魔道的法則を解かい析せき、あるいは新たに生み出しながら、『通路』を世界各地に配し、魔素の供きよう給きゆうルートを構築していった。途と方ほうもなく長い時間と命が費ついやされた。生まれ落ちた赤子が、やがて老人となって人生の終しゆう焉えんを諦あきらめの境地で迎むかえるほどの時間が、いったいどれだけ繰りかえされたろう。──それが、ここメフィウスにおいて、ようやく形になりかけたというのに」

（きっかけは、なんであったか）

　長老の声は、時折誰の耳にも届かぬほどひびきを失いながらも、ただ孤こ独どくな述懐をつづけていく。

「そうだ、聖せい臨りんの谷において、皇太子と王女の暗殺に失敗したときからだ。グールはあれにて現世の未練すべてを断ち切り、ガーベラとエンデの運命をも引きつれ、大陸中央部の力関係を覆くつがえしたはずだった」

（西方のときも、そうだ。レイズスなる男を新しきガルダに仕立てあげることで、バルバロイの反応をうかがいつつ、わたしが残した神殿の遺い跡せき物ぶつを用いて、メフィウスへの『通路』を開かせるはずであった）

「だが、存外に奴は早く討うたれた。いま、改まって運命図を眺ながめまわすまでもない。あれも、いったん歯車の狂くるった運命によってもたらされたものであろう。あのときは一定の目的を果たし、また、次の準備に集中せねばならなかったゆえ放置していたが、あのときつぶさに調べていれば、その歯車を狂くるわせた張本人の運命を示す光点が、煌こう々こうと浮うかびあがっていたやもしれぬ」

　もう一度、褐かつ色しよくの肌はだをした長老は激はげしく咳せき込こんだ。瘦やせた手足を痙けい攣れんさせ、あたかも全身の命を削けずり取ってまで息を搾しぼり出そうというような苦痛の時間を隔へだてたのち、

「もはや、猶ゆう予よはならぬ。ここはいったん運命図を半分ほども捨て去る覚悟を決めて、この不ふ穏おん分ぶん子しを取り除のぞかねばならぬ。ザファル。ザファルはおるか！」

「ここに」

　と聞こえた。

　ただし姿はない。

　いや、そもそも声を発したのは、寝しん台だいの前に膝ひざをついていたほうの老人だ。ただし彼は「ザファル」と西方で呼ばれていた男ではない。それなのに、いまや彼のほうこそ身を震ふるわせ、見開いた目を痙攣させながら、ザファルの声を発しているのだ。

「今度こそ、確実に皇太子ギルの息の根を止めよ。場所は、戦場。あそこでならなにが起ころうとも不思議ではなく、魔ま道どうの技によって運命図に介かい入にゆうした代だい償しようはいくぶん軽減されようというもの。タヒーも同行させるゆえ、必ずや任務を遂すい行こうせよ」

「はっ」

　ザファルの声はそう応じたものの、一いつ瞬しゆんの間を挟はさんで、

「バルバロイの件は、いかがいたしましょう」

　と問うた。ただそれだけのことをいうのに、声はかすれ、喉のどの肉はおびただしく震えている。

「あの者には、バルバロイの守しゆ護ごがついているように、見受けられます」

「いまは、これ以上バルバロイとかかわるわけにも、介入されるわけにもいかぬ」

　長老はしばし思いあぐねているように見えたが、やがて、

「十二人の死を許す」

　と、奇き妙みようかつおぞましいことを口にした。

「それまでならば、修復可能な範はん囲いだ。よいな、その死からもたらされる力をもって、確実にギルを討うて。繰くりかえすが、猶予はない。しくじったおまえの運命にさえもな」

「ははっ」

　ザファルの声で応じた直後、膝をついていた老人はばたりと前に倒たおれ伏ふした。

　ややあって、ようよう起きあがったときには、鼻はなから、口から、そして目からも鮮せん血けつが滴したたり落ちていた。

「あとは、グールのことよな」

　長老は、もはやそちらのほうなど見向きもせずに、かさかさに乾ききった唇くちびるをゆがめた。

「細心の注意を払はらって導いてきたつもりでいたが、あれも歯車を狂わされたひとり。もはや使いものにはならぬか。ならば──」

　長老は、寝しん台だいの上で震ふるえる手を持ちあげた。肉などほとんどなく、骨ばって、これも乾いた木片のごとき手をじっと見つめる。

「次なる肉体を欲していたところだ。こうとなれば、わたし自らグールとなって、多少強引な手法を用いてでも運命図の再構築を図るしかない。バルバロイも強きよう攻こう策さくに打って出るであろうが──、よいわ。そのときには帝都ソロンの、いやさ、メフィウス全土の民をすべて火あぶりにしてでも、奴やつらを当面退けるだけの力を身につけてみせようぞ」
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　フローラ・メフィウスは今年ことしの建国祭で十一歳さいになった。

　皇后メリッサの娘むすめであり、皇おう女じよイネーリの妹に当たる。

　派手で華はな々ばなしい母や姉と比ひ較かくするまでもなく、生来が引っ込み思案な性質で、社交場への本格的なデビューも遅れていた。が、皇帝が公に顔を見せるときには徐じよ々じよに同伴して姿も見せるようになって、そろそろ彼女を主役にした舞ぶ踏とう会かいやら茶会やらを開かい催さいすべきか、という雰ふん囲い気きになっていたのだが、それもこれも、ソロンを中心としたごたごたや騒そう乱らんで遅れがちになっていた。

　いまも、また。

　宮きゆう廷ていで交わされる言葉の数々、いき交う大人おとなたちの姿は黒い風のように霞かすんで、フローラひとりきりを置き去りにしたまま左右を流れ飛んでいく。

　実際、ソロンの宮廷は騒さわがしかった。

　皇太子が帰き還かんしてグール皇帝との謁えつ見けんを終えた直後は、国を割る内戦がこれ以上長引かぬとあって、浮うかれ気分ですらあったのが、その当の皇太子がエンデ救きゆう援えんのために兵を率いて発たっていくと、むしろ誰だれも彼もが急に不安に駆かられてしまったものらしく、帝都といわずメフィウス各地に馬やら飛空船やらを飛ばしはじめた。

　ある者はネダインへ赴おもむき、そこに詰つめているフォルカー・バランに、

「砦とりでの警けい護ごはなかなか大変であろう。必要なものがあるときはなんでもわたしにいってくれればいい」

　などといって、頼たのまれもしていないのに「これは当座の軍資金だ」と金きん子すを渡わたそうとしたり、ある者はビラクにまで足をのばして、領主フェドム・オーリンへのじきじきの面会を求め、

「あなたから受け取った書状は、その日から大事に懐ふところにひそませてあった。国を憂うれえる気持ちは同じつもりだ。実際、謁見の間においては、わたしも声を張りあげ、皇太子殿下をお助けしようとしたのだ──」

　といって、いかにも昔からの同志、という顔を取り繕つくろったりした。

　ビラクでいえばローグ・サイアンも、そしてソロンで予備兵とともに待機しているオーダインも、似たような状じよう況きようにおかれた。突とつ然ぜん、いままで声を交わしたこともない貴族やら富ふ豪ごうやら大商人やらが列をなし、誰だれもが親しい顔をして近づいてくるのである。

　無論、それらの行動は、

（皇太子ギル・メフィウス）

　の存在感が大きくなったことに起因しているのだろう。皇帝グール・メフィウスはそれに反比例するかのように、ここ数日公式に顔を見せぬこともあって、次第次第に存在を小さくさせていき、いまとなっては、

「陛下のあのときのなさりようはいかにも情がない」

「では、あのときはどうだ。ご自分の過ちを決してお認めになろうとしなかった」

　などと、過去のことまで持ち出して、大っぴらに非難の声をあげる者たちとてある。もっとも、そんな者どもでも、いまだ皇帝の影えい響きよう力りよくは拭ぬぐい去れないと見えて、たとえば通路の向こう側から皇帝派と目されるコーライン・イスファーンやら、侍じ女じよたちを引きつれた皇后メリッサなどがあらわれると、はっと口をつぐんで、顔色を青ざめさせながらも、一応は慇いん懃ぎんとした礼を送るのである。

　要するに、これは派は閥ばつ間の争いであった。

　ギルとグール、両者が兵を率い、大たい砲ほうを挟はさんでじかに戦うことはなくなったものの、今度は、宮きゆう廷ていの広間であったり、貴族の邸てい宅たくにおける密みつ室しつであったり、人目につかぬ裏うら通どおりの娼しよう館かんであったり、それらを舞ぶ台たいにした言葉や態度の駆かけ引きがはじまっていたのである。それは両陣じん営えいのぶつかりあい、というより、皇帝、皇太子を取り巻まくその他大勢の人々によるものだ。

　彼らが常に頭を悩なやませていることといえば、

（グール皇帝の治世はあといかばかりつづくか）

（ギル皇おう子じは本当に玉座につくことができるのか。つくとしたなら、それはいつごろのことか）

（いやさ、そのためには、両者のあいだにもうひと悶もん着ちやくあるかもしれん）

　つまりは、

（いまこの段においては、果たしてどちらの陣営に近づいたほうがわが身のためになるのか）

　ということであり、彼らは平気な顔をして挨あい拶さつを交わしていても、相手の腹の底を読もうと目を光らせたり、神経を尖とがらせて周囲を仔し細さいに観察したり、とにかくもうひとつでも多くの情報を手中にしようとしていた。

　このあたり、過日、エンデ公国で巻き起こった無言の闘とう争そう劇げきに似ている。ジェレミイとエリック、二人ふたりの公子どちらが大公の座を継つぐかで意見がわかれて、こちらも貴族や将軍たちによる、剣けんの撃うちあいにも似た命いのち懸がけの駆け引きがあった。つまりは、どの勢力においても国においても、似たような状況にあれば、似たような事態になるということなのだろう。

　フローラ・メフィウスは見た目からして、年ねん齢れい以上に幼いと目される少女だった。だが、決して愚ぐ鈍どんではない。宮きゆう廷ていに流れる剣けん吞のんな空気を嗅かぎ取り、感じやすい心を恐きよう怖ふにおののかせていた。

　そしてそれは、男たちの争いのみが原因ではなかった。

　ここ数日、皇太子ギルと同等、いやソロンの宮廷においてならばあるいはそれ以上に存在感の増してきた名がある。

　イネーリ・メフィウス。

　いうまでもなくフローラの姉だ。

　その彼女が、いまや宮廷の一いつ郭かくを取り仕切っている。というのも、皇帝と皇太子が直接顔をあわせる前から、イネーリはひそかに有力貴族たちとの会合を重ねており、彼らが皇太子派になびくように工作をつづけていたからだ。そしていまもソロンで語り草になっている謁えつ見けんのあの日、イネーリは実際に行動を起こした。自らの身を盾たてにしてまで、皇太子を守り抜ぬこうとした。

　それは、あたかも国の未来をも守ろうとする勇婦の姿であり、また、苛か烈れつな意志と、無限の慈じ悲ひをそなえた聖せい母ぼがごときでもあって、民衆のあいだからも『もうひとりの英えい雄ゆう』として持ちあげる気風が生まれはじめていた。

　したがって、以前から反皇帝派であった者も、これから少しでも皇太子と距きよ離りを縮ちぢめておいたほうがよいか、と考える有力者たちにとっても、イネーリは無視できぬ存在になった。イネーリの周辺には常に人だかりができており、それでも面会を求める者、贈おくりものをしようとする者、自分がいかに皇太子を買っていたかを声高に主張しようとする者──が終日絶えない。

　ある意味で、イネーリは皇太子派のシンボルがごとき存在であった。

　先ほど、ビラクの領主フェドムのもとにも大勢の人が訪れたと述べたが、この大いなる野心家でありながらどこか肝かん心じんなところが抜けている感の否いなめない御ご仁じんは、

（はてな。思っていたよりもわたしに会おうという人間が少ないようだが）

　と太い首を傾かしげることしきりであり、それもそのはず、いつしか皇太子に取り次いでくれるよう頼たのむ大勢の人々にとっては、もはやイネーリのほうがギルの窓まど口ぐちにふさわしい存在となっていたからだった。

　ビラク領主フェドムは、一日でも早くソロンへ赴おもむくべきであったにもかかわらず、

「ここはあえて帝都と距離をおいて、ビラクにおいて皇太子の留る守すを預かっている、という顔をしていたほうがかえって影えい響きよう力りよくは増すだろう」

　と吞気な考えをしていた。

　自分に会いたがってはるばるビラクを訪ねる人々の列を余よ人じんに見せつけられれば、それだけでも存在感と力の証明になり得る、と踏ふんだのである。ある一面においてはまちがってはいないものの、フェドムはしかしイネーリの存在を見落としてしまっていた。

　フェドムのみではない。

　皇后にして、母であるメリッサ・メフィウスにしてみても、意外なところから伏ふく兵へいがあらわれたと感じていたろう。

　実の母子が水面下で激はげしく火花を散らしているようなこの現げん状じようを、フローラ・メフィウスは敏びん感かんに感じ取っていたのである。

　あるとき。

　フローラは周囲の切るような空気に耐たえかねて、後宮内における母の部屋を訪ねた。

　訪問は前もって知らせていたにもかかわらず、母はすでに大勢の人間たちにかこまれて話をしており、フローラは部屋の隅すみっこに追いやられた。

　本来、後宮内の一室には、身分の高低にかかわらず男性は三人以上立ち入ってはならぬという掟おきてがある。近ごろ形けい骸がい化かしつつあるとはいえ、こうも多数の男性が顔を並べていると、それだけでもうフローラは自分の居い場ば所しよが失われた思いがした。

　なかに、コーラインの姿もあった。彼らはいわゆる皇帝派の人々であったろう。母をいくつもの影かげが取り巻まいているのをフローラは恐おそろしげに見やっていた。母は──美しく、聡そう明めいで、誰だれからも愛されている、と娘むすめ心ごころに憧しよう憬けいを抱いだいてやまなかった母は──、最近になって急きゆう激げきに瘦やせ細ったように見えた。

　顔面の皮が張りつめたように見えるせいか、目は異様に吊つりあがり、口周りの皺しわが目立ちはじめていて、とても出産を控ひかえた妊にん婦ぷとは見受けられない。

　フローラは胸むねに飼い猫ねこを抱だいていた。真っ白い毛並みがふわふわしたシャイパという品種で、建国祭の折おりに他国からの贈りものとしてもらった猫だ。ネルウィンと名づけている。いつもはやんちゃで、目を離はなすとすぐに飛び出していってしまうため、追いかけまわされることが多い。そのシャイパ猫が、フローラと同じく常とはちがう空気を感じているせいか、目をあちこちに動かすばかりで、飼い主の手のなかから動こうとしない。

　と、母の、ひときわ甲かん高だかい声が聞こえた。

「イネーリは、あの子はどうしたの！」

　はっとなってフローラが顔をあげる。

　男たちがひそひそ声でなにやら説明したようだ。皇后メリッサは長なが机づくえを大きく叩たたいた。

「あの子は、気に入らないことがあるとわたしに逆らってばかり。今度のことも、どうせ大人おとなをからかって遊んでいるつもりなのだわ。なにもわかっておらぬ小娘のくせして。いっそのこと……」

　とまで口にしたとき、

「皇后さま」

　家臣のひとりがさすがにフローラの存在を気にしたものか、声を低めて、猫を抱いた少女のほうを見やった。

　そのとき、メリッサははじめて娘に気づいたようだった。フローラと目があうや、さらに形ぎよう相そうを恐おそろしいものへと変えて、

「その猫ねこを後宮内でうろうろさせないで、っていつもいっているでしょう！」

　金切り声をひびかせた。

　びくりと立ちすくんだフローラの腕うでのなかから、ひと声鳴いてネルウィンが飛び出した。一回、二回、とフローラのほうをうかがうように見やったのち、部屋から小走りに駆かけていく。少女はそれでも身動きが取れなかった。

　と、メリッサもわれに返ってか、すぐ口もとに笑えみを浮うかべた。それは、以前、フローラの姉イネーリが妹にしたのとそっくり同じ仕草だった。無理やりに固着させたような微ほほ笑えみを浮かべたまま近づいてきて、父親譲ゆずりの茶ちや褐かつ色しよくの髪かみに手をおく。

「ごめんなさいね、大声などあげて。いつもあなたに貴婦人のたしなみを教えているわたしなのに」

　いいえ、ともフローラは口にできない。ただ、目を限界いっぱいにみはったまま、母親の笑みを間近にしている。ネルウィンのぬくもりは、もう両りよう腕うでにない。フローラは、いまこそこの世界においてただひとりきりの存在だった。

「なにも心配することなどないのよ、フローラ。あなたは母のいうことを聞いて、陛下のお心に添そう息女におなりなさい。いずれ生まれるメフィウス次代皇帝の姉として、恥はずかしくないようにね」

　それですべての用事は済んだ、といわんばかりに、皇后は娘むすめの肩かたを軽く押おし、退室を促うながすような仕草をした。

　フローラは大人おとなしく従った。それ以外のなにもできなかった。

　退室の際、入れちがうようにひとりの男が訪ねてきた。

「ザース・シディウス、皇后さまのお呼びにあずかり、まかりこしました」

　その若い武人はいかにも折おり目正しく声を張りあげたが、すれちがう際、肩から熱気が伝わってくるほどの気き迫はくを感じた。フローラの存在など気づきもしなかったように部屋へと入っていく。

　皇おう女じよはひとり、立ち去っていった。




　ザース・シディウスといえば、フォルカーやユライアとともに偽にせ者ものの皇太子討とう伐ばつの任を帯びて軍勢を率いた将軍である。出発直前、皇族主しゆ催さいの宴うたげに招かれたこともあった。敗戦ののち、ほかの二人ふたりが皇太子側につくなかにあって、ザースだけは部下たちとともにソロンへ戻もどってきていた。

　皇帝はこのザースを処しよ罰ばつすることも、また労をいたわることもしなかった。暗に、

（顔を見せるな）

　と命じられたようで、若いザースはソロンにいるあいだ屈くつ辱じよくと怒いかりに身を燃やしていた。

「ちょうどよいところに来たわ」

　皇后メリッサが、そのザースに笑えみを──先ほど娘むすめに見せたものとは種類の異なる、どこか匂におい立たんばかりの妖あやしい笑みを──差し向けた。

　大勢の人間がザースを嘲ちよう弄ろう、あるいは無視するなかにあって、メリッサは、皇太子側につかなかったこの若き将軍を買っていた。ザースも捲けん土ど重ちよう来らいを期した身である。皇后に対するその目は、あるいは敗戦する以前にも増して荒あら々あらしい光をたたえていた。

「おまえに、やってもらいたいことがあります」

　メリッサはまるで誘さそいかけるようにいった。










　六章　壊乱
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　ゾンガーの港町ワシュミールは大規模な歓かん楽らく街がいで有名だ。

　陽ひが落ちきらぬうちから人種様々な娼しよう婦ふたちが街路のあちこちに立って、同じく各国から訪ねた荒々しい船乗りたちを手招いている。博打ばくちもさかんであり、これはもう陽の高いうちから町のいたる箇か所しよで歓声と悲鳴とが交こう互ごにあがって、悲喜こもごもの勝負を繰くりひろげている。

　アリオン国王子カセリア・ジャミルと二千の兵を乗せた船は、二週間ほど前からこの港に停てい泊はくしていた。

　カセリアは兵たちに適度に休みを与えて、ワシュミールの夜を楽しませている。女も賭かけごとも禁じはしない。かえって金をどんどん使って、ゾンガーに多少はいい目を見せなければならない、と考えている節ふしもあった。

　当のカセリアは、ほとんど船から出てこない。

　女好きで知られる彼だが、娼婦遊びはほとんどやらなかった。

（おれの道具は金と引き換かえにできるものではない）

　と高らかに笑いながら吹ふい聴ちようしている。

　日がな一日、甲かん板ばんの上で寝ね転ころがったり、部屋のなかでやはり横になったりしている。大軍を率いて戦争にやってきた指し揮き官かんとも思えぬ態度であった。

　ある夜。

　旗き艦かんにある王子専用の部屋を、ランス・マズポッターが訪ねようとしていた。桟さん橋ばしに足をかけようとしたところ、

「ランスどの」

　横あいの闇やみから声をかけてくる人物がある。エンデ公子ジェレミイ・アマン・ドーリア。しかしかつて彼がエンデ首都サフィアにおいて、誰だれよりもエンデ貴族らしい貴族として称たたえられていた時期を知る者が見たなら、

「よく似てはいるが別人だ」

　と断じたかもしれない。それほどジェレミイの様子は変へん貌ぼうしていた。朝、起き床しようするとともに下しも々じもの者に手伝わせながらたっぷり時間をかけてととのえていた髪かみは乱れ放題に乱れて、サフィア一の洒落しやれ者ものと知られていたはずが、身を飾る装飾品のひとつもなく、衣服ももうここ何日も替かえていないのか薄うす汚よごれて、異い臭しゆうを放ってさえいる。なにより、その目。涼すずしげに細く吊つりあがり、いかにも高貴な生まれの人間らしい深みのある輝かがやきをたたえて、男性、女性問わず数多く魅み了りようしてきたはずのその目が、いまやどんよりと暗くよどんでいた。

「これは、公子どの。いえ、未来のエンデ大公閣下どの」

　ランスは身を折おって一礼したが、ジェレミイのほうは挨あい拶さつの手間をかけるのも惜おしいというように、

「ランスどの、じょ、状じよう況きようは。軍の状況はどうなっております。エンデの反応は。エリックは、どのように動いているのです」

　息せき切ってたずねてくる。ランスは口もとに柔にゆう和わな笑えみを浮うかべた。

「それら様々のことは、ジェレミイ公子どのにもお伝えしてあるはずだが」

「わ、わかっている。さりとて、それも五日前のことだ。わたしはいまの状況が知りたい。そ、それに、ゾンガーに逗とう留りゆうして日も長い。アリオン軍はいつになったら動かれるのだ。このままでは、エリックめに要いらぬ猶ゆう予よを与えてしまうではないか」

「さて、わたしていどの身分では把は握あくしきれぬことも数多い。すべてはカセリア殿下の胸むねのうち。おお、そういえば明みよう晩ばん、軍議を開く予定があります。そのときにジェレミイどのもお呼びいたそう」

　ランスはふたたび一礼すると、桟橋の左右に立って旗艦の警けい護ごに当たっている兵士に目配せして、自らは船のなかへと歩を進めた。後ろからジェレミイが何事か呼ばわってきたが、兵士に立ちはだかられたようだ。次第にその声も遠くなる。

（ふん）

　軽けい甲かつ冑ちゆうに包んだ肩かたを上下させ、アトールの古ふる強つわ者ものは唇くちびるをゆがめた。

（憐あわれな男だ）

　大陸中央部にアリオンを呼び込んだ張本人でありながら、すでにジェレミイ自身は蚊か帳やの外におかれている。強国の軍事部隊を招くことで、故国エンデが併へい吞どんされる危険性も考こう慮りよしなかったわけでもなかろうに、ただ自分が後こう継けい者しやに選ばれなかったという事実を受け止めきれず、強引にその事実を覆くつがえすためだけに、アリオンへ救きゆう援えんを要よう請せいした。

　いわば侵しん攻こうの大義名分を与えてくれた男であるが、アリオンにとってもはや用がないのも事実。あとは飼い殺しにされるのがせいぜいだ。聞くところによると、ジェレミイは日々募つのる焦あせりゆえか、あるいは罪ざい悪あく感かんを押おし殺すためか、日がな一日黒くろ水すい練れんの粉に浸ひたっているという。

　弟エリックがエンデの実質的最高指導者である事実が、一日でも長くつづくのがどうにも許せないらしく、こうやって時にカセリアやランスのもとを訪ねてくるのだが、その元気もあとどれくらいつづくものか。

（起きているときも、寝ねているときも、せめてよい夢ゆめを）

　ランス・マズポッターは細かい傷だらけの顔にもう一度微ほほ笑えみを浮うかべたが、ふと足を止め、あたかも闇やみにひそんだ暗殺者を警けい戒かいするかのように、健在な右目を鋭するどく左右に光らせた。

（あの魔ま道どう士しの姿を、ここのところ見ない）

　ジェレミイはただひとりきりでエンデを出しゆつ奔ぽんしたわけではない。確かおつきの魔道士──ヘズルといったか──が随ずい伴はんしていたはずだ。最初のうちはジェレミイに影かげのごとくつき従っているところを見かけたが、ここ数日、若いあの魔道士の姿は忽こつ然ぜんと失うせている。

　ランス・マズポッターはアリオン国の出身ではないから、魔道士という存在をどうにも不気味に感じており、また忌いみ嫌きらっていた。

（どこに隠かくれひそんでいるものやら。──まあいい。たかが魔道士一匹、なにかよからぬことを企たくらんでいたとして、もはや時勢は動かせまい）

　魔道士というなら、王子の部隊にも数名同行してきている。たとえば王子の殺害やら軍の中ちゆう枢すうに被害を与えるような行動に出たとしても、彼らが未然に阻止するだろう、という思いもあって、ランスはいったんヘズルのことは忘れた。代わりに足を進めて、

「いるか」

　といって、返事も待たずにドアを開ける。なかから女の悲鳴がした。

　陽ひに焼けた女の背中が寝しん台だいの上にあった。隣となりでは、対照的なまでに色の白い青年が煙管キセルを吹ふかしている。

「ランスか。いつもながら無ぶ粋すいな奴やつ」

「敵はいつ、どのようなときに襲おそいかかってくるやもしれん。いまのおれが暗殺者なら、さて、アリオンの王位継けい承しよう者しやよ、どうしたね」

「まずは女を盾たてにして、それから返り討うちさ」

　いそいそと寝しん台だいの陰かげに隠かくれて着き替がえをする女をぎょっとさせるようなことをいいつつ、カセリアは枕まくらもとに投げてあった剣けんを掲かかげた。抜ぬき身のままだ。
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　やがて言葉少なに女が去っていくと、

「いまのは、確か」

「ワシュミール伯はくの末すえ娘むすめだ。この港を管かん轄かつしている」

　ああ、とランスは頷うなずいた。若いながらしっかりとした気き性しよう者もので、最初に彼女の出で迎むかえを受けたときから、

（いかにもカセリア好みだ）

　とはランスも思っていた。

「父親にばれたら、ことだぞ。ただでさえ、ゾンガーにしてみれば今回の件、屈くつ辱じよくを吞のんだ格好だろう」

「告げ口をする性た質ちの女じゃない。自分で掲げた尻しりの始末は自分でつける女だ」

「ほう、女に関しては大体のことをおまえに教えたと思っていたが」ランスは片方しかない目をいったん閉じた。「剣にも戦いくさにも似ず、自分の経験というものがこれほど当てにならぬものはない。前に似たような性質の女がいたからといって、今度も同じだなどとは決して思うな」

「肝きもに銘めいじるさ。それより」

　カセリアは欠伸あくびをしていたが、不意に目をぎらっと輝かがやかせると、

「『犬』どもは放ったか」

「ああ。森が見える距きよ離りまでは見届けてきた。五日後にはダイランにつくだろう」

　ランスは答えながら、船室の窓まどを開けている。カセリアが吸っているのは黒くろ水すい練れんの粉だ。妙みようにぬめりを帯びたような煙けむりが身にまとわりつくのを、ランスは嫌きらっている。

「なら、いよいよだな。エンデのお坊ぼつちゃま、すぐに誘さそわれて飛び出てくるぞ。あとはひと押おしに平らげるだけだ」

「だとよいが」

「なんだよ？」途と端たんに、カセリアは寝しん台だいの上で嫌いやそうな顔をした。「なにかあるな。もったいつけずに、すぐに話せ」

「ああ、悪い知らせがある。ガーベラが動いたそうだ」

「ガーベラだと？」

　ランス・マズポッターが付近で仕入れた情報によれば、エンデの南に位置するガーベラ王国から二千あまりの援えん軍ぐんがやってくるという。カセリアは苛いら立だたしげに腕うでを振ふりあげ、

「ガーベラとエンデは槍やりを交えたばかりのはずだぞ。ジェレミイめ、適当なことを抜ぬかしやがって」

　もう一度、黒水練の粉を深く吸い込こんだ。

　大陸中央部へアリオン軍を招き込んだ張本人ともいえるジェレミイとは、無論、ゾンガーの港に降り立ったときに面談した。

　ジェレミイ曰いわく、

「メフィウスは国をまっぷたつに割る内乱の真まっ只ただ中なかであるし、ガーベラも、そのメフィウスに嫁とついだ王女の処しよ遇ぐうを巡めぐって暗あん闘とうを繰くりひろげている。おまけにエリックはガーベラの領土に攻せめ込んだばかりだ。エンデは長いこと外国と血けつ縁えん関係を結んでこなかったから、いまは孤こ立りつ無援に近い」

　ということだった。

「ガーベラは騎き士しの国──であったかな。大義を重んじたのだろう。魔ま道どう王朝の血筋を守ろうと義ぎ俠きよう心しんを起こしたおまえのようにな」

　ランスはそんな嫌いや味みを口にした。

　そもそも、ランスはこの戦いには乗り気ではなかったし、なにより、陸路にて第二陣じんを進ませるという計画を耳にしたときも強きよう硬こうに反対した。エンデとアリオンとのあいだには山さん岳がく地帯が広がり、その開けた一画にリャリドという国がある。そこを脅おどすような形で兵馬を進ませるのに抵てい抗こうがあったのである。

「この動きにリャリドが刺し激げきされなければよいが」

「リャリドごとき小国になにができる？　昨年、あそこの国主と会ったとき、おまえも近くにいたろう。あれは自分の保身しか考えていない臆おく病びよう者ものの豚ぶただ」

　カセリアはあざ笑ったが、

「甘く見ぬことだ。どんな臆病者も、逃にげ道がなくなれば牙きばを剝むく。もしガーベラが加か担たんしたことによってこの初戦に手こずるようなら、リャリドも後方から軍を進めてきかねんぞ」

「それで、構わんさ。第二陣じんはそうやって大いに敵の目をひきつける役目を担になってくれればそれでいい。愛すべきわが異母兄ファードどのを大将に据すえたのもそのためだ。あの猪いのしし武む者しやならば、いわれるまでもなく、いく先々で派手な火花をあげてくれるだろうよ」

　カセリアは横になっているのも飽あいたか、剣けんを手にしたまま跳はね起きた。

　そして、目に見えぬ敵の首を断つようにそれを横に振ふるうと、

「おれだって、この一戦でエンデ全域を蹂じゆう躙りんしようなんて思っちゃいない。ただ、格好の餌えさに釣つられてくれれば、一週間後には、エンデ次期大公どのの生首とこの船室において乾かん杯ぱいできるかもしれんがね」

　そういって高い声で笑った。

（ふん）

　ランスはいかにも若じやく輩はい者ものの浅知恵を笑うような表情をしていたが、実際のところ、いま彼の鼻はなっ面つらを叩たたいた剣風は、古参のランスが相対してきた、国内外のどの戦士にも勝るものがある。

（まさか、ここまでいっぱしの剣士になるとは）

　という思いを新たにした。

　母国をアリオンに滅ほろぼされたあと、ランスはアリオンの王宮に召めし抱かかえられた。当時十三歳さいだったカセリアの教育係、つまり剣の指南役としてである。

　ランスは難色を示した。十三といえば、もう身体からだの基き礎そができていなければならない。しかし聞けば、カセリアは未み熟じゆく児じで、生まれ落ちたときより生死の境目をさまよっていたほどだという。アリオン王は東西から腕うで利ききの医師を多数呼び寄せ、なんとか息子むすこの命を永らえさせた。魔ま道どう士しの助けも借りたという噂うわさもある。そうまでして延えん命めいをはかったのは、無論わが子かわいさもあったろうが、なにより、第一子が幼くして逝せい去きよするというのはアリオンにおいて凶きよう兆ちようと考えられているためでもある。

　そんな経けい緯いもあってか、両親はカセリアにほとほと甘あまかった。前にも述べたが、カセリアは少しでも気に入らぬことがあると泣なきわめき、面おも白しろ半分に家臣たちに難なん癖くせをつけては父王にいいふらして、処しよ罰ばつを与えさせた。

（そんなガキに、剣を教えろだと？）

　いくら教官役がよい剣士だからといって、その教え子が同等の腕うで前まえになれるとは限らない。おまけにいまのいままで剣を握にぎったことすらない、それも性格に大変難のある少年相手では。

　ところが。

　九年後のいま、カセリア・ジャミルは、王国においても屈くつ指しの剣士である。宮きゆう殿でんの武芸訓練場においていく人もの名だたる剣士たちがカセリアの一いち撃げきに剣を落とし、膝ひざを屈くつしてきたのは、なにも彼らがアリオンの王位継けい承しよう者しや相手に遠えん慮りよしたり、へつらったりしたためではない。若いながら、いく多もの戦場で第一の戦功を手にしてきたのは、有能な軍略家や部下たちが知恵や力を絞しぼってカセリアに楽な局面を進ませ、手て柄がらだけをあてがったためではない。彼は常に先せん陣じんを切って、全身を真まっ赤かにするほど返り血を浴びながら、どんな困難な戦場にあっても必ずやもっとも多くの敵兵を屠ほふってきた。

（今回も、そうなるだろう）

　ランスとて、いつものようにカセリアをいさめながらもそう思わぬでもなかった。




　知らせを聞いたとき、エリック・ル・ドーリアは待ちかねていたものであったにもかかわらず、さすがに一いつ瞬しゆん耳を疑わずにはいられなかった。

　ガーベラより千以上の援えん兵ぺいがやってくる。それも、率いるのはゼノン・アウエル王子であるという。

　これにはエリックのみならず、エンデ中の人々が驚きよう嘆たんを隠かくせなかった。公子がガーベラにも援軍を要よう請せいすると聞いたときも同様だったが、まさかそれが実現するとなると、発案したエリック当人からして意外であったのはまちがいない。

　しかしエリックはいかにも当然のなりゆきであったような顔をして、驚おどろく家臣たちをやや得意げな態度で尻しり目めにしながらも、自らサフィアにおいてガーベラ軍を出で迎むかえ、ゼノン王子と固い握あく手しゆを交わした。

「お久しゅう、ゼノン王子」

「おお、エリック公子。わざわざのお出迎え、かたじけない。しかしこのような形で再会を果たすとは、わたしも思わなかった」

「あの、小暗い砦とりでのなかを思い出しますな」

　エリックが口にしたのは、ザイム近辺で戦せん闘とうが起こった直後、メフィウスからの提てい案あんで、ノーザン山地の砦において臨時の三者会談がおこなわれたときのことである。

「確か、雨が降っていた」

「ええ。昼日中だというのに、身を寄よせねば表情もわからぬほどの暗さで。あの場に、わたしと、ゼノン王子、そしてメフィウスの皇太子がいた」

「その、もうひとりの御ご仁じん。なにやらいったん死んで、それからよみがえったようだが」

「変わり者だとは思っていたが、まさかそれほどとはわたしも思いだにせず」

　二人ふたり、ひそやかに笑いあった。

　そうしながら、なんとはなしに、

（変わった）

　と互たがいを見ている。

　あのときは敵同士であり、互いに戦場から生かして帰さぬ、というほどの立場で相手を見ていたのだから、「変わって」見えるのも当然なのだが、たとえばエリックなど、もともと弁が立たぬ性質ゆえか、あのときはぼそぼそとした声で言葉短くしゃべっていたのが、いまは声の張りも随ずい分ぶんよくなって態度にも自信をにじませている。一方のゼノンは、王おう侯こう貴族としての華はなをまといながらも、それと同等以上の厳しさも兼かねそなえていて、一言一句の異も挟はさまずについてくる者だけが自分の味方だ、というような顔をしていたのが、いくらか険けんが取れて、表情に柔やわらかさが出ていた。

　と、

「われらにも、ご挨あい拶さつさせていただけようか」

　ゼノンの傍かたわらにモロドフが巨体を並ばせた。ニルギフが後ろからつづいて、

「ガーベラには三日と逗とう留りゆうできなかったが、次に船から降り立ってみれば、噂うわさに聞こえた水の都サフィアか。ここにはどれくらいいられるものか。どうせなら各地の酒を飲み比べしたいものだな、兄者」

「おまえはどうして思ったことを口にせずにはいられんのだ。カダイン武人の礼節を疑われてしまうぞ」

　などと兄のほうが一いつ喝かつする。

　エリック公子がはじめて目の当たりにする西方武人たちの姿や立たち居い振ふる舞まいに目を丸くしているのを、数日前の自分と重ねあわせたゼノンがくすりと笑った。

　その夜は歓かん迎げいの小しよう宴えんが開かれた。

　翌日、主だった将を集めての軍議となる。

　が、その実、昨夜遅くにゼノンとエリックは二人ふたりきりで会っている。志士入り乱れての評議をはじめる前に、まずは指し揮き官かんたる二人のみであらかじめ作戦の方向性を決めておこうとしたのだ。

　この二人に限っていうならば、もはや互たがいへの憎にくしみも敵てき愾がい心しんも失うせていたが、一兵卒にいたるまで同じか、といわれれば否定せざるを得ない。ガーベラ兵にしてみれば、いいがかりをつけて攻せめ込こんできたエンデに遺い恨こんのひとつもなかろうはずがないし、一方のエンデ兵にしてみれば、もともと二国がひそかに進めていた同盟の話を一方的に破は棄きしたのはガーベラであるという反感が根強い。

「遺い憾かんながら、同じ地で軍事行動を起こすのは危険がないともいいきれない」

「まさしく、わたしもそう思っていた」ゼノンが頷うなずいた。「ここはそれぞれ別行動を取ったほうがよろしいかと」

　敵も大きく二手にわかれている。

　北のゾンガーからいまだ動かぬカセリア王子の本隊。こちらが二千。

　東のリャリド国を経由して『狡こう猾かつ竜りゆうの背骨』と呼ばれる山さん岳がく地の北を通ってダイランに迫せまり来る陸上部隊が三、四千。

　結果、エリック公子のエンデ軍三千がダイランに詰つめ、ゼノン王子と西方混成軍二千あまりがダイランの東に布ふ陣じんして陸上部隊を牽けん制せいすることとなった。

「敵も、ガーベラ国旗を目の当たりにすれば躊ちゆう躇ちよするだろう。長いこと対陣し、にらみあいになってくれれば、最小限の被害でアリオンを退けられるやもしれん」

　方向性は定まり、軍議もおおむね彼らが同意した内容のとおりに運んだ。




　　　　２




　しかし、動かぬ。

　カセリア・ジャミルがゾンガーの港に錨いかりをおろしてからそろそろひと月は経たつ。

　エリック公子は三千の部隊とともにサフィアを出発、このダイランにふたたび足を踏ふみ入れたが、こうも動かぬとなると焦あせりよりまず不ふ審しんが生じる。

　東の陸上部隊も同様だ。王子からの命令がいき届いているのか、歩みを速めるでもなく、リャリドとエンデ、二国のあいだにある緩かん衝しよう地帯の村に分宿したまま動かない。

　奇き妙みような話だ。敵にしてみれば、時間をかければかけるほどこちらに周しゆう到とうな準備をととのえさせるだけだし、金も食しよく糧りようもどんどん消費してしまうだけのはず。

（あるいは──）

　とエリックは考えた。

　敵は、ガーベラの突とつ然ぜんの参戦に肝きもを冷やして、いったん作戦行動を中止し、進退に迷まよっているところかもしれない。

（このまま退いてくれるならばよし）

　エリックはゾンガーのカセリアあてに使者を立てようかと思いついた。こたびのことはジェレミイひとりの策さく謀ぼうによるものであり、アリオンにはもとよりかかわりのないこと、ここはいったん互たがいに剣けんを腰こしに戻もどそう──というふうに。

　夜、エリックはプルートス家の館やかたに寄よって、彼のもうひとりの父というべきケイネスに相談した。

　ケイネスもこの案には賛同したが、

「油断なきよう。カセリアの戦いぶりは苛か烈れつな火のごとき激しさをもってのみ知られておりますが、その実、狡こう知ちに長たけたところもあります。おそらく、副ふく将しようのランス・マズポッターが参謀がごとき役目を果たしているからでしょう」

「ランス・マズポッター。聞いたような名ですが」

「アトールの独どく眼がん竜りゆう。わずか五百の手勢で、アリオン軍三千を撃げき退たいしたこともある勇将です」

　ケイネスの背筋はいつもぴんとのびていて、口にする言葉は短く、簡かん素そなれどひとつひとつに胸むね打うつようなひびきがある。幼いころから、エリックが武人として、いやひとりの男性として模も範はんとしてきたのがこのケイネスであった。

　傍かたわらにはベルモア・プルートスの姿もある。ケイネスの次男で、エリックとは歳としが近いため、小さいときから武芸に学問にとともに励みあった幼おさな馴な染じみだ。いまやエリック直属の武官のごとき立場で側そばにいる。

「しかし、思い出しますのは」そのベルモアが声を発した。「過日、われわれがガーベラに軍を進めようかというとき、アリオン側から接近してきたこと。確かあのときも、書状の差出人は──」

「ああ。カセリア・ジャミルだった」

　エンデ公子は頷うなずいた。

　エリックが国内の民意を煽あおって、ガーベラを征せい伐ばつすべし──と軍を起こそうとしたとき、

（力を貸す）

　という類たぐいの書状をよこしてきたのが、ほかならぬアリオンのカセリア王子である。

　その当時、確かアリオンは長きにわたった東征を終えたばかりのころだ。にもかかわらず、アリオンは──というより、カセリア・ジャミルは──、次なる流血の舞ぶ台たいを求めて胎たい動どうしていた。

　カセリアはあのときより、東のあとは西、とばかりに、大陸中央部に軍を進める機会をうかがっていたのであろう。

（で、あれば）

　そう簡かん単たんにはカセリアも軍を引くまい、とも思える。長いことゾンガーに逗とう留りゆうしているのも、本国にさらなる増ぞう援えんを依い頼らいして、それを待っている状態なのかもしれない。

　エリックは使者を立てる決断を覆くつがえすことはなかったものの、しかしそれで終わるかもしれぬ、という甘あまい期待は打ち捨てることにした。

　カセリア・ジャミルという男は知れば知るほどに、

（あれは、肉の味を覚えたての獣けものも同然だ。母の乳ちちに飽あき足らず、獲え物ものの肉を喰くいちぎって、その血を飲み下す醍だい醐ご味みを味わいたくてたまらぬように思える）

　決して戦いくさを嫌きらう性た質ちではないエリックにして、戦せん慄りつを禁じ得ない。

　その後、わずかばかりの酒が出た。

　エリックは陣じんに帰らず、その夜はプルートス家の邸てい宅たくにて横になったが、夜半になって叩たたき起こされた。

「何事だ」

　さすがに戦中の陣に身をおいている自覚はあって、飛び起きた直後には頰ほおも引き締しまり、声も張っている。すぐに着き替がえて外へと出た。

　同じく武装していたベルモアに案内されるまま、プルートス家からやや離はなれた建物へと入った。

　天井の低いその一室に、八人ほどの男が縛しばられ、膝ひざをつかされていた。衛えい兵へい十数名が取りかこんでいる。

　男たちは全身が土にまみれていた。顔や手足に殴おう打だの痕あとがあり、皮ひ膚ふが裂さけて血を流している者もある。

「アリオン側からの斥せつ候こうです」

　道中、ベルモアが説明していた。

「密みつ偵ていとして潜もぐり込こむ目もく論ろ見みであったか、エンデの鎧よろい兜かぶとをも身につけておりました。見張りの兵が見つけて誰何すいかの声をあげたところ、逃にげ出しましたので、飛ひ空くう艇ていを飛ばして捕ほ縛ばくした次第」

　男たちはエリック公子の姿を見ても動じない。なかには、よほど抵てい抗こうしたのか、顔の形が変わるまで痛めつけられた者もあったが、呻うめき声ごえを洩もらそうともしなかった。

「座して動かずと見せて、向こうもなかなかさかんに動く」エリックはつぶやいた。「彼らに、アリオン陣営について知っていることすべて吐はかせろ」

「なにも」

　ここで、ひとりの斥候が声を発した。数本、歯の欠けた口から血を滴したたらせながら、

「なにも知りはしない。われらごとき末まつ端たんの兵卒に、アリオンの秘ひ密みつなどなにがわかるはずもない。とっとと命を奪うばうがよかろう、若きエンデ大公よ」

「おまえらの命は、もはやおまえらのものではないぞ」ベルモアが無表情で脅おどした。「指一本、その身体からだに流れる血の一滴てきまで、もはや貴様らの自由にはならぬのだ」

　宴うたげの際など、歌を歌わせれば髭ひげ面づらにも似ずかわいい声を披ひ露ろうするベルモアであるだけに、こうして表情に影かげをまとわりつかせながら発する低い声に、エリックとてぞっとするものを感じないわけではない。

　とはいえ、彼は斥候たちに同情はしなかった。これも戦いくさである。敵方に捕つかまったらどうなるか、もとより覚かく悟ごはあるだろう。

「あとは任まかせる」

　とエリックはその場を去る足取りとなった。無言のうちに、拷ごう問もんにかけることを許可したのだ。

　明け方になって。

　エリックは何事もなかったかのようにプルートス家で朝食をとった。今け朝さはケイネスの長男ダロキン、その娘むすめであるティルとリーンも顔を見せている。

　戦のことは話題にしなかった。

「公子さまはいつまでダイランにいらっしゃられるの？」

　妹のほうのリーンが聞いてきた。以前、エリックは一年の大半をここダイランで過ごしていたのだが、ここのところ留る守すにすることが多いので寂さびしい、というのである。

「『留る守す』をされているのではないのよ、リーン」姉のティルがたしなめるようにいった。「公子さまは、これからはずうっとサフィアにいらっしゃるの。こうしてダイランにおいでになられることのほうが珍めずらしくなるのだから」

「そんなの、つまらない」

「お行ぎよう儀ぎの悪いことをいうものじゃないわ」

「ティルだって、前は同じこといってたくせに。大人おとなの前だと大人の振ふりするんだ」

　などとリーンが勝ち誇ほこるものだから、またもティルが涙なみだ目めになって抗こう議ぎしようとした。

　と、そこへベルモアがやってきた。さすがに夜半に見たときとは服装を替かえてある。返り血をぬぐったであろう手で食事をともにした。

　膳ぜんには、野菜と、米が少々、それに西の湖からとれる魚が並んでいる。エンデの貴人は、食事の際、主に箸はしを用いる。その持ち方が上う手まくなった、とベルモアが妹のリーンを褒ほめた。

　恐おそるべき武人である彼も、ティルとリーンにとってはいい叔お父じであるようだ。何事か些さ細さいな話で盛りあがった。ベルモアにしてもこの姪めいっ子たちがかわいくてならないらしくて、幼い姉妹に「叔父さま」と呼ばれては相そう好ごうを崩くずし、「またお歌を歌って」などとせがまれては、まんざらでもなさそうな顔をする。

　朝食ののち、エリックはそのベルモアとともに陣じんへ帰った。

　収しゆう穫かくは得たという。

　そう話すベルモアは、プルートス家で見せていた顔とは別人のようだ。

　八人それぞれを別の場所に移して『尋じん問もん』をおこなっていたのだが、全員、最初は口を閉ざしていた。しかし『尋問』の種類が多た岐きにおよぶにつれて、やがて、

「カセリア王子はあと七日は動かぬ。本国からの増ぞう援えんを待っているためだ」

　と洩もらした。

　八人全員が。

　これを怪あやしんだベルモアは責めの手をゆるめなかった。捕つかまったときにそなえて、そのような偽にせの情報を口にするよう仕込まれていると見たのだ。ひとりが絶命したが、明け方近くになってから、二人ふたりがようよう震ふるえる口を開いた。

　それによると、カセリアはすでにゾンガーから少数精せい鋭えいを率いて南下しつつあるという。ダイランから北西、現在の国境線である川を越こえた先に林があり、そのなかに昔の砦とりでがある。いまは滅ほろびたとある部族が、その地に点在している騎き馬ば民族との戦いに使用していたものだ。カセリアはその砦のなかにいったん身をひそませ、後日、別働隊をゾンガーから海岸線沿いに進ませる。そこにカセリア本人がいるように見せかけるため、大人数で、わざと派手な陣じん容ようにする予定のようだ。その迎げい撃げきに出たエンデ軍を、カセリア本人率いる砦からの部隊で横よこっ腹ぱらから突つく──。

「これを残りの密みつ偵ていどもに伝えると、ひとりの目から動どう揺ようがうかがえました。まずまちがいないでしょう」

　そう伝えるベルモアの顔は、興こう奮ふんの色を隠かくしきれないでいる。峻しゆん烈れつな風となってエンデ公子の頰ほおを打たんばかりだ。当然、これが、

（カセリアを討うつ絶好の機会）

　とはエリックも承しよう知ちしている。

　さらに密みつ偵ていは、やはりエリックが危き惧ぐしたとおりに増ぞう援えんの気配も匂におわせていた。初戦でエリックの迎げい撃げき部隊を退けたのち、さらなる大軍をもって南下する気でいるのだ。

（よし）

　エリックはひそかに進軍の準備をととのえさせた。そうしながら、こちらからも斥せつ候こうを出し、国境を越こえさせて林周辺を探さぐらせた。とはいえ、彼らが戻もどってくるのを待ってはいられない。ゾンガーからどのタイミングでアリオン軍が動くか、そこまでは密偵たちも知らされていなかったからだ。

　だから、まずは動く。

　動いたあと、のちのちに合流する斥候からの情報いかんによって、その後の進退を決めればいい。

「ゼノン王子に伝令を走らせますか」

　ベルモアが聞くと、エリックはしばし思案したのちにかぶりを振ふった。

「『事後』で構わんだろう。いまはなるべく情報を外に漏もらしたくない」

　エリックのその言葉は本音であったが、うち何割かに、

（まずはおれ自らが武ぶ功こうを立てねば）

　という意気込みがあったのも確かだろう。

　それはなにも、自分ひとりが英えい雄ゆう扱あつかいされたい、という浅はかな思いつきではない。

　これよりエンデ一国を若き双そう肩けんに担になおうという身である。家臣たちのなかには、エリックの能力をいまだ疑問視している者も大勢いる。今後のことを考えた場合、どうしてもエリックには華はな々ばなしい武ぶ勲くんが必要であった。

　──エリックの決断の速さはなるほど、病びよう床しようにあった父から後こう継けい者しやとしての才覚を認められていただけはある。

　だが、惜おしいことに、エリックにはいまだ信しん頼らいに足る参さん謀ぼう、軍師の人材がなかった。たとえばエリックが信しん奉ぽうするケイネス・プルートスは立派な武人でこそあったが、彼が長年戦ってきた相手は、散発的に襲しゆう撃げきを繰くりかえしてくる騎き馬ば民族が主である。それらの敵は奇き襲しゆう戦法に長たけてはいても、込こみ入いった作戦などは使ってこない。

　つまり、ケイネスに、そしてその弟子たるエリックにも、情報戦の経験はなかった。

　また、それとはやや種類が異なるものの、このときのエリックにはもうひとつ重要な情報が不足していた。少し前より、首都サフィアにはメフィウスのギル皇太子から援軍を派は遣けんしたいとの申し出が届いていたのだが、対応が遅れて、いまだエリック本人の耳には届いていなかったのである。

　これは、大公の死、そしてジェレミイの出しゆつ奔ぽんという相次ぐ出来事によっていまだサフィアが混こん沌とんとしており、また次期大公となるべきエリックと重臣たちとの連れん携けいが上う手まくいっていない証あかしであったろう。実のところ、エリックが打って出ると決意したときには、ギルはようやくのことでサフィアにいる一部重臣との調整を済ませ、すでにエンデ入りしていたのだが、これを事前に知ってさえいれば、公子の行動もまたちがったものになったかもしれない。

　──ともあれ、エリックは部隊を大急ぎで編へん成せいした。

　率いる数は千。これ以上は敵に気取られる恐おそれがある。

　まず、エリックが物見に出かける素そ振ぶりで、兵三百を率いて進発。

「門は開けておいていただきたい」

　とケイネス・プルートスには伝えてある。敵の密みつ偵ていがまだ近くに潜ひそんでいる場合に備え、こちらが軍事行動に打って出たと悟さとられぬためである。

　あらかじめ演習と称しようしてダイランの外に出ていたベルモアの騎き馬ば隊たいと合流。つづいて、門から打って出た銃じゆう兵へい隊たいが駆かけに駆けて追いついた。

　夜半、国境線のダイヴィム川を越こえる。

　前もって小型の飛空船をわざと緩かん慢まんな間かん隔かくをあけながら数隻せき飛ばしており、馬や武器などを対岸に集めてある。

　星光ちりばめられた空の下、しんと静まり返った川べりで、エリックは馬上の人となった。

　故国とさほど距きよ離りを隔へだてていないのに、国境を越えた、というだけで、なにやら肌はだに冷気が突つき刺ささるようである。

　長なが柄えの斧ふ槍そうを鞍くらに結びつけ、剣けんを腰こしに入れながら、エリックは闇やみを透すかすように前方を見み据すえる。兵が揃そろったのち、静かに進軍を号令した。




　　　　３




　エンデのエリック公子がダイランをあとにし、そのダイラン目指してギル・メフィウスが北上していたころあい。

　そして同時期、メフィウス帝都ソロンが、今年ことしでもう何度目になるかわからぬ衝しよう撃げきに見み舞まわれようとしていた。




　その昼、イネーリ・メフィウスは親しい友人や、もしくはこれから彼女と親しくなろうとする下心を抱いだいた者たちとお茶をともにしていた。

　すでに贈おくりものは山と積まれている。

「皇おう女じよさま、皇女さまほどのお方ならば、わたくしがいままでどれだけ皇太子殿下のために尽つくしてきたか、ご存じのはず」

「ザットめが謀む反ほんを起こした折おり、殿下が雄お々おしくザットを追い詰つめたのを見て、このお方こそ次代のメフィウスを担になうお方に相そう違いあるまい、と確信を抱いだいたのであります」

「はは、貴公はそんなに遅かったのか？　わたしなどは、殿下が初うい陣じんを飾られる以前より、やはり皇族の血を継つぎしお方、普ふ通つうとはいくらも異なる方だと思っていたぞ」

「はて、そうであったかな。殿下がご友人と遊びに出かけられているのを見て、いかにも嘆なげかわしい、とわたしにつぶやいたのはいつだったか」

「ち、ちがいますぞ、皇女さま。あれは、なにも……」

　取り巻まきにかこまれながら、イネーリはまさに得意の絶頂であった。

「まあ、皆みなさん。そのようにいっせいにしゃべられては、わたくしも、どなたの、どのお言葉を殿下にお伝えして差しあげたらよいものか、わからなくなりますわ」

　華はなやいだ笑い声をあげながら、皇女の覚えがめでたくなろうと他者を押おしのけて一歩でも前に出ようとする者たちを見わたしている。

　イネーリと昔から仲のよかった貴婦人の邸てい宅たく、その庭園を用いての茶会だったが、もしこの場に少しでも目ざとい者がいたならば、給仕役の男性や、庭園の掃そう除じをしている奴ど隷れい、また木々に取りついている剪せん定てい師しなどのなかに、あきらかに様子の異なる男たちが何人か混じっていたのに気づいたかもしれない。彼らは日焼けした顔に鋭するどいまなざしをしており、イネーリを中心にした貴人たちの動向にそれとなく目を配っていた。

「皇女さま。殿下は、ギル皇太子殿下は、わたくしのことについて、なにかおっしゃられておりませんでしたか」

「さあ、どうだったかしら」イネーリはぽってりとした唇くちびるに指をあてがう素そ振ぶりをした。「ただ、お義に兄いさまはとても義理堅がたく、どんなことであれ世話になった者のことは決して忘れぬ方。聖せい臨りんの谷でご自分を守ってくれた剣けん闘とう士したちを近衛このえ兵へいに取り立てるほどにね」

「お、おお」

「さようでありましたなあ」

「皆さま、お義兄さまのことが気になって仕方ないご様子ですけど、皇太子殿下とお近づきになりたいのなら、ただ、いままで以上に殿下をお支えしてくださればそれでよいのです。決してその恩を忘れぬお方なれば……」

　そのとき、なにかが激はげしく割れるような音と、女性の甲かん高だかい悲鳴とがかまびすしくひびいた。

　はっと皆の視線が、いっせいに庭園の入り口側へと向けられる。

　給仕役の女性が倒たおれていた。手にしていたトレイから白い磁じ器きのポットやら茶ちゃ碗わんやらが落ちて、粉々に割れている。が、出席者たちの目を釘くぎづけにしていたのは彼女ではない。おそらく彼女を押しのけたと思われる男たちの、この場にそぐわぬ荒あら々あらしい武者姿にこそ人々は息を吞のんでいた。

　先頭にいるのは、ザース・シディウス。

　十数名の部下を率いて進み出てくる。青ざめて澄すんだ空も、白い輝かがやきの茶器も、可か憐れんに色づく花々も、すべて暴力の気配一色に塗ぬりかためながら、ザースはイネーリとの距きよ離りを縮ちぢめていった。

「何用です」

　イネーリは、目に動どう揺ようを浮うかばせながらも、逃にげ腰ごしになる貴人たちを押おしのけ、彼女のほうから前へと進み出た。

「あなた方のような無ぶ粋すいな者どもを招いた覚えはないわ」

「こちらとてお招きにあずかった覚えはない」ザースは獣けものじみた獰どう猛もうさを面おもてに滲にじませながら吠ほえた。「皇后メリッサさまのご命令である。イネーリ・メフィウス皇おう女じよ、そのほうを即そつ刻こく捕とらえよとな」

「お母さまが？」

　いよいよはっとなって、イネーリは顔色を白くさせた。

　本来、皇后といえど、武力を独断で使用することなどかなわない。しかし皇帝が公に顔を見せなくなり、その影えい響きよう力りよくが日増しに減退するなか、ソロンのパワーバランスは一気に混こん沌とんとしていた。それを助長したのは、ある意味ではイネーリ当人である。

「大人おとなしく従っていただけるならよし。そうでなくとも、力ずくで引っ立ててくるよう申しわたされている。さあ──」

　ザースの腕うでが虚こ空くうをのびたかと思うと、イネーリの細い手を摑つかんだ。

「は、放しなさい！」

　イネーリが身み悶もだえしたが、ザースの手は鉄輪のようにしっかと手首に喰くい込こんで離はなれない。

　助けを求めようと視線を巡めぐらしたが、先ほどまでイネーリとあれほどお近づきになろうとしていた人々は皆みな、目を逸そらし、距離をおいて、われ関せずの態度を取っている。

　ザースが腕を引いた。イネーリの身が軽々とその懐ふところに抱だかれる格好となる。皇女の悲鳴が青い空にひびきわたった。と、

「待て」

「無体であられる、ザース将軍！」

　庭園のあちこちから声が起こり、それら声の主がいっせいに駆かけつけてきた。

　イネーリ主しゆ催さいのこの茶会に紛まぎれ込んでいた、あの鋭するどい目をした男たちである。

　彼らは、ローグ・サイアン、そしてオーダイン・ロルゴ配下の兵たちであった。

　いまやソロンにおける皇太子派の筆頭と化したイネーリ皇女。その動向を危険視したのは実の母だけではない。ローグ・サイアンは帝都を去り際ぎわ、

「皇女さまに目を光らせておくがいい」

　といい残し、部下を何名かその監かん視しのために残していた。皇太子派の勢いを駆かってよからぬことを目もく論ろむのではないかという懸け念ねんがあったためだが、よもや実の母から実力行使に出られる局面に出くわすとは思いもしなかった。

　が、見過ごすわけにもいかない。イネーリは確かに厄やつ介かいな存在にもなり得るが、いまのところ、皇太子につこうとする人間たちが右往左往しつつもある一定の規き範はんをもって行動しているのも、イネーリ皇おう女じよの存在あればこそである。

　ザースは思わぬ邪じや魔まに一いつ瞬しゆん目をぎろっと剝むいたが、

「はっ、皇太子の犬どもめ。それも、偽にせ者ものとわかっていながら、わからぬ振ふりをしてでも餌えさのわけ前にありつこうとするあさましき犬ども！」

　叫さけんで、部下たちに力ずくでの排はい除じよを命じた。

　こうなればローグ、オーダインの部下たちとて死し闘とうを覚かく悟ごせねばならない。庭園のいたる箇か所しよに隠かくしていた武器を手に取ると、たちまちのうちに庭園は戦場と化した。

　数は互ご角かくに等しかったが、ザース側は完全武装している。最初に血しぶきをあげて倒たおれたのもローグ配下の兵だ。貴人、貴婦人が悲鳴をあげて逃にげ惑まどうなか、イネーリはそれに劣おとらぬ声を張りあげて助けを求めていたが、ザースは強引に引きずって庭園の外へ出ようとする。

　そこへ、真っ向から立ちはだかった人ひと影かげがある。

　至し近きん距きよ離りだ。うるさそうにザースは剛ごう剣けんを振るった。その剣が、勢い半なかばにしてがっしと受け止められる。

　ザースはふたたび目を剝いた。

「貴様か」

　立ちはだかったのは、顔が奇き妙みように膨ふくれあがった異相の剣士。かつてはジョズの砦とりでを任まかされていたウォルト大隊長である。その外見ゆえ、茶会にこっそり忍しのび込こむことはできなかったが、そもそも彼はイネーリから正式に客人として招かれていた。

　彼の異相は十年戦争当時から話題だったし、また、皇太子とじかに剣をあわせたのちにギルの軍門に下った、といういかにも英えい雄ゆう伝記の一幕らしい逸いつ話わをイネーリが気に入って、彼の話を皆みなに聞かせたいと招待していたのだった。

「犬めが！」

　ぺっと唾つばを吐はき捨ててザースは再度撃うちかかる。

「どちらが犬か、ザース将軍」大おお柄がらな体たい軀くに似あわぬ俊しゆん敏びんさで右へ左へと身をかわしながら、ウォルト。「なにも見えておらぬまま、本能に任まかせて動こうというあなたが、他者を犬呼ばわりする資格などない」

　ちなみにウォルトも甲かつ冑ちゆうはつけておらず、礼服を用意されていた。見た目のギャップを狙ねらった、イネーリ流の演出だったろう。武装の差はあるとはいえ、ザースも皇女を腕うでに抱だいたままではウォルトを仕し留とめきれない。

　と、ウォルトのほうから大だい胆たんに仕し掛かけてきた。

　皇おう女じよを抱だいたほうの腕うでめがけて剣けんを斬きりおろす。相手の意外な行動に一いつ瞬しゆん判断に迷まよった挙あげ句く、ザースは皇女を地面へと突つき倒たおしながら後方へとさがった。いや、さがらされた。ウォルトの剣は空中でぴたりと静止すると、そこから軌き道どうを変えてザースの顔面を粉ふん砕さいしにかかっていたのである。

「ちいっ」

　ザースも瞬時に剣を掲かかげてこれを撃うち落とす。火花の雨が降るなか、イネーリは両手両足を地面につけて、それこそ犬のような姿勢で逃にげていた。

　反射的に追いかけようとしたザースの眼前へ、瞬時にしてウォルトがまわり込こむ。

「おのれ！」

　ザースにしてみれば、同じくソロンから偽にせ皇太子討とう伐ばつのために遣つかわされた身でありながら、のうのうとした顔でその偽者側についたフォルカー、ユライア、そしてウォルトなどは、かつて同じ目的を抱いだいた味方であっただけにいっそう許せぬ相手である。

　火のごとき勢いで剣を叩たたきつけた。

　対するウォルトは、いかに相手が十二将軍とはいえ、

（なあに、若じやく輩はいの身）

　と軽かろんじる部分があったのは認めざるを得ない。しかし実際のザースは、かつて建国祭の剣けん闘とう大会で優勝したウォルトをして、

（ここは時間稼かせぎに徹てつしたほうがよいか）

　と思わせるほどの腕前であった。剣の技術、戦いの駆かけ引きそのものは稚ち拙せつでも、それを補おぎなって余りある勢いがある。一瞬でもこちらの意識がその勢いに押おされるようなことになれば、ウォルトとて手足の一本は軽く吹ふき飛びかねない。

　が、そうやって、受けに徹することのできる冷静な判断そのものが、現在のウォルトとザースの差を如によ実じつに示していた。

　そのうち、負傷したり返り血を浴びたりして真まっ赤かに染まったザースの部下たちが駆け込んできて、

「将軍」

　と口々に呼びかける。加勢をしようというのではなく、このまま長引かせては危険だ、と訴うつたえているのである。

　事実、銀ぎん斧ぷ団だんの兵ひとりが、すでにこのことをオーダイン将軍に伝えようと庭園を走り出ている。

　ザースはもう一度激しく舌打ちした。

「覚えておれ」

　ひと声吠ほえると、部下たちをつれて疾しつ風ぷうのごとき足取りで庭園から駆け去っていった。

　ウォルトは追わない。じきにオーダイン将軍の耳にも入ろう。あとの判断を将軍に任まかせて、

「皇おう女じよ殿下、ご無事で」

　ウォルトはイネーリのもとへと寄って、助け起こそうとしたが、皇女は自分の足で立ちあがっていた。白い頰ほおがわなわなと震ふるえている。

　まるで自分に斬きりかかった敵を見るようなまなざしで、周囲に逃にげ散っていた参列者たちを見わたす。その視線に応じることのできる者はなかった。

「オーダインのところへゆくわ」

　皇女は、あたかも彼らへ宣告するかのようにウォルトへいった。

「供をしなさい。いまだメフィウスに内乱の火を持ち込もうとする愚おろか者ものどもを成敗しなくては！」




　皇帝と皇太子とのあいだに揺ゆれていたソロンは、今度は皇后と皇女とのあいだに走った亀き裂れつによってまたも激げき震しんした。

　そして当然、イネーリの激げつ昂こうは、ウォルトやオーダインがなだめたていどではおさまらなかった。

　後宮に兵を差し向け、皇后とザースをひっとらえるように命じたのである。

　皇后のときもそうであったが、本来、イネーリに軍を動かす権利はない。しかし皇女は、オーダインがいうことを聞かぬのなら、もうそれは自分への──ひいては皇太子への──反逆者だと決めつけんばかりの態度であったし、また今回のことでイネーリに恩を売っておきたいと考える者は大勢いたため、彼らが率先して皇女に兵を預けかねない、という危き惧ぐがあった。

（勝手に動かれるくらいならば）

　オーダインは意を決した。イネーリの暴走を抑おさえる意味でも、自ら部下を引きつれて後宮へ赴おもむくことにしたのである。

　だが、すでにこのとき皇后と、コーラインやザース以下数名の、いわゆる皇帝派の人間たちは宮きゆう廷ていを引き払っていた。

　どこへ向かったかというと、竜りゆう神しん教きよう神殿である。

　いうまでもなく皇帝その人が直接命を下して建立した神殿だ。そこに住まう長老衆たちは政治の中ちゆう枢すうにかかわっているという噂うわさもあり、これはオーダインも無む下げに踏ふみ込こめない領域である。

　さらにオーダインが臍ほぞを嚙かんだことに、メリッサ一派はグール皇帝その人をも神殿にともなっていた。皇帝自身が進んでこの行動に加か担たんしたか、あるいは身体からだが弱っているという噂のあった皇帝を無理やりにでもつれていったか。

　庭園での惨さん劇げきから一日が経過しても、皇帝から公式の発言がないところを見ると、後者であろう。

　ソロンの、宮きゆう廷てい、そして神殿のある一帯は急に物々しくなった。

　夜になっても神殿周囲にはかがり火が焚たかれ、その火に閃せん々せんたる刃、槍やりの穂ほ先さきをきらめかせながら武装した兵の列が見え隠かくれする。

　またも内乱の気配があると見て、ソロン市民たちは陰いん鬱うつたる気分に陥おちいった。

　前回、皇帝と皇太子とのあいだで揺ゆれていたときは、各地でひそやかな暗あん闘とうがありはしたものの、少なくとも帝都の秩ちつ序じよがいちじるしく乱れることなどはなかった。が、それもこれも──事の発ほつ端たんを考えれば逆説的であるとはいえ──絶対的な君主としての皇帝が君臨していたがためである。

　いまは、その皇帝の存在感が極きよく端たんに薄うすい。

　ソロン各地で騒さわぎが続出した。

　強ごう盗とう、火つけの類たぐいが増えたかと思えば、それを皇帝派の一派がやったことだと誤解した兵たちが勝手に動いて流血沙ざ汰たを増やしたり、大きいところでは、態度に迷う重じゆう鎮ちん貴族に「おまえも反乱を企くわだてる者か」と別の貴族が決めつけて、ことさらに自分が皇太子派であることをアピールしようとしてか独どく断だんで兵を動かして捕ほ縛ばくしようとしたため、両家を巻まき込こんだ小規模な戦闘に発展したり──と、数日前、あれほど平和の訪れを喜んでいたのと同じ土地とは思えぬほど、血なまぐさい出来事が次から次に起こった。

　それを、見おろす影かげがある。

　ぶ厚いカーテンを開いて顔をそっと覗のぞかせているのは、オーバリー・ビラン。

　彼は、昼日中においては決してカーテンを開けようとしない。それが鉄てつ壁ぺきの守りとなって、陽ひの光、すなわち彼を拒きよ絶ぜつして排はい除じよしようとする世間そのものから遠ざけてくれると信じているふうだったが、陽ひ暮ぐれとともに世界は黒いそのカーテンと同化し、いくぶんかはオーバリーの気持ちも和やわらぐと見えて、こうして時とき折おり窓まどの外をうかがうこともある。

　またどこかで騒ぎが起こったのだろう、街の人間や、兵たちが大声で怒ど鳴なりかわしながら街路を駆かけまわっている。

　と、闇やみに染まったソロンの街並に、火の色が添そえられているのをオーバリーは見た。

　あわててカーテンを閉ざそうとしたが、その手が滑すべった。前のめりに倒たおれかかったオーバリーは、かえって、まじまじと炎ほのおの色を見つめる羽目になった。

　オーバリーの動きが止まった。

　熱風が吹ふきつけてくる思いがした。網もう膜まくに宿った炎がそのまま彼の体たい軀くを包みあげるかのように、手足がたちまちのうちに熱くなる。オーバリーは痛みに耐たえかねてその場に屈かがみこんだ。一刻も早く炎を消し去ろうとしてか、目をきつく閉じる。

　しかしそれは逆効果であった。視界を閉ざしたばかりに、記き憶おくはむしろまざまざとよみがえって、炎はよりいっそう燃えたけった。

（おまえらも、炎のなかで死に絶えるがいい）

　突とつ然ぜん、そんな怒ど鳴なり声ごえが脳内に鋭するどくひびいた。誰だれあろう、オーバリー自身の声であった。

（滅ほろぶがいい、愚おろか者ものども。そのときになって、おれこそが正しかったと知ってももう遅い。遅いのだからな！）

　それはかつて、皇太子暗殺のかどで捕ほ縛ばくされたオーバリーが、皇帝の家臣を前にいいはなった言葉だ。

（見ろ、見ろ、見ろ）

　オーバリーは胸きよう中ちゆうで呪じゆ詛そのごとく唱となえた。

（見るがいい、おれのいったとおりではないか。おれが予言したとおりに、ソロンは燃えているではないか。愚か者どもが、その炎ほのおのなかで死に絶えているではないか！）

　わなわなと全身を波打たせ、その拍ひよう子しに汗を散らしながら、オーバリーはその場に起きあがった。自身の身体からだを抱だいた腕うでに、筋肉が大きく盛りあがっている。

（やはり、おれが正しかった。おれこそが、正しかった）

　オーバリーの目が次第次第に開いていく。ふたたび炎の色を宿したオーバリーのその双そう眸ぼうは、先ほどまでのように恐きよう怖ふという一種の感情のみで支配されてはいなかった。

　自分こそが正しかった──という思いは、過去の悪あく夢むいっさいを含ふくめて、皇太子の皮をかぶった悪あく魔まのごとき人物への憎にくしみに転化していく。

（あ奴やつを……あ奴をこの手で斬きらぬことには、おれは）

　記き憶おくのなかで常に燃えさかっている炎にいずれは心身を焼きつくされ、ただ一いち握あくの炭となって、風に吹ふき散らされていくことだろう──。

　オーバリー・ビランは突とつ如じよ叫さけびだしたい思いがした。ただし、それはいままでの悪夢による発作ではない。何事か、ともかく武人らしいおめき声をあげて、全身にふつふつと沸わいてきた活力を発散したい、という欲に駆かられていた。

　この手に鋼鉄がほしい。

　ずっしりとした剣けんの重みがほしい。

　と、そこへ扉とびらが激はげしくノックされた。オーバリーの鋭するどい目が投げかけられる。

「なんだ」

　と聞いた声はいくぶんかすれていたが、すでに往年の荒あら々あらしさを取り戻もどしつつある。

「皇后さまからのお遣つかいでございます」

　扉の外で、その者はよく通る声でいった。

「ぜひ、オーバリー・ビラン将軍のご助力をあおぎたいという仰おおせで。かつて偽にせの皇太子の卑ひ劣れつな罠わなにかかって部下を多数失った将軍なれば、悪あしき思想に吞のまれつつあるこのソロンにおいても、雄お々おしく、陛下がために戦ってくれるのではないか、と皇后さまはご期待を寄よせておられますれば」




　　　　４




　帝都ソロンで巻まき起こった騒さわぎが、いまだ交易都市ビラクに届いていなかったころ──。

　今日きようも、ビラクの港は多数の船が行き来していた。

　商売品を空にして飛び立っていく船があれば、それとすれちがう形で、船内を物資でいっぱいに満たして着陸してくる船がある。

　そのなかに、隣りん国ごくガーベラからやってきた船があった。コチュン家の旗を蒼そう穹きゆうにはためかせている。

　皇帝と皇太子の和解がなる前から、ここビラクではガーベラとの交易をさかんにおこなってきた。十年戦争の終結とともにビラクから最初にガーベラへ発たったのは、いうまでもなく商売欲の旺おう盛せいなハーマン商会の船である。ガーベラのコチュン家とは同じく商売人気質であるためか通じあうものがあって、当主同士が互たがいの邸てい宅たくに使者を頻ひん繁ぱんに出しあう仲でもあった。

　もっとも、抜ぬけ目ない者同士だから、仲がよい、というよりは、互いの動静を確認しあい、

（抜け駆がけなどするでないぞ）

　と釘くぎを刺さしあうような関係である。

　船から降り立ったコチュン家からの使者はすぐさまザジ・ハーマンのもとを訪ね、そのザジのもとからさらにひとりの武人へと連絡がいった。

「なに、姫さまが」

　ゴーウェンは思わず口にしてからはっと言葉を引っ込める。ザジからの遣つかいも声をひそめた。

「王女はかねてよりメフィウスへご帰き還かんされたい旨むねをコチュン家にお伝えしていたらしいのですが、すぐにソロンへ戻もどるのもみだりに情勢を惑まどわしかねぬ、ということでいったんこのビラクへと。ゴーウェンどのならばすべていいように取り計らってくれよう、との仰おおせで」

（勝手なことを）

　と思ったが、もちろんこれも声にはできない。

　ゴーウェンはこのビラクにおいて、相変わらず新兵の訓練やら編へん成せいやらをおこなっている。皇帝と皇太子の直接対決の噂うわさも当然耳にしていたし、その後、ギルがエンデへ向かったという話もいましがた聞いたばかりだ。

　オルバが命いのち懸がけで挑いどんだ勝負に無事勝利をおさめたという報告は当然嬉うれしくはあったものの、いまだ気が抜ける状じよう態たいにないことはゴーウェンにもわかっている。『勝利』以前にくらべて彼の忙いそがしさはほとんど変わらなかった。というより、皇太子の部隊に加わりたいという志願兵の数は増える一方であったから、以前より睡すい眠みん時間を削けずられているくらいだ。

　それに加えて、王女が突とつ然ぜんビラクを来訪するとあっては、

（おまえが放ほうっておくからこのざまだ）

　面めん倒どうごとをすべて押おしつけられた気分にもなる。

　いつぞや、ホゥ・ランになにも伝えずにオルバが姿をくらましたときと似ている。あのときも大いにオルバを恨うらんだものだが、今回の恨みっぷりも引けを取らない。なにしろ、王女には誰だれかが必ず話しておかねばならぬことがある。その役目を自分が担になわされたのだ。

　ゴーウェンは覚かく悟ごを決めて、ハーマン家から遣つかわされた馬車を出で迎むかえた。御ぎよ者しやの手を借りて降り立ったのはまさしくビリーナ王女だ。

　場所はビラク城じよう館かんの中庭。少女の細い足が芝しば生ふを踏ふみしめるとともにゴーウェンが一礼すると、

「お久しぶりです、ゴーウェン。世話をかけます」

「いえ」ゴーウェンは周囲を気にしながらも、笑えみを浮うかべた。「このこと、当然、殿下は」

「当然」
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　とビリーナは返した。いたずらっぽい笑みが、「当然、知るはずもない」と伝えている。

　ゴーウェンは嘆たん息そくした。王女は構わず、

「ソロンの様子はどうなっています」

「日々、帝都方面より伝令が駆かけ込こんできます。皇太子殿下は部隊を率いてすでにソロンを出立し、ひとまずイドロへ向かわれたとのこと」

「そうですか」

　頷うなずく顔は、まったく平素の王女そのものである。彼女が皇帝から兵を借りてサラマンドを撃げき退たいし、その直後に、あわや命を奪うばわれそうになった顚てん末まつは、もちろんゴーウェンも知っている。しかし改まって間近にすると、そのような修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけてきた人物だとはとうてい思われない。

（このような娘むすめを持つ父親の心境とはどういったものだろうな）

　などと、意味のないことを考えさせられもする。

　が、ゴーウェンはすぐさま現実に引き戻もどされた。先にも述べたように、王女には伝えねばならぬことがある。

　そのため、彼は供の者をつれていない。馬車が去っていくのを見届けたあと、

「……実は、王女。お話ししておかねばならぬことがあるのです」

「なんです、あらたまって。殿下への愚ぐ痴ちなら聞く耳持ちません。わたしのほうから、あなたにぶちまけたいほどなのですから」

　最初はそういって冗じよう談だんめかしていた少女だったが、ゴーウェンから話を聞くにつれて笑みが消えて、目は見開かれ、そして最後には硬こう直ちよくしてしまった。

「まさか。……そんな」

　とかすれ声でつぶやいたあと、

「なぜ？」と聞いた。「なぜ、そのようなことに」

「いまだ、わかりません」ゴーウェンは真顔でかぶりを振った。「本人はあれこれと語ってはいるものの、内容は腑ふに落ちず。何者かにたぶらかされた可能性もありますが、いまだなにもわかっておらぬのが現げん状じようです」

　ライラのことだ。

　かつて西方にてビリーナの命を救い、心に染しみるほどのあたたかさをもって接してくれた彼女が、ここビラクにおいて皇太子に暗殺の剣けんを振ふるった──、などと聞かされて、王女が平静でいられるはずがない。

「会わせてください」

　と少女は身を絞しぼって懇こん願がんしたが、いつになく、強い調子でゴーウェンははねのけた。

「なりません。こればかりは殿下にも厳しく命令されております。いずれ自分が帰ってきたときに手ずから尋じん問もんする、と。それまでは誰だれにも会わせるなと」

　ライラのことは黙だまっていてもどうせ噂うわさになって、いつか必ず王女の耳に届いてしまう。だからゴーウェンはあえて自分から説明するしかなかった。しかし、当然のこと、なにやらギル皇おう子じ本人の過去を知っているようなライラとビリーナとを直接会わせるわけにもいかなかったのである。




　翌日。

　王女帰き還かんの噂うわさは、これもゴーウェンがいつまでも隠かくしとおせることでなく、たちまちのうちにビラク中に伝わっていた。ゴーウェン自身は帝都に伝令を走らせ、このことをオーダインに伝えている。もし帝都の情勢が落ちつきを見せているようだったら、オーダインのほうから迎むかえをよこしてくるだろう。

　そしていきなり、その日から王女の活動が活発になった。

　朝から飛ひ空くう艇ていを飛ばして、館やかた周辺をぐるりと一周したかと思うと、

「安全のために」

　などといって、自分が寝ね泊とまりする部屋の鍵かぎを預かった。

　また、王女が帰還したと知って、「どうしても会いたい」と面会を求める人物がいた。そんな人間はビラクに数多くいたのだが、王女が相手の素性を知るなり、

「いますぐにでも」

　と許可を与えたのはただひとりだ。

　その若者は王女の姿を見るなり、感極まったように膝ひざをついた。

「王女、よくぞ……よくぞ、ご無事で」

「顔をあげてください。あなたのほうこそ、ご無事でなによりでした。あのときのわたしは意識が朦もう朧ろうとしていて、自分の頼たのみごとがあなたの人生を大きく左右するほどのものになるとは想像だにしていなかった。浅はかなわたしを許してください」

「なにを仰おおせられるのです。こうして王女のご無事な姿をお見せいただけただけで……おれ、いや、わたしは、ほかのなにを投げ打ってでもやり遂とげた甲か斐いがあったというものです」

　声を震ふるわせているのは、王女が狙そ撃げきされた直後、黄金色のメダルを預かってはるばるビラクまでやってきていた近衛このえ兵へいである。

「名を、なんといいましたか」

「アルナックと申します」

　王女はその名をつぶやき、にっと白い歯を見せた。

　これほど美しい異国の王女に名を覚えられるとは、なりあがりのアルナックにしてみれば男性としての本ほん懐かいを遂げた気分であろう。一方の王女はというと、名前を覚えたからにはもうずっと以前からの顔見知りだ、といわんばかりの態度で、

「実はアルナック。あなたにもうひとつ、ぜひとも聞き入れてほしいことがあるのです」

　ぬけぬけとそう口にした。

「は？──ははっ。なんなりと」

　以前、侍じ女じよ長ちようテレジアが主人ビリーナに対してとある感想を抱いだいたことがある。

（この方は、自分に逆らえぬ男性が本能的にわかるのだ）

　と。

　ある意味で王族の資質だともいえる。十五になろうとするビリーナは、大人おとなびた色いろ艶つやを萌ほう芽がのごとく表情に浮うかびあがらせつつある。まだ完全に花開くには多少の時間が必要になろうが、いまの段階においても、このお顔をせめてお側そば近くで見たいと念じ、たとえ銃じゆう弾だん、剣けんの盾たてとなってもお仕つかえしたいと願う身分ちがいの若者は大勢出るであろう。

　そうした若者の気性を、ビリーナは見み抜ぬく。特に王女の言動に感かん銘めいを受けたシーク、アルナックなどははたから見てもわかりやすい。実直な姫君のこと、そうしたことを計算した上で笑顔を振ふりまくわけでもあるまいが、

「実は──」

　と声を低めて語る言葉に、アルナックが拒きよ否ひできようはずもなかった。




　朝早くからビリーナが飛ひ空くう艇ていを飛ばしていたのは、場所にあたりをつけるためである。

　一いつ箇か所しよ、めぼしいところを見つけていた。館やかたの南西にある塔である。以前は見張りのために使われていたというが、いまは倉庫代わりになっている。ほとんど人ひと気けのない場所なのに、必ず歩ほ哨しようが二名立っていた。

　王女の命令を受けて、夜半からこっそり見張っていたアルナックからの報告によると、一日に二度、同じ場所へ兵が食事を運んでいるらしい。

　ちなみにアルナックは、王女の身辺警けい護ご役やくとしてビリーナに仕えることを公表している。彼が命いのち懸がけでビラクにやってきた経けい緯いはほとんどの人間が知っていたから、王女の部屋に出入りしても不ふ審しんがられることはない。

「では、今夜」

　とビリーナはいった。




　その夜。

　決まった時間に人ひと影かげがあらわれた。歩哨たちが警けい戒かいしたのは、食事を持ってあらわれたのがいつもの兵士ではなく、侍じ女じよの格好をした女性であったことだ。

　歩哨を含めた三人ともにゴーウェン配下の兵である。なかに誰だれがいるかも当然知っている。逆にいえば、彼ら以外に知る者はほとんどない。

　聞くと、

「なかにいらっしゃる方の身を清きよめよ、とゴーウェンさまより申しつけられまして」

　と答える。侍女は食事以外に、腕うでに大きな布を巻まきつけていた。確かに、閉じ込めてある囚しゆう人じんは女性の身であるゆえ、そのような仕事は男にはできない。

「しかし、われわれは聞いていない。隊長に確認を取ってくる」

　ひとりが駆かけ出そうとした矢先に、

「おっ、見ろ。こんな時間に逢あい引びきしてる奴やつがいるぞ」

　銅ど鑼ら声ごえが聞こえてきた。

　酒に酔よったふうの男性が近づいてくる。

「こんなところで、いかにも怪あやしいな。やいやい、おれも混ぜやがれ。そうすりゃ、上の人間には黙だまっておいてやる」

　やたらと大きな声を張りあげるので、歩ほ哨しようたちは焦あせった。ことさらにこの場所を目立たせたくないのだ。

「お気をつけを」

　そのとき侍じ女じよが歩哨の耳に囁ささやいた。

「ゴーウェンさまより聞きました。あのお方──アルナックという、王女さまの警けい護ご役やくになったばかりの兵です。王女さまのご命令で、囚しゆう人じんのいる場所を嗅かぎまわっているとか」

「なに？」

　さらに大声をあげながらアルナックが近づいてきたので、ひとりが前へと出て押おしとどめた。

「だいぶ、酔われておるようだ。この先、足を進めてもなにもない。さあ、ご自分の部屋へ戻もどられよ」

「おっ、なんだ。やろうってのか。こう見えてもかつては皇帝直属の近衛このえ兵へいだぞ」

　力ずくでも前へ前へ進もうとするので、もうひとりも加勢せざるを得なくなった。その寸前、侍女を追い立てるように、

「早く用事を済ませてこい」

　と鍵かぎを手て渡わたす。

　侍女は頷うなずき、塔とうのなかへと足を踏ふみ入いれた。

　無論、その正体が王女本人だなどとは歩哨たちも気づかない。酒に酔った振ふりをしたアルナックに接近してもらい、兵たちに彼を『共通の敵』と認識させることで信用を得ようとしたのである。

　薄うす暗ぐらい石段をのぼっていった。いきつく先に扉とびらがある。

　奥おくには円形の部屋があり、さらにもうひとつの扉がいく手を塞ふさいでいた。こちらには錠じようがかかっている。鍵を開けると、なかでひとりの女性が身じろぎするのが見えた。

「……ライラさん」

　思わず声が出る。

　確かに、石造りのその冷たい部屋にいたのはライラ。

　かつて王女が西方でいき倒だおれたときに世話になった女性であり、『ルナ』という偽ぎ名めいを使わざるを得なかったビリーナを実の妹のようにかわいがってくれた女性だった。

　その女性が、はっとしたように寝しん台だいの上に起きあがって、ビリーナの顔を凝ぎよう視しした。そのままあたかも逃にげ去ろうとするかに見えたが、足首は寝台と鎖くさりでつながれており、前のめりに転てん倒とうしてしまった。

「ライラさん！」

「王女さま」

　口にしてから、ライラの頰ほおに涙なみだが伝いはじめる。視線を逸そらし、その場にうずくまって声をあげて泣なきはじめた。

　ビリーナ自身、激情に駆かられてライラと距きよ離りを縮ちぢめた。その肩かたに触ふれようとしたが、無意識のうちにだろうか、ライラに振ふり払はらわれる。食事を乗せたトレイが石の床ゆかを転がっていったが、二人ふたりともに気づきもしない。

　しばしライラの嗚お咽えつのみが、暗くら闇やみと同化した石いし壁かべに吸い込こまれていった。

　ビリーナの胸むねもいっぱいになっている。痛ましさと疑ぎ惑わくとが膨ふくれあがって、ライラにかけるべき言葉を必死の思いで探さがそうとするのだが、

「なぜ」

　結局、長い沈ちん黙もくを嫌きらって口を衝ついて出たのは、あまりに実直な言葉でしかなかった。

「なぜ、あなたが……皇太子さまを」

　皇太子、と聞いてライラの肩がぴくりと跳はねた。嗚咽がひときわ激しくなる。

　ビリーナは、それ以上自分からはなにもいえなくなってしまった。王女とてここを訪ねる前にあれこれ考えた。ライラが、最初から敵の間かん者じやであったなどとはどうしても思えない。皇おう子じ暗殺の機会をうかがうために接近してきたにしては、ビリーナとの出会いはあまりに偶ぐう然ぜん的てきだ。では、なぜ？　どちらかというとおっとりして見えるひとりの女性にいったいどのような事情があれば、一国の皇太子暗殺という凶きよう行こうにおよばせるというのか？

　王女には想像もつかなかった。

　と、

「わたしは」

　と、ライラは震ふるえる声でいった。

「わたしは、皇太子殿下に未来を奪うばわれたのです」

「それは」勢い込んで尋たずねてから、ビリーナはいったん声に詰つまった。「どういう……意味です」

　ふたたび静せい寂じやくが二人のあいだを漂ただよった。外からは、まだかすかにアルナックの騒さわぐ声が聞こえてくる。

　王女の鼓こ動どうが激しくなってきた。

　なぜだか、彼女はこの場にいることがとてもいたたまれない気分になってきた。なにか、とてつもないことを──国や、人間そのものにまつわる、本来表には出ず闇に伏ふせられているべき途と方ほうもない秘ひ密みつを──自分はこれから知ろうとしているのではないか、そしてそれはライラのみならず自分自身をもずたずたに切り裂さくほどのものではないか、という予感めいた思いがあったのだ。

　そして──、

　ビリーナが二の句も継つげずにいるあいだ、ライラは、涙と噴ふきこぼれる嗚咽の合間に、ゆっくりと語りはじめた。

　自分の父ローンが、かつては皇帝直属の近衛このえ士し官かんだったこと。

　本来ならば、自分はいまごろ結けつ婚こんして、夫とともにソロンで暮くらしていたこと。

「その、結婚式のさなかのことでした」

　数回、瞬まばたきをした拍ひよう子しにまたライラの頰ほおを涙なみだがすべり落ちていく。しかしその双そう眸ぼうからは激しい感情の色が欠け落ちて、なにか、あずかり知らぬ他人のことを淡たん々たんと語っている様子にも見えた。

　次の瞬しゆん間かん、激しい感情の矢に胸むねを刺さし貫つらぬかれたのは、むしろ王女のほうであった。

「式のさなか、突とつ如じよとしてギル皇太子があらわれたのです。そして、わたしに『初夜権』を振ふりかざしました。そう──、夫になるべき人から遠ざけられ、皇おう子じと寝ね床どこを共にするよう、強要されたのです」

「まさか」

　と思わずビリーナはつぶやいていた。

「まさか、そのようなこと……」

「そう、まさかです。あり得ないのです」

　ライラの目に、ふたたび激情の色が舞まい戻もどってきた。

　そして、涙を散らしながら次に放ったひと声が、石造りの冷たいその部屋に雷いかずちのごとく轟とどろいたのである。

「だって、あのお方は……もう、この世にいないはずなのに。わたしの父によって、皇太子ギル・メフィウスは殺されたはずなのです。死んだはずなのです！　わたしの、目の前で！」










　あとがき




　さて。

　この段において、作者自身がなにを語ったらよいものでしょう。

　ああだ、こうだ、とうだうだ騒さわいでもはじまりません。

　『烙らく印いんの紋もん章しよう』、次巻完結です。

　物語はいかなる終しゆう焉えんを迎えるのか、乞こう、ご期待。




　ええと。いいたいことはいったし、あとの空白をどう埋うめるべきか。

　こういうときは、あれだ、困ったときの『昔のファイル晒さらし』。

　手もとに──というかパソコンのＨＤＤ内に、『キングダム　シリーズ構成』なるテキストファイルがあります。『烙印』（当時の仮題はシャドウ・キングダム）一巻の本格的な執筆に取りかかる寸前につくったもので、大まかなシリーズ構成を綴つづったもの。とはいえ、人気がなければ即打ち切られる可能性もあり、何冊ほど出せるかまったくわからない状じよう況きようだったので、ごくごく短いものとなっています。中身は……、







１巻：オルバ対ガーベラの謀む反ほん人にん。皇おう子じとなった剣けん奴どオルバと、王女ビリーナとの交流が主な流れ。

２巻：王宮内でのオルバ、ビリーナがメインとなる。（グールの謀ぼう略りやくも？）兄の行方を求めるうちに、怒いかりに駆かられたオルバがオーバリーを謀殺。そのことで宮殿におけるオルバの立場が危機を迎えるものの……。そのころ、エンデでは魔ま道どう士したちが中心となって大戦をしかける準備を。

３巻：対エンデ。皇帝の動きをなんらかの形で封じた上で、オルバはビリーナを通じてガーベラの軍を動かし、エンデを挟きよう撃げきする。次期大公となるエンデの公子が魔道士たちをいさめ、国をまとめることで大戦は終結。三国同盟を結ぶこととなる。







　もともと自分が確認するためだけのファイルですので、日本語として破は綻たんしているような部分もありますが、まあそこはご愛あい嬌きよう。改めて見てみると、この当時は、

「とりあえず三冊で一部完を目指そう」

　と考えていたようです。その時点で人気がなければ、『オルバたちの戦いはこれからだ！』とでも煽あおって終わりにするつもりだったのでしょう。いえ、投げやりだというのではありません。自然の摂せつ理りです。弱肉強食です。敗者は無言で去るのみです。ふむん。




　改まって思うに、まあ、このシリーズがよくも十冊以上つづいたな、と驚おどろきを禁じ得ません。

　『３』氏の描く骨太なイラスト、そして電撃文庫の類たぐいまれなる宣伝力のおかげでしょうが、わずかばかり作者の功績があるような気がしないでもないので、どうか読者の皆さまには、杉すぎ原はら智とも則のりの名を心の片かた隅すみにでもとどめておいていただきますよう。




　……っと、まるでここで完結してしまうような書き方ですが、作者自身が迎える正念場はこれから。

　オルバが知略と剣で事態を切りひらいていくそのときと同じくして、作者はキーを叩たたいて真っ白いパソコンの画面を一文字ずつ埋うめていくのです。

　その作業も次で最後になるかと思うと、多少の感かん慨がいがないでもないですが、正直、いまはそんな甘ったるい感傷になどつきあってはいられません。

　今日もまた、オルバやビリーナと同じ空気を吸い、同じ風を面おもてに浴びながら、あの異世界に赴おもむくことといたしましょう。







　それでは。

　完結編の『あとがき』で皆さまと会える日を待ち望んで。


杉原智則
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杉すぎ原はら智とも則のり

３月生まれ。ＰＳ３のゲームをプレイしながら、現在のゲーム性とはなんぞと考える。

いや、昔のほうがよかったというんじゃなく、昔には昔のよさがあった、というだけのこと。上手く融合できんものかのお。って、おれの考えることじゃないや。
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イラスト／３

今年はろくに桜見れなかったので来年はもうちょっと見たい。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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あかつきの空そらを竜りゅうは翔かける（上）
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